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現場大将の概要 
 
 

「現場大将」では、座標管理（平面的・横断的）による施工をスムーズにし、また施工上の任意

の測点を簡単に計算する事ができます。 

設計図面を基に座標登録を行った後、計画の平面線形、縦断線形、勾配線形計算を行い、横断の

計画線を入力する事により、最終的な丁張計算までを簡単に行う事が可能です。 

その他、各種トラバース計算、各種交点計算、垂線計算、平行移動、二点間距離、二辺夾角法等

さまざまな座標計算に対応しています。 

また、計算結果を基に座標展開図・放射逆計測設計画図の作成、縦断図・横断図の作成（現場大

将オプションソフト「縦・横断図作成」）が行え、電子納品の各種基準（案）に対応した作図も可

能です。 

 

作成した図面は「修飾ＣＡＤ」「Ａ納図[A-NOTE]」に出力する事ができ、計算結果は「出来形

展開図作成」やデータコレクタ等で使用する事ができます。 

 

※電子納品において最終的に変更図面・完成図面を作成する場合には、「Ａ納図[A-NOTE]」でＰ

２１形式、またはＳＦＣ形式で出力する必要があります。 

※「Ａ納図[A-NOTE]」「出来形展開図作成」はオプションソフトとなります。 
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１１  主メニュー 
 
現場大将を起動した直後に表示される主メニュー画面の機能です。 
 

（A） 現場選択 
現場を選択します。 
 
※このシステムにおいて、現場とは座標を登録する場所となります。 

以後、計算された座標は選択された現場ごとに登録されます。１つの現場につき１００００点

の座標データを登録する事ができます。 
 
主メニュー画面のメニューバーから「ファイル」→

「現場選択」をクリック、または「現場選択」ボタン 
をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 選択 ボタン 

登録されている現場を選択します。 
 
現場名を選択し、「選択」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の現場が選択され、主メニュー画面に戻ります。 
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② 新規 ボタン 

新規現場を作成します。 
  

「新規」ボタンをクリックすると、現場名入力画面

が表示されます。 
 
現場名を入力し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
新規現場の作成を中止する場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックしてください。 

 

③ 訂正 ボタン 

既に登録されている現場名を訂正します。 
 
訂正を行う現場名を選択し、「訂正」ボタンをクリックしてください。 
現場名入力画面が表示されます。 
 
現場名を訂正し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
現場名の訂正を中止する場合は、「キャンセル」ボ

タンをクリックしてください。 

 

④ 削除 ボタン 

登録されている現場と付属するデータを全て削除します。 
 
削除する現場を選択し、「削除」ボタンをクリックします。 
 
削除を警告するメッセージが表示されます。 
 
現場の削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
現場の削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 
 
 

他オプションで現場を作成している場合、現場名一覧に他オプションで作成した現場名も表示されます。 
削除を行うと、他オプションで作成した現場も削除されるので、ご注意ください。 
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⑤ 閉じる ボタン 

現場選択を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（B） 道路中心線形データ出力・取り込み 
道路中心線形データ（線形要素データ・座標データ）の出力・取り込みを行います。 
 
 出力  
主メニュー画面のメニューバーから 
「ファイル」→「道路中心線形データ」 
→「出力」をクリックします。 
 
 
 
出力する路線の選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜選択中の工事に現場が登録されていない場合＞ 
現場名一覧に「（現場がありません）」と表示され、「新規」ボタン・「閉じる」ボタン以外のボタンが使用

できません。 
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出力する路線を選択して「ＯＫ」ボタンをクリックすると、データが出力されます。 
 

① 座標参照系 ボタン 

座標参照系の入力を行います。 
 
●測地原子 

測地原子を選択します。 

 

●鉛直原子 

鉛直原子を選択します。 

選択した鉛直原子によって、 

T.Pとの標高差が自動計算されます。 

 

●水平座標系 

水平座標系を選択します。 

 

●鉛直座標系 

鉛直座標系を選択します。 

 

●座標系注意点（任意） 

任意で座標系注意点を入力できます。 

 

② 道路中心線形情報 ボタン 

道路中心線形情報の入力を行います。 

  

●道路規格（必須） 

道路規格を選択します。 

 

●設計速度（必須） 

設計速度を選択します。 

 

●設計交通量（任意） 

任意で設計交通量を入力できます。 
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③ プロジェクト情報 ボタン 

プロジェクト情報の入力を行います。 

 

●件名 

件名を入力します。 

 

●会社名 

会社名を入力します。 

 

●作成者名 

作成者名を入力します。 

 

●事業段階 

事業段階を選択します。 

 

●注記 

注記を入力できます。 

 

 

 

●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
出力するデータに電子納品時の使用禁止文字が含まれている場合に、使用可能文字に変換します 

 

●座標を出力する 
チェックをはずした場合は、線形要素データのみ出力されます。 
 
 
 取り込み  
主メニュー画面のメニューバーから「ファイル」→「道路中心線形データ」→「取り込み」を 
クリックします。 
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道路中心線形データのファイル選択画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

 
取り込むデータを選択して「ＯＫ」ボタンをクリックすると、データが現場として取り込まれます。 
取り込んだデータを編集する場合は、主メニュー画面のメニューバーの「ファイル」→「現場選

択」から現場を選択してください。 
 

●座標点を座標登録する 
チェックをはずした場合は、線形要素データのみ取り込まれます。 
 
●横断方向 

「道路（起点から終点方向）」または「河川（上流から下流方向）」のどちらかを選択します。 
 

（C） 設計データ管理 
設計ファイルの入出力を行います。 
 
主メニュー画面のメニューバーから「ファイル」→「設計データ

管理」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
設計データ管理画面が表示されます。 
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① ファイル取込 ボタン 

選択した設計ファイルを、工事データに取り込みます。 

 

「ファイル取込」ボタンをクリックすると、開く画面が表示されます。 

取り込むxmlファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 
 
xml ファイル取り込み後、『現場大将』データに

変換するかのメッセージが表示されます。 
変換する場合は、P18「②データ変換 ボタン」を

ご覧ください。 
 
 
 

② データ変換 ボタン 

選択した工事データ内の設計ファイルを、『現場大将』のデータに変換します。 

 

「データ変換」ボタンをクリックすると、線形選択画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
変換する線形を選択し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 
取込設定画面が表示されます。 
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●取り込み 
設計ファイルを『現場大将』のデータに変換します。 
変換後、データ変換によって新たに作成された現場が選択され、主メニュー画面に戻ります。 
 
●測点名形式 
測点名の形式を設定します。 
測点名形式画面が表示されるので、形式を設定し「OK」

ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
●名称無しの構築形状を読み込む 
チェックを付けると、名称が無い構築形状

を読み込みます。 
 
 
 
 

③ データ反映 ボタン 

『現場大将』のデータを、設計ファイルに反映します。 

設計ファイルを選択し「データ反映」ボタンをクリックして、「『現場大将』データを選択した

ファイルに反映」または「『現場大将』データを新しいファイルで作成」をクリックします。 

 

『現場大将』データを選択したファイルに反映  
選択した設計データに、『現場大将』のデータを反映します。 
『現場大将』データを新しいファイルで作成  
『現場大将』のデータを反映し、新規で設計データを作成します。 
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設計データに反映する路線の選択画面が表示されます。 
設計データに反映する路線を選択し、「OK」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●プロジェクト ボタン 
プロジェクト情報を入力します。 
 
<件名> 
件名を入力します。 
 
<会社名> 
会社名を入力します。 
 
<作成者名> 
作成者名を入力します。 
 
<事業段階> 
事業段階を選択します。 
 
<注記> 
注記を入力できます。 
 
●道路中心線形 ボタン 
道路中心線形情報を入力します。 
 
<道路規格> 
道路規格を選択します。 
 
<設計速度> 
設計速度を選択します。 
 
<設計交通量> 
設計交通量を入力します。 
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●河川 ボタン 
河川情報を入力します。 
 
<河川管理区分> 
河川管理区分を選択します。 
 
<左右岸区分> 
左岸または右岸を選択します。 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
出力するデータに電子納品時の仕様禁止文字が含まれている場合に、使用可能文字に変換します。 
 
●管理断面データのみ反映する 
管理断面データのみ、設計ファイルに反映します。 
 
●面（現場大将で作成した計画）を出力する 
面（現場大将で作成した計画）を出力し、設計ファイルに反映します。 
 

④ ファイル出力 ボタン 

選択した設計ファイルを、外部ファイルとして出力します。 
 
出力する設計ファイルを選択し「ファイル出力」ボタンをクリックすると、名前を付けて保存画面

が表示されます。保存先を選択し、ファイル名を入力して「保存」ボタンをクリックしてください。 
 

⑤ ファイル削除 ボタン 

選択した設計ファイルを削除します。 
 
削除する設計ファイルを選択し、「ファイル削除」ボタンをクリックします。 
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（D） 座標の桁設定 
座標の桁数を設定します。 
 
主メニュー画面のメニューバーから「設定」→「桁

数設定」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 座標の桁数  
座標の桁数を「小数点以下３桁」「小数点以下４桁」のどちらかから選択します。 
※「小数点以下４桁」から「小数点以下３桁」に変更し、「ＯＫ」ボタンをクリックした場合は、

下記のメッセージが表示されます。 
 
 
 

 
設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 

 数値精度を最大にする（TS交換データ基準準拠）  
座標・距離・標高・円曲線・パラメータ・半径の各数値精度がTS交換データ基準に準拠した桁

数になります。 

 平面線形内で詳細な桁設定を行う  

平面線形内の座標・追加距離（測点名）・角度・半径・パラメータ・勾配について、小数桁数を直

接入力、またはアップダウンボタンにて設定します。 
また、ドロップダウンボタンをクリックして表示される一覧から、設定した小数桁数の丸め方を
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選択して設定する事ができます。 

●桁処理後の追加距離からの座標を求める 
チェックを付けると、追加距離（測点名）の桁を変更する際、変更後の追加距離を元に座標を求

めます。 

「初期設定」ボタンをクリックすると、以下の確認メッセージが表示されます。 
 
 

 

初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 
※設定を変更し、「ＯＫ」ボタンをクリックした場合は、下記のメッセージが表示されます。 
 
 

 
 

設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 

 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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（E） 連係機能 
主メニュー画面の左側に現在開いているタブに連係する機能のボタンが表示されています。 
 
連係機能には、「座標入力」「座標展開」「測設計画図」「修飾ＣＡＤ」「縦断図作成」「横断図作成」ボ

タンがあります。 
※「縦断図作成」「横断図作成」ボタンは、オプションソフトである「縦・横断図作成」がインス

トールされている場合に限り有効になります。 
 
ボタンをクリックすると、各画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※連係機能の「座標入力」ボタンは、「座標計算」タブ内のボタンと同様です。 
「座標展開」「測設計画図」「修飾ＣＡＤ」「縦断図作成」「横断図作成」ボタンは、「図面作成」

タブ内のボタンと同様です。 
（「図面作成」タブでは、「測設計画図」ボタンは「放射逆計測設計画図」ボタンと表示されます） 
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II. 座標計算 
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２２  座標入出力 
 
座標の登録・編集を行います。登録した座標は各機能で参照する事ができます。 
また、ＳＩＭＡ共通フォーマットで座標データを保存したり、測量機等へ座標を送信する事がで

きます。 
 
主メニュー画面の「座標計算」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（A） 座標入力 
座標の登録・編集を行う事ができ、登録した座標は各機能で参照する事ができます。 
 
座標入力画面の操作については【「ＸＹＨ座標入力 基本操作マニュアル」参照】 
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（B） ＳＩＭＡ取り込み 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルを選択中の現場の座標データとして取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り込むファイルの拡張子を「ＳＩＭ」「ＴＸＴ」のどちらかから選択し、ファイルの登録されて

いるフォルダ・ファイル名を選択して「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルの取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリック

してください。 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックすると、取り込む測点の選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点を選択し、「取込」ボタンをクリックします。 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルの取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリック

してください。 
 

取り込むファイル名を選択します。 フォルダを選択します。 
 

ファイルの拡張子を選択します。 
 

測点の表示形式を変更する事ができます。 
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（C） ＳＩＭＡ登録 
選択中の現場に登録されている座標データをＳＩＭＡフォーマットとして保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録する測点を選択し、「保存」ボタンをクリックします。 
※ＳＩＭＡフォーマットでは、「測点名２」は保存されません。 

ＳＩＭＡフォーマット登録を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

「保存」ボタンをクリックすると、名前を付けて保存画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保存する場所欄のドロップダウンボタンをクリックし、任意の場所を選択します。 
 
ファイル名は、直接入力にて任意のファイル名を入力してください。 
 
保存を実行する場合は、「保存」ボタンをクリックします。 
保存を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてださい。 
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３３  座標計算 
 
既存座標からの新座標取得や座標間の距離計算を行います。 
 
主メニュー画面の「座標計算」タブをクリックして、新座標を求める方法のボタンをクリックし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どの方法を選択した場合も、計算要素の入力画面・座標一覧表画面・ナビゲーション画面・プレ

ビューの４つの画面が表示されます。 
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（A） 座標計算の操作 
座標計算の画面に表示されるボタン・メニューは全て共通です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 座標登録 ボタン 

測点名を入力し、計算結果の座標を新座標として登録します。 
同じ測点が既に存在する場合、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上書き ·············· 元データに同じ測点名があった場合、登録する座標を元データに上書き 

します。 

 

追加 ················ 元データはそのままで、登録する座標のみを新規に追加登録します。 

※同じ測点名があった場合、重複して登録されます。 

 

取り込まない ········ 元データに同じ測点名があった場合、その測点は座標登録を行いません。 

 

「一括設定」ボタン ··· 取り込み方法を一括で設定します。 
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② データクリア ボタン 

表示中の画面のデータを全て消去します。 
 

「データクリア」ボタンをクリックすると、全データの消去を確認

するメッセージが表示されます。 
 
データを消去する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
消去を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 

 

③ 閉じる ボタン 

座標計算画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 

 

④ ウィンドウメニュー 

メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲーション」「座標一覧表」

が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 

（表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます） 

 

⑤ プレビュー 

プレビューには選択されている現場に登録されている座標と座標計算結果図が表示されます。 
座標点をクリックすると、その点の測点名・Ｘ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 
同様に、ＣＡＤ図面からもＸ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※プレビューは、以下の計算を選択している場合に使用する事ができます。 

■座標計算  ■トラバース計算  ■線形・丁張  ■面積・体積 － 倍横距 
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 表示設定  
プレビューに表示する項目を設定します。 
 
プレビューの「設定」にチェックを付けると、表示設定画面が表

示されます。 
 
●表示する名前  
プレビューに表示する名前を設定します。 

「測点名を表示する」 
座標の上に測点名が表示されます。 
 

「測点番号を表示する」 
座標の上に測点番号が表示されます。 
 

「交点計算の測点名」 
各座標計算で求められた測点名が表示されます。 
 
●測点の形 
プレビューに表示する測点の形を設定します。 

「・」「×」「表示なし」のいずれかから選択します。 
 
表示設定画面を閉じる場合は、表示設定画面の  ボタンをクリック、またはプレビューの「設

定」のチェックをはずしてください。 
 
 ＣＡＤ図面参照  
ＣＡＤ図面からＸＹ座標を取り込む事ができます。 

プレビューの「ＣＡＤ図面参照」にチェックを付けると、ＣＡＤ

図面を参照する画面が表示されます。 
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●「図面開く」ボタン 
参照するＣＡＤ図面を開きます。 
ＣＡＤ図面を開く方法は２種類あります。 
 

「Ａ納図データを開く」 
「Ａ納図データを開く」をクリックすると、開く画面が表示されます。 
※この機能はオプションソフトの「Ａ納図[A-NOTE]」がインストールされている場合に有効です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参照するＡ納図データを選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
操作を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
開く画面については【「Ａ納図[A-NOTE] ヘルプ」参照】 

※  Ｆ１  キー（ショートカットキー）を押すと、「Ａ納図[A-NOTE] ヘルプ」が起動します。 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、プレビューにＡ納図データが描画されます。 
 

「外部ファイルを開く」 
「外部ファイルを開く」をクリックすると、ファイルを開く画面が表示されます。 
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ファイルの場所欄のドロップダウンボタンをクリックし、ＣＡＤ図面が保存されているフォルダ

を選択します。 
ファイル名欄には、選択したＣＡＤ図面のファイル名が表示されます。 
ファイルの種類欄のドロップダウンボタンをクリックし、ファイル形式を選択します。 
 
ファイルを選択したら、「開く」ボタンをクリックします。 
操作を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

「開く」ボタンをクリックすると、プレビューにＣＡＤ図面が描画されます。 
 
    ボタン  

「図面を開く」ボタンで開いた図面を閉じます。 
 
 座標の取り込み  
ＣＡＤ図面から座標を取り込みます。 
 
●点データの座標を取り込む 
選択対象欄の「点データ」を選択します。 
ＣＡＤ図面の座標をクリックし、座標を取り込みます。 
プレビュー右側のＣＡＤ図面の座標をクリックすると、座標が取り込まれます。 
更に、プレビュー左側に座標が描画されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

クリック 
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●文字要素を取り込む 
選択対象欄の「文字」を選択します。 
プレビューに表示されているＣＡＤ図面上の文字要素

をクリックすると、各入力画面に文字が取り込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●端点等の座標を取り込む 
選択対象欄の「端点等」を選択します。 
プレビューに表示されているＣＡＤ図面上の端点を

クリックすると、各入力画面に座標が取り込まれます。 
更に、プレビュー左側に座標が描画されます。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①クリック ②クリック 

③クリック 

クリック 
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また、プレビューのＣＡＤ図面上で右クリックして表示されるメニュー

から、端点以外に選択対象とする点を設定する事ができます。 
 
 
 
 中点 ｜ 
要素の中点を選択する事ができます。 

 

 

 円弧４分割点  

円・円弧の４分割点を選択する事ができます。 

 
 
 
 
 
 
 中心点  

円・円弧の中心点を選択する事ができます。 

 
 
 
 

 
 線上点  

線上を選択する事ができます。 
 
 

 

 フリー点  

要素の有無に関わらず任意の場所を選択する事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

中点 

 

円弧４分割点 

中心点 

線上点 
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２点間距離計測  
ＣＡＤ図面から２点間の距離を計測します。 
 
プレビュー右下の  ボタンをクリックします。 
ＣＡＤ図面上で計測したい２点をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計測結果画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 
 
 

クリック クリック 

クリック 
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 ＣＡＤ参照領域の最大化  
ＣＡＤ図面を参照する画面の表示を最大化します。 
 
プレビュー右下の  ボタンをクリックすると、ＣＡＤ図面を参照する画面が最大化されます。 
※元の表示に戻す場合は、  ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

クリック 
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プレビューでのＣＡＤ図面の表示方法について 
 

１． 前後にスクロールする事で、マウスポインタを中心に拡大・縮小表示する事ができます。 
 
２． 図面上でツインドラッグをする事で、表示方法を切り替える事ができます。 

●左上から右下・・・ツインドラッグした範囲が拡大表示されます。 
ドラッグ時に印は表示されません。 

●右上から左下・・・１つ前の表示状態に戻ります。 
ドラッグ時に  印が表示されます。 

●右下から左上・・・作図範囲を表示します。 
ドラッグ時に  印が表示されます。 

●左下から右上・・・用紙全体を表示します。 
ドラッグ時に  印が表示されます。 

 
※ツインドラッグ → マウスの右ボタン・左ボタンを同時に押しながらドラッグする事です。 

 
 

範囲拡大 前倍率 

図形全体表示 原図表示 
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 表示比率  
図面表示を拡大・縮小します。 
 

ボタンをクリックし、図面上で左クリックするとマウスポインタを中心に拡大され、右クリッ

クすると縮小されます。 
また、目盛を使用して表示比率を変更する事も可能です。 
 
 
 
※マウスホイールまたはキーボードの＜ＰａｇｅＵｐ＞＜ＰａｇｅＤｏｗｎ＞キーでも画面の拡

大・縮小を簡単に行う事が可能です。 
その際もマウスポインタを中心に拡大・縮小されます。 

 
 印刷  
座標データを印刷します。 
 
  ボタンをクリックすると、プレビュー印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●用紙サイズ 
一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
 
●印刷範囲 
印刷する範囲を選択します。 

「全体」 
登録されている座標の全体図を印刷します。 

「画面」 
プレビューに表示されている比率で印刷します。 
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●サイズの微調整 
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサイズを微調整できます。 
数値を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして拡大率を選択します。 
 
●帳票全体のずれ量 
印刷領域を用紙の中心からずらす事ができます。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして、数値

を設定します。 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
印刷用紙サイズの変更を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●プリンタを切り替える場合 
プレビュー印刷画面の「プリンタ切替」ボタンをクリックします。 
 
印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択してください。 
 
設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑥ ナビゲーション 

ナビゲーションにはプレビューに描かれている全体図

が表示されます。 

 

ナビゲーションの赤枠をドラッグにて移動する事により、

プレビューの表示範囲を変える事ができます。 
 
 
 
 
 
 

⑦ 座標一覧表 

選択している現場に登録されている座標の一覧表が表示されます。 
表をクリックすると、プレビューと同様にその点の測点名・Ｘ座標・Ｙ座標を取り込む事ができ

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「種別」には座標を取り込んだ箇所名が表示されます。 
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⑧ 画面切替 

入力方法の切替はタブをクリック、またはメニューバーの「選択」をクリックします。 
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（B） 交点計算 
６種類の交点計算を行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●線と線 
始点と終点を２箇所ずつ指定し（既存座標を選択、または座標を入力します）、２本の直線の交点

を求めます。 
 
●線と円（半径） 
始点と終点を指定しその２点を結ぶ直線と中心座標・半径を指定した円の交点を求めます。 
 
●線と円（３点） 
始点と終点を指定しその２点を結ぶ直線と３つの座標を指定し、描かれる円の交点を求めます。 
 
●円と円（半径） 
中心座標と半径を２つずつ指定し、２つの円の交点を求めます。 
 
●円と円（３点） 
３つの座標を通る円を２つ指定し、２つの円の交点を求めます。 
 
●円と円（半径と３点） 
中心座標と半径を指定した円と、３つの座標を指定した円の交点を求めます。 
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（C） 中間点・延長点 
５種類の中間点・延長点計算を行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●線の中間点・延長点 
始点と終点を指定し、２点を結ぶ直線の中間点・延長点を求めます。 
 
●円弧の中間点・延長点（半径） 
始点と終点を指定し、２点を結ぶ円弧の中間点・延長点を求めます。 
入力された半径がマイナスの場合は円弧の向きが変わります。 
また左右の幅員を求める事も可能です。 
 
●円弧の中間点・延長点（３点） 
始点・通過点・終点の３点を指定し、３点を通過する円弧の中間点・延長点を求めます。 
また左右の幅員を求める事も可能です。 
 
●内分点 
始点と終点を指定し、２点を結ぶ直線の内分点を求めます。 
 
●外分点 
始点と終点を指定し、２点を結ぶ直線の外分点を求めます。 
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（D） 平行移動 
３種類の座標計算を行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●線の平行移動 
始点と終点を指定し２点を結ぶ直線を移動量分、平行移動した座標を求めます。 
 
●円弧の平行移動（半径） 
始点・終点と円の半径を指定し描かれる円弧を移動量分、平行移動した座標を求めます。 
 
●円弧の平行移動（３点） 
始点・通過点・終点を指定し描かれる円弧を移動量分、平行移動した座標を求めます。 
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（E） 連続線平行移動 
連続する測点を結ぶ線分を、距離の値（単位：ｍ）だけ平行移動させた点の座標を求めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「印刷」ボタン 
画面に表示されているデータを一覧表形式で印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
表示されているデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）

で保存します。 
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（F） 垂線 
４種類の座標計算を行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●線と垂線 
始点・終点と垂線の基点を指定し、交点の座標と垂線距離を求めます。 
 
●円弧と垂線（半径） 
始点・終点・半径と垂線の基点を指定し、交点座標と垂線距離を求めます。 
 
●円弧と垂線（３点） 
始点・終点・通過点と垂線の基点を指定し、交点座標と垂線距離を求めます。 
 
●垂線方向の座標 
始点・終点を指定し、その直線上での移動距離と垂直方向の移動距離を入力し、２本の線の交点と

座標を求めます。 
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（G） 二点間距離 
二点間距離では、始点と終点を結ぶ直線の距離を求めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（H） 二辺夾角法（後方交会法） 
３種類の座標計算を行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●二辺夾角法（二辺距離と夾角） 
２つの点とそれぞれからの距離・夾角（右回り）を指定し、座標を求めます。 
 
●二辺法（二辺距離） 
２つの点とそれぞれの点からの距離を指定し、座標を求めます。 
 
●一辺夾角法（一辺距離と夾角） 
２つの点と一辺距離・夾角（右回り）を指定し、座標を求めます。 
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（I） 隅切り 
３点を選択して角を作り、隅切り長・脚長・隅切り面積のいずれかを指定し角の先端を切り取り

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●始終点の処理 
始終点の処理方法を選択します。 

 

二辺夾角測量法（後方交会法）による器械点設定の際の注意点 
 
１点目・２点目の夾角が鋭角・鈍角になる程、誤差が大きくなります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

上記のような観測を行うと、誤差が大きくなってしまいます。 
１点目・２点目の夾角が９０度に近いほど誤差は小さくなります。 
 
 
 
 
 
 
 

 （１点目） 

（器械点） 

（２点目） 

（１点目） 

（器械点） 

（２点目） 
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●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「印刷」ボタン 
画面に表示されているデータを一覧表形式で印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
表示されているデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）

で保存します。 
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III. トラバース計算 
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４４  トラバース計算画面 
 
主メニュー画面の「トラバース計算」タブをクリックしてトラバース計算画面を開き、入力方法

のボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どの方法を選択した場合も、計算要素の入力画面・座標一覧表画面・ナビゲーション画面・プレ

ビューの４つの画面が表示されます。 
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（A） トラバース計算条件設定 
トラバース計算の計算条件を設定します。 

 

主メニュー画面のメニューバーから「設定」

→「トラバース計算条件設定」をクリックし、

「通常測量」「コンパス測量」のどちらかを

クリックして「●」を付けます。 

※通常は「通常測量」モードを選択します。 

コンパスによる測量を行っている場合のみ「コンパス測量」を選択してください。 

 

 

（B） 路線選択画面 
トラバース計算を行う路線の選択をします。 

 

各種計算方法のボタンをクリックすると、データフォルダにある選択された現場の路線ファイルが

表示され、どの路線にデータ入力を行うか、または新規路線を作成するかを選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「入力」ボタン ··········· 既に登録されている路線を選択してデータ入力を行います。 
 
「新規」ボタン ·········· 新規路線を作成します。 
 
「複写」ボタン ·········· カーソル位置の路線を複写し、新規路線を作成します。 
 

「削除」ボタン ··········· カーソル位置の路線を削除します。 
 
「閉じる」ボタン ·········· 路線選択画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
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５５  逆計算 
 
逆計算を行う手順を説明します。 
 
 
 
 
 
 
 

（A） 入力画面 
器械点・基点・０方向の測点名・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
以降の行は器械点等と同様に選択、またはＸＹ座標を入力して角度と距離を計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 挿入 ボタン 

カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
 

② 削除 ボタン 

カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
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③ データクリア ボタン 

表示中の画面のデータを全て消去します。 
 
「データクリア」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
データを消去する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
消去を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

④ 角度変更 ボタン 

角度の表示を切り替えます。 
「夾角」「トランシット角」「方向角」から選択する事ができます。 
 

「角度変更」ボタンをクリックしてください。 
「夾角」→「トランシット角」→「方向角」の順に切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 入力データ保存 

入力データの保存を行います。 
メニューバーの「ファイル」→「保存」をクリックしてください。 
 

⑥ トランシット角の丸め方 

トランシット角は、計算によって求められた夾角を丸めた角度です。 
丸め方を「１秒」「５秒」「１０秒」「２０秒」から選択します。 

見出しの上でクリックし、角度の表示方法を切り替える事も可能です。 
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⑦ 座標登録 ボタン 

測点名を入力し、計算結果の座標を新座標として登録します。 
同じ測点が既に存在する場合、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
上書き ·············· 元データに同じ測点名があった場合、登録する座標を元データに上書き 

します。 

 

追加 ················ 元データはそのままで、登録する座標のみを新規に追加登録します。 

※同じ測点名があった場合、重複して登録されます。 

 

取り込まない ········ 元データに同じ測点名があった場合、その測点は座標登録を行いません。 
 

「一括設定」ボタン ··· 取込方法を一括で設定します。 

 
 

⑧ 印刷 ボタン 

帳票印刷時の設定を行います。 

入力画面の「印刷」ボタンをクリック、またはメニュ

ーバーの「ファイル」→「印刷」をクリックすると、

計算書印刷画面が表示されます。 

●用紙サイズ 
印刷サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
 
●サイズの微調整 
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサイズ

を微調整する事ができます。 
拡大率（％単位）を直接入力、またはアップダウンボ

タンをクリックして数値を選択します。 
 
●印刷部数 
印刷を行う部数の設定をします。 
アップダウンボタンにて部数の設定をすると、総枚数

が全出力枚数欄に表示されます。 
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●帳票全体のずれ量 
印刷位置を用紙の中心からずらす場合に数値を入力します。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして数値を選

択します。 
入力数値の「＋」は右・下、「－」は左・上方向にずれます。 
 
●印刷設定 
印刷を行う角度を「夾角」「トランシット角」「方向角」から選択します。 
※チェックが付いている角度のみ印刷されます。 
 
●日付・罫線の設定 
日付・罫線の設定をします。 
「日付を出力する」「罫線を出力する」にチェックを付けると、日付・罫線を印刷します。 
※日付は印刷した日が出力されます。 
 
●測点名 
印刷を行う測点を設定します。 

「測点名１と測点名２」「測点名２を優先」「測点名１のみ」のいずれかを選択してください。 
 
●複数の路線を一括して出力する 
複数の路線を１つの帳票に印刷します。 
「複数の路線を一括して出力する」にチェックを付けて「詳細設定」ボタンをクリックすると、複

数路線出力画面が表示されます。 
※初回チェック時は、自動で複数路線出力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜出力路線＞ 
一括して出力する路線が表示されます。（路線の追加は、路線一覧にて行います） 
追加した路線を削除する場合は、削除する路線名を選択し、「削除」ボタンをクリックしてください。 
※路線選択画面で選択中の路線は、削除する事ができません。 

また、行番号の上にカーソルを合わせ、上下にドラッグして並び順を変更する事が可能です。 

放射逆計と連続逆計から選択できます。 
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＜路線一覧＞ 
登録済みの路線が表示されます。 
一括して出力する路線名を選択し、「追加」ボタンをクリックします。 
出力路線欄に選択した路線名が追加されます。 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「プリンタ切替」ボタン 
ボタンをクリックすると印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 

 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択

してください。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
計算書印刷画面の設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 
「複数の路線を一括して出力する」にチェック時、以下のメッセージが表示される事があります。 
 
●新規作成中のデータを保存していない場合（路線名入力済み） 
 
 
 

 
「はい」ボタンをクリックすると、データを保存し、複数路線出力画面が表示されます。 
「いいえ」ボタンをクリックすると、計算書印刷画面に戻ります。 
 
●新規作成中のデータを保存していない場合（路線名未入力） 
 
 

 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックし、計算書印刷画面を終了後、路線名を入力して保存してください。 
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⑨ ＣＳＶ出力 ボタン 

入力されているデータをＣＳＶ形式（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）で保存

します。 
 
メニューバーの「ファイル」→「ＣＳＶ出力」をクリック、または画面の「ＣＳＶ出力」ボタン

をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出力先のフォルダを指定し、保存する名称を入力します。 
 
●複数の路線を一括して出力する 
複数の路線を１つのＣＳＶファイルに出力します。 

「複数の路線を一括して出力する」にチェックを付けて「詳細設定」ボタンをクリックすると、複

数路線出力画面が表示されます。 
※初回チェック時は、自動で複数路線出力画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳細は【58ページ「複数の路線を一括して出力する」参照】 
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「保存」ボタンをクリックすると、指定フォルダに入力した名前のＣＳＶ形式ファイルが保存され、

保存完了のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
「保存後開く」ボタンをクリックすると、保存後パソコンにインストールされている表計算系の

ソフトが開き、保存したデータが表示されます。 
ＣＳＶデータの出力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

⑩ 閉じる ボタン 

逆計算入力画面を終了し、路線選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
 

⑪ 器械点⇔０方向メニュー 

選択済みの器械点の座標と、０方向の座標を入れ替えます。 
 
メニューバーの「編集」→「器械点⇔０方向」をクリックします。 
※放射逆計では「器械点⇔０方向」ですが、連続逆計では「基点⇔０方向」

となっています。 
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（B） 放射逆計 
各視準点の角度・距離を計算します。 

 

① 概要 

視準点のＸＹ座標を入力し、器械点・０方向により決まる線に対する角度と器械点からの距離を計

算します。 

入力できる視準点は２００点です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

② 入力の流れ 

器械点・０方向の測点名・座標を入力し、各視準点の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 機能 

放射逆計についている機能の概要です。 
逆計算全体に共通する機能については、【55ページ「入力画面」参照】 
 
●並べ替え 
選択した項目で視準点を昇順にソートしま 
ボタンをクリックし、「角度で並べ替え」「距離で並べ替え」から選択します。 
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（C） 連続逆計 
連続するトラバース線間の角度・距離を計算します。 
 

① 概要 

ＸＹ座標を入力し、隣り合うトラバース線によって決まる角度と、トラバース点間の距離を計算

します。 
入力できるトラバース点は２００点です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

② 入力の流れ 

基点・０方向の測点名・座標を入力の上、各トラバース点の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 機能 

連続逆計についている機能の詳細は【55ページ「入力画面」参照】 
 
 



 - 64 -  

６６  二点夾角測量（港湾） 
 
二点夾角測量（港湾）を行う手順を説明をします。 
 
 
 
 
 
 

（A） 入力画面 
器械点・０方向の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

「観測入力」は、角度を直接入力します。 

「設計入力」は、器械点・０方向と同様の手順で座標を選択、またはＸＹ座標を直接入力して角度

と距離を計算します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

① 観測入力 ボタン・設計入力 ボタン 

設計入力を行っている場合は、「観測入力」ボタンが表示されます。 
観測入力を行っている場合は、「設計入力」ボタンが表示されます。 
クリックすると、各入力画面が表示されます。 
詳しい操作については【70ページ「観測入力」、72ページ「設計入力」参照】 
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② 挿入 ボタン 

カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
 

③ 削除 ボタン 

カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
 

④ データクリア ボタン 

表示中の画面のデータが全て消去されます。 
 
データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
データを消去する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
データの消去を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
 

⑤ 角度変更 ボタン 

角度の表示を切り替えます。 
「夾角」「トランシット角」「方向角」から選択する事ができます。 
設定方法については【56ページ「角度変更 ボタン」参照】 
 
 

⑥ 入力データ保存 

入力データの保存を行います。 
メニューバーの「ファイル」→「保存」をクリックしてください。 
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⑦ 座標登録 ボタン 

測点名を入力し、計算結果の座標を新座標として登録します。 
同じ測点が既に存在する場合、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上書き ·············· 元データに同じ測点名があった場合、登録する座標を元データに上書き 

します。 

 

追加 ················ 元データはそのままで、登録する座標のみを新規に追加登録します。 

※同じ測点名があった場合、重複して登録されます。 

 

取り込まない ········ 元データに同じ測点名があった場合、その測点は座標登録を行いません。 
 

「一括設定」ボタン ··· 取り込み方法を一括で設定します。 

 
 

⑧ 印刷 ボタン 

帳票印刷時の設定を行います。 

入力画面の「印刷」ボタンをクリック、またはメニューバーの「ファイル」→「印刷」をクリック

すると、計算書印刷画面が表示されます。 

●用紙サイズ 
印刷サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 

●サイズの微調整 
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサイズ

を微調整する事ができます。 
拡大率（％単位）を直接入力、またはアップダウンボ

タンをクリックして数値を選択します。 

●印刷部数 
印刷を行う部数の設定をします。 
アップダウンボタンにて部数の設定をすると、総枚数

が全出力枚数欄に表示されます。 
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●帳票全体のずれ量 
印刷位置を用紙の中心からずらす場合に数値を入力します。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして数値を選

択します。 
入力数値の「＋」は右・下、「－」は左・上方向にずれます。 
 
●印刷設定 
印刷を行う角度を「夾角」「トランシット角」「方向角」から選択します。 
※観測入力の場合、方向角のみの選択になります。 
 
●日付・罫線の設定 
日付・罫線の設定をします。 

「日付を出力する」「罫線を出力する」にチェックを付けると、日付・罫線を印刷します。 
※日付は印刷した日が出力されます。 
 
●測点名 
印刷を行う測点を設定します。 
「測点名１と測点名２」「測点名２を優先」「測点名１のみ」のいずれかを選択してください。 
 
●「プリンタ切替」ボタン 
ボタンをクリックすると印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択

してください。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
計算書印刷画面の設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑨ ＣＳＶ出力 ボタン 

入力されているデータをＣＳＶ形式（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）で保存

します。 
 
メニューバーの「ファイル」→「ＣＳＶ出力」をクリック、または画面の「ＣＳＶ出力」ボタン

をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
出力先のフォルダを指定し、保存する名称を入力します。 

「保存」ボタンをクリックすると、指定フォルダに入力した名前のＣＳＶ形式ファイルが保存され、

保存完了のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
「保存後開く」ボタンをクリックすると、保存後パソコンにインストールされている表計算系のソ

フトが開き、保存したデータが表示されます。 
ＣＳＶデータの出力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

⑩ 閉じる ボタン 

二点夾角測量（設計入力）または（観測入力）画面を終了し、路線選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
 

⑪ ０方向の設定 

０方向を「通常」「相互０方向」から選択します。 
「通常」とは、現場にてそれぞれの器械点からもう一方の器械点を確認した際、カーブや構造物が

ある等見通しがきかない場合に使用します。 
「相互０方向」とは、それぞれ器械点を０方向とする場合に使用します。 
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⑫ 角度の簡易入力 

各トラバース計算共通の機能として角度の簡易入力機能があります。 

角度の簡易入力機能とは、「度」を入力する欄で、小数を入力すると「分」「秒」まで一括で入力

できる機能です。 

 

例１）123.45152と入力すると、123度45分15.2秒と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

例２）123.451と入力すると、123度45分10.0秒と末尾の「０」も表示されます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この「度」欄に 123.45152

と入力します。 
「度」「分」「秒」欄にそれぞれ表示されます。 

この「度」欄に 123.451

と入力します。 
「度」「分」「秒」欄にそれぞれ表示されます。 
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（B） 観測入力 
視準点の角度から交点の座標を計算します。 
 

① 概要 

２点の器械点および０方向の座標と視準点への観測角を入力し、交点の座標を計算します。 
入力できる視準点は２００点です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１） ０方向の設定の設定を行います。 

設定については【68ページ「０方向の設定」参照】 
 
２） 器械設置点１・器械設置点２の器械点・０方向の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
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３）次に各視準点の測点名・観測角を入力します。 
※器械設置点２の測点名は器械設置点１と同様に表示されます。 
観測角のみ入力してください。 

 
４）「設計入力」ボタンをクリックすると、二点夾角測量（設計入力）画面が開き座標値を入力で

きます。 
観測入力を行ったデータと設計入力を行ったデータを比較する事ができます。 

 
 

③ 機能 

観測入力についている機能の概要です。 
二点夾角測量全体に共通する機能については【64ページ「入力画面」参照】 
 
●追加する文字列 
観測入力の際に作成する測点名と設計入力の際に作成する測点名を区別するために、入力した測

点名に追加する文字列を設定します。 
文字列を入力してください。 
 
●「設計入力」ボタン 
二点夾角測量（設計入力）画面が表示されます。 

※二点夾角測量（設計入力）画面については【72ページ「設計入力」参照】 
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Ｘ・Ｙ座標を入力し「比較値」ボタンをクリックすると、観測入力と設計入力のデータの比較を

行う事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（C） 設計入力 
各視準点の夾角・トランシット角・方向角・距離を計算します。 
 

① 概要 

視準点のＸ・Ｙ座標を入力し、２点の器械点および０方向に対する角度と距離を計算します。 
入力できる視準点は２００点です。 
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② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１）０方向の設定を行います。 
設定については【68ページ「０方向の設定」参照】 

 
２）器械設置点１・器械設置点２の器械点・０方向の測点名・座標および各視準点の座標を入力

します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 
３）「観測入力」ボタンをクリックすると、二点夾角測量（観測入力）画面が開き、観測角を入力

できます。 
観測入力を行ったデータと設計入力を行ったデータを比較する事ができます。 

 

③ 機能 

設計入力についている機能の概要です。 
二点夾角測量全体に共通する機能については【64ページ「入力画面」参照】 

 
●トランシット角の丸め方 
トランシット角は計算によって求められた夾角を丸めた角度です。 
丸め方を「１秒」「５秒」「１０秒」「２０秒」から選択します。 
  
●「観測入力」ボタン 
二点夾角測量（観測入力）画面が表示されます。 

※二点夾角測量（観測入力）画面については【70ページ「観測入力」参照】 
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観測角を入力し「比較値」ボタンをクリックすると、設計入力と観測入力のデータの比較を行う

事ができます。 
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７７  トラバース計算（通常測量） 
 
通常のモードでトラバース計算を行う手順を

説明します。 
通常測量の選択方法については【54ページ

「トラバース計算条件設定」参照】 
 
 
 
 
 

（A） 入力画面 
路線名・測点名・角度・距離の入力を行います。 

器械点・０方向・基点・終点等の測点はプレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事

で、測点名・座標を入力できます。 

以降の行は角度・距離を入力し、結果を登録する測点名を直接入力してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 挿入 ボタン 

カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 

② 削除 ボタン 

カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
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③ データクリア ボタン 

表示中の画面のデータを全て消去します。 
 
「データクリア」ボタンをクリックすると、確認メッセー

ジが表示されます。 
 
データを消去する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
データの消去を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

④ 入力データ保存 

入力データの保存を行います。 
メニューバーの「ファイル」→「保存」をクリックしてください。 
 

⑤ 座標登録 ボタン 

測点名を入力し、計算結果の座標を新座標として登録します。 
同じ測点が既に存在する場合、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上書き ·············· 元データに同じ測点名があった場合、登録する座標を元データに上書き 

します。 

 

追加 ················ 元データはそのままで、登録する座標のみを新規に追加登録します。 

※同じ測点名があった場合、重複して登録されます。 

 

取り込まない ········ 元データに同じ測点名があった場合、その測点は座標登録を行いません。 

 

「一括設定」ボタン ··· 取り込み方法を一括で設定します。 
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⑥ 印刷 ボタン 

帳票印刷時の設定を行います。 

入力画面の「印刷」ボタンをクリック、またはメニューバーの「ファイル」→「印刷」をクリック

すると、計算書印刷画面が表示されます。 

 

●用紙サイズ 
印刷サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
 
●サイズの微調整 
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサイズ

を微調整する事ができます。 
拡大率（％単位）を直接入力、またはアップダウンボ

タンをクリックして数値を選択します。 
 
●印刷部数 
印刷を行う部数の設定をします。 
アップダウンボタンにて部数の設定をすると、総枚数

が全出力枚数欄に表示されます。 
 
●帳票全体のずれ量 
印刷位置を用紙の中心からずらす場合に数値を入力し

ます。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を直接入力、または

アップダウンボタンをクリックして数値を選択します。 
入力数値の「＋」は右・下、「－」は左・上方向にず

れます。 
 
●印刷設定 

「方向角」を印刷するかどうかを選択します。 
 
●日付・罫線の設定 
日付・罫線の設定をします。 
「日付を出力する」「罫線を出力する」にチェックを付けると、日付・罫線を印刷します。 
※日付は印刷した日が出力されます。 
 
●測点名 
印刷を行う測点を設定します。 
「測点名１と測点名２」「測点名２を優先」「測点名１のみ」のいずれかを選択してください。 
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●複数の路線を一括して出力する 
複数の路線を１つの帳票に印刷します。 
「複数の路線を一括して出力する」の初回チェック時、または「詳細設定」ボタンをクリックする

と、複数路線出力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜出力路線＞ 
一括して出力する路線名が表示されます。（路線の追加は、路線一覧にて行います） 
追加した路線を削除する場合は、削除する路線名を選択し、「削除」ボタンをクリックしてください。 
※路線選択画面で選択中の路線は、削除する事ができません。 
また、行番号の上にカーソルを合わせ、上下にドラッグして並び順を変更する事が可能です。 
 
＜路線一覧＞ 
登録済みの路線名が表示されます。 
一括して出力する路線名を選択し、「追加」ボタンをクリックします。 
出力路線欄に選択した路線名が追加されます。 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 

放射トラバースと開放トラバースから選択できます。 
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●「プリンタ切替」ボタン 
ボタンをクリックすると印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択

してください。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
計算書印刷画面の設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 
「複数の路線を一括して出力する」にチェック時、以下のメッセージが表示される事があります。 
 
●新規作成中のデータを保存していない場合（路線名入力済み） 
 
 
 

 
「はい」ボタンをクリックすると、データを保存し、複数路線出力画面が表示されます。 
「いいえ」ボタンをクリックすると、計算書印刷画面に戻ります。 
 
●新規作成中のデータを保存していない場合（路線名未入力） 
 
 

 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックし、計算書印刷画面を終了後、路線名を入力して保存してください。 
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⑦ ＣＳＶ出力 ボタン 

入力されているデータをＣＳＶ形式（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）で保存

します。 
 
入力画面でメニューバーの「ファイル」→「ＣＳＶ出力」をクリック、または画面の「ＣＳＶ出

力」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出力先のフォルダを指定し、保存する名称を入力します。 
 
●複数の路線を一括して出力する 
複数の路線を１つのＣＳＶファイルに出力します。 
「複数の路線を一括して出力する」の初回チェック時、または「詳細設定」ボタンをクリックする

と、複数路線出力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳細は【78ページ「複数の路線を一括して出力する」参照】 
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「保存」ボタンをクリックすると、指定フォルダに入力した名前のＣＳＶ形式ファイルが保存さ

れ、保存完了のメッセージが表示されます。 
 

 

 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
「保存後開く」ボタンをクリックすると、保存後パソコンにインストールされている表計算系の

ソフトが開き、保存したデータが表示されます。 
ＣＳＶデータの出力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

⑧ 閉じる ボタン 

トラバース入力画面を終了し、路線選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
 

⑨ 角度の簡易入力 

各トラバース計算共通の機能として角度の簡易入力機能があります。 

角度の簡易入力機能とは、「度」を入力する欄で小数を入力すると「分」「秒」まで一括で入力

できる機能です。 

 

例１）123.45152と入力すると、123度45分15.2秒と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

例２）123.451と入力すると、123度45分10.0秒と末尾の「０」も表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「度」欄に 123.45152

と入力します。 
「度」「分」「秒」欄にそれぞれ表示されます。 

「度」「分」「秒」欄にそれぞれ表示されます。 この「度」欄に 123.451

と入力します。 
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（B） 放射トラバース 
角度・距離から座標を求めます。 
 

① 概要 

器械点・０方向の座標と視準点への観測角・距離を入力して、視準点の座標を計算します。 

入力できる視準点は２００点です。 

 

 

 

 
 
 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
１） 器械点・０方向の測点名・座標を入力します。プレビュー・座標一覧表画面より座標データ

を選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 

２） 次に各視準点の測点名・観測角・距離を入力します。 
 

③ 機能 

放射トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
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（C） 開放トラバース 
角度・距離から座標を求めます。 
 

① 概要 

基点・０方向の座標と各トラバース点の観測角・次のトラバース点までの距離を入力し、新たなト

ラバース点の座標を計算します。 

入力できるトラバース点は２００点です。 

 

 

 

 

 

 

 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）基点・０方向の測点名・座標を入力します。プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選

択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 

２）各トラバース点の測点名・観測角・距離を入力します。 

 

③ 機能 

開放トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
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（D） 結合トラバース 
出発点と終点が別の場所にあるトラバースで各トラバース点の座標を求めます。 
 

① 概要 

結合トラバースとは、出発点と終点が別の場所にあるトラバースの事です。 
計算方法は、出発点・０方向の座標と各トラバース点の観測角・次トラバース点までの距離を入力

し、トラバース点の座標を計算するまでは開放トラバースと同じです。 
結合トラバースでは更に、終点･取付方向の座標（取付方向ありの場合のみ入力）を入力し、入力

した終点座標およびそれから求めた終点での方向角が計算結果と一致する様に観測角・距離の補正

（取付方向なしでは観測角の補正は行いません）を行い、トラバース点の座標を求めます。 
入力できるトラバース点は２００点です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 「結合トラバース（取付方向あり）」を選択している場合  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（取付方向あり） （取付方向なし） 
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１）出発点・０方向・終点・取付方向の測点名・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 
２）各トラバース点の測点名・観測角・距離を入力します。 
 
３）｢終点付加」ボタンをクリックするとトラバース点の最後に終点の測点名が表示され、終点の

観測角を入力すると、各トラバース点の座標を計算します。 
 
 
 
 
 
 
    
 
 「結合トラバース（取付方向なし）」を選択している場合  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）出発点・０方向・終点の測点名・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 
２）各トラバース点の測点名・観測角・距離を入力します。 
 
３）「終点付加」ボタンをクリックすると、トラバース点の最後に終点の測点名が表示され、終点

の観測角を入力すると、各トラバース点の座標を計算します。 
 
※「取付方向なし」の場合、観測角の補正は行われず、入力したままの数値を元にトラバース点

の座標が求められます。 

手順の３）で入力した終点座標と、その終点座標から求めた終点方向角 
が計算結果と一致する様に、観測角・距離の補正を行い、補正を行った 
結果のトラバース点の座標を求めます。 
※誤差は画面左下「角の結合差」欄に表示されます。 
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③ 機能 

結合トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
 
●「終点付加・終点削除」ボタン 
終点の付加・削除を繰り返します。 
 
●「誤差の表示」 
メニューバーの「表示」→「誤差」にチェックを付けると、誤差が表示されます。 
 
 

（E） 閉合トラバース 
開始点と終点が同じトラバースで各トラバース点の座標を求めます。 

 

① 概要 

閉合トラバースとは、開始点と終点が同じトラバースの事です。 

このシステムでは観測を開始したトラバース点の事を基準点と呼んでいます。 

計算方法は結合トラバースと同様に、観測角・距離の補正を行い、トラバース点の座標を求めます。

入力できるトラバース点は２００点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（０方向なし） （０方向あり） 
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② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 「閉合トラバース（０方向あり）」を選択している場合  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）基準点の測点名・基準点観測角（０方向線からの）・座標を入力します。 
 
２）次に０方向の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 
３）各トラバース点の測点名・夾角・距離を入力します。 
 
４）「終点付加」ボタンをクリックすると、トラバース点の最後に基準点の測点名が表示され、各

トラバース点の座標を計算します。 
 
 「閉合トラバース（０方向なし）」を選択している場合  
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１）基準点の測点名・基準点方向角・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 
２）各トラバース点の測点名・夾角・距離を入力します。 

終点の観測角を入力すると、各トラバース点の座標を計算します。 
 
３）「終点付加」ボタンをクリックすると、トラバース点の最後に基準点の測点名が表示され、 

各トラバース点の座標を計算します。 
 
 

③ 機能 

閉合トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
 
●「終点付加・終点削除」ボタン 
終点の付加・削除を繰り返します。 
 
●誤差の表示 
メニューバーの「表示」→「誤差」にチェックを付けると、誤差が表示されます。 
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８８  トラバース計算（コンパス測量） 
 
 
コンパス測量のモードでトラバース計算を行う

手順を説明します。 
コンパス測量の選択方法については【54ページ

「トラバース計算条件設定」参照】  
 
 
 
 
 

（A） 入力画面 
路線名・測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離の入力を行います。 

器械点・基点・終点等の測点はプレビューや座標一覧表から選択できます。 

以降の行は角度・距離を入力し、結果を登録する測点名を直接入力してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
●角度表示 
角度の表示を「方位角」または「方向角」から選択してください。 
 
●角度入力 
角度の入力方法を「秒」または「分」から選択してください。 
 
●距離 
斜距離と水平距離の桁数を「小数２桁」または「小数３桁」から選択してください。 
 
●座標 
座標の表示桁数を「小数２桁」または「小数３桁」から選択してください。 
 
その他の機能にについては、通常測量と同様です。【75ページ「入力画面」参照】 
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（B） 放射トラバース 
方向角・鉛直角・斜距離から座標を求めます。 
 

① 概要 

器械点の座標と視準点への方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力して、視準点までの水平距離

と座標を計算します。 

入力できる視準点は２００点です。 

 
 
 
 
 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
１）器械点の測点名・座標を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 

 

 

２）次に各視準点の測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力します。 

 

③ 機能 

放射トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
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（C） 開放トラバース 
方向角・鉛直角・斜距離から座標を求めます。 
 

① 概要 

基点の座標と各トラバース点の方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力して、トラバース点まで

の水平距離と座標を計算します。 

入力できるトラバース点は２００点です。 

 

 

 

 

 

 
 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）基点の測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力します。 

プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 

２）各トラバース点の測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力します。 
 

③ 機能 

開放トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
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（D） 結合トラバース 
開始点と終点が別の場所にあるトラバースで各トラバース点の座標を求めます。 
 

① 概要 

結合トラバースとは、出発点と終点が別の場所にあるトラバースの事です。 
計算方法は、出発点の座標と各トラバース点の方向角（方位角）・鉛直角・次トラバース点までの

斜距離を入力し、トラバース点の座標を計算するまでは開放トラバースと同じです。 
結合トラバースでは更に、終点の座標を入力し、計算結果と一致する様に距離の補正を行い、トラ

バース点の座標を求めます。 
入力できるトラバース点は２００点です。 
 
 
 
 
 
 

 

 

② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）出発点・終点の測点名・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 
２）各トラバース点の測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離を入力します。 
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３）「終点付加」ボタンをクリックするとトラバース点の最後に終点の測点名が表示され、各トラ

バース点の座標を計算します。 

③ 機能 

結合トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
 
●「終点付加・終点削除」ボタン 
終点の付加・削除を繰り返します。 
 
●誤差の表示 
メニューバーの「表示」→「誤差」にチェックを付けると、誤差が表示されます。 
 
 
 

（E） 閉合トラバース 
開始点と終点が同じトラバースで各トラバース点の座標を求めます。 
 

① 概要 

閉合トラバースとは、開始点と終点が同じトラバースの事です。 

このシステムでは観測を開始したトラバース点の事を基準点と呼んでいます。 

計算方法は結合トラバースと同様に、方向角（方位角）・距離の補正を行い、トラバース点の座標

を求めます。 

入力できるトラバース点は２００点です。 
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② 入力の流れ 

入力の流れを説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１）基準点の測点名・方向角（方位角）・鉛直角・斜距離・座標を入力します。 
プレビュー・座標一覧表画面より座標データを選択する事で、測点名・座標を入力できます。 
 

２）各トラバース点の測点名・方向角・鉛直角・斜距離を入力します。 
 

３）「終点付加」ボタンをクリックすると、トラバース点の最後に基準点の測点名が表示され、 
各トラバース点の座標を計算します。 

 

③ 機能 

閉合トラバースについている機能の概要です。 
トラバース計算全体に共通する機能については【75ページ「入力画面」参照】 
 
●「終点付加・終点削除」ボタン 
終点の付加・削除を繰り返します。 
 
●誤差の表示 
メニューバーの「表示」→「誤差」にチェックを付けると、誤差が表示されます。 
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９９  共通設定 
 
トラバース計算をする際に、共通する設定を説明します。 
 

（A） ウィンドウメニュー 
各画面の表示・非表示の設定をします。 
 
メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲー

ション」「座標一覧表」が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 
※表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます。 
 
 

（B） プレビュー 
選択されている現場に登録されている座標とトラバース結果図を表示します。 

 
座標点をクリックすると、その点の測点名・Ｘ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 

同様に、ＣＡＤ図面からもＸ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 
【32ページ「ＣＡＤ図面参照」参照】 
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●逆計算 

逆計算では、以下の場合にこの機能が使用可能です。 

・放射逆計の器械点・０方向・視準点 
・連続逆計の基点・０方向・トラバース点 

 
プレビューでは結線を以下の通りに表示します。 
・基点（器械点）から０方向 ············ 赤の点線 
・基点から視準点 ··························· 青の実線 
 
表示設定でトラバース測点名にチェックを付け

ると、トラバース入力画面で入力した測点名が

表示されます。 
 
 
 
 
 
放射逆計の視準点は、多角形範囲を指定して、

範囲内の全ての測点を選択する事ができます。 
「多角形選択」ボタンをクリックし、複数点をク

リックすると、点線の多角形が表示されます。 
 
 
範囲指定を終了し、右クリックするとメニュー

が表示されます。 
範囲を決定するには「決定」、１点戻るには「戻

る」、メニューを消すには「キャンセル」をク

リックします。 
 
 

「決定」をクリックすると、結線が表示されます。 
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☆「多角形選択」機能の他に、「矩形選択」機能もあります。 
 
器械点・０方向を入力後、プレビュー内でドラ

ッグにて範囲指定すると、点線で囲まれた座標

に対して結線が表示されます。 
 

 
※左図のような範囲選択の点線が交わる選択

は行わないでください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
●二点夾角測量（港湾） 

二点夾角測量（港湾）では、以下の場合にこの機能が使用可能です。 

・観測入力の器械点・０方向 
・設計入力の器械点・０方向・視準点 

 
プレビューでは、結線を以下の通りに表示します。 
・器械設置点１から０方向 ············· 緑の点線 
・器械設置点２から０方向 ············ ピンクの点線 
・器械設置点１から視準点 ············ 緑の実線 
・器械設置点２から視準点 ············ ピンクの実線 
・器械設置点１から器械設置点２ ·· 赤の点線 
（０方向の設定が「相互０方向」の場合） 

 
表示設定で二点夾角測量にチェックを付けると、

二点夾角測量画面で入力した測点名が表示され

ます。 
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●トラバース計算（通常測量）（コンパス測量） 

トラバース（通常測量）（コンパス測量）では、以下の場合にこの機能が使用可能です。 

・放射トラバースの器械点・０方向 
・開放トラバースの基点・０方向 
・結合トラバースの出発点・０方向・終点・取付 
・閉合トラバースの基準点・０方向 

 
プレビューでは結線を以下の通りに表示します。 
・基点（器械点・出発点・基準点）から０方向 

 ·················································· 赤の点線 
・終点から取付方向 ························ 赤の点線 
・基点から視準点 ··························· 青の実線 
 
表示設定でトラバース測点名にチェックを付け

ると、トラバース入力画面で入力した測点名が表

示されます。 
 
 
 

（C） ナビゲーション 
ナビゲーションには、プレビューに描かれている全体図

が表示されます。 

 

ナビゲーションの赤枠をドラッグにて移動する事により、

プレビューの表示範囲を変える事ができます。 
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（D） 座標一覧表 
選択している現場に登録されている座標の一覧表を表示します。 

 

表をクリックすると、プレビューと同様に、器械点・０方向等の欄にその点の測点名・Ｘ座標・Ｙ

座標を取り込む事ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「種別」には座標を取り込んだ箇所名が表示されます。 
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IV. 線形・丁張 
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１１００  線形・丁張 
 
ここでは、平面線形・縦断線形・勾配線形・横断丁張・逆幅杭丁張の各計算を行います。 

また、平面線形で計算された測点を、縦断線形・勾配線形の計算測点、横断丁張の計画断面として

使用する事ができます。 
 
主メニュー画面の「線形・丁張」タブをクリックして線形・丁張画面を開き、入力方法のボタン

をクリックします。 
また、路線データを３Ｄ表示する場合は、「３Ｄビュー」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（A） 路線選択画面 
各種計算方法のボタンをクリックすると、データフォルダにある選択された現場の路線ファイルが

表示され、どの路線にデータ入力を行うか、または新規路線を作成するかを選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「選択」ボタン …… 既に登録されている路線を選択してデータ入力を行います。 

「新規」ボタン …… 新規路線を作成します。 

「複写」ボタン …… カーソル位置の路線を複写し、新規路線を作成します。 

「削除」ボタン …… カーソル位置の路線を削除します。  

「閉じる」ボタン …… 路線選択画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
 
※確認事項欄は「平面線形」「縦断線形」「勾配線形」「横断丁張」のみ表示されます。 
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（B） 旧データの変換 
Ｖｅｒ２．７以前のシステムで作成されたデータを縦断線形・勾配線形・横断丁張・逆幅杭丁張

で使用する場合は、データを変換する必要があります。 
 
路線を選択すると、メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックし、平面線形にて計算実行を行ってから使用してください。 
 
 

（C） 旧横断要素の変換 
選択した路線が旧横断要素（TS 設定）で設定されている場合、新要素（LAND 設定）に変換す

るかの確認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
「はい」ボタンをクリックします。 
線要素設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
TS 設定欄の各要素に対して、LAND 設定欄の要素を選択し、「OK」ボタンをクリックします。 
 
●初期設定ボタン 
クリックすると、設定を初期化します。 
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（D） 線形条件設定画面（共通） 
「路線選択」「新規路線」選択時に表示される画面です。 

ここでは線形に対する各種の設定を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●路線名 
路線選択画面に表示される名称を入力します。 
 
●平面線形の入力方法 
平面線形の入力方法を選択します。 
※データを作成後の変更はできません。 

「ＩＰ有り」は、ＩＰ座標、またはＩＰ間の距離と交角により平面線形計算を行います。 
「ＩＰ無し」は、ＩＰ座標無しで単円の平面線形計算を行います。 
「役杭要素法」は、各役杭の起点・終点の座標より平面線形計算を行います。 
 
●横断方向の左右 

「道路モード」または「河川モード」のどちらかを選択します。 
 
●測点名形式 
測点形式を選択します。 

「ＮＯ.」等は標準で用意してあります。 
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測点名に「ＳＰ」「距離標」を選択した場合、「測点間距離」は自動的に「測点名＝距離」が選択

されます。 
 
●測点間距離 
計算測点等で使用する測点間距離（測点名の数字が１増えるために必要な距離）を選択できます。 
 
●単円の役杭名 
単円の中間点の役杭名をＳＰとＭＣから選択します。 
単円の中間点の役杭名をＳＰに設定する場合は、「ＢＣ－ＳＰ－ＥＣ」を選択し、ＭＣに設定する

場合は、「ＢＣ－ＭＣ－ＥＣ」を選択してください。 
 
●工事起点名 
計算を開始する測点名を入力します。 
ここに入力された測点名は、自動で「工事起点の追加距離」に反映されます。 
 
●工事起点の追加距離 
計算を開始する測点の追加距離を入力します。 
 
●平面線形と縦断・勾配・横断を連動させる 
平面線形の計算結果（計算測点）と縦断線形・勾配線形の計算測点、横断丁張の計画断面を連動す

るかどうかを決定します。 
 
●「入力」ボタン 
各入力画面に移ります。 
●「閉じる」ボタン 
線形条件設定画面を終了し、路線選択画面に戻ります。 
 

（E） 平面線形 

① 平面線形要素入力画面 

平面線形要素の入力を行います。 
※線形条件設定画面で選択した入力方法により画面が異なります。 

 
(ア) 「ＩＰ有り」の場合 

ＩＰ有りで設定できるカーブ種類は、単円・クロソイド・凸型クロソイドの３種類です。 
また、単円設定時に円半径０を入力する事により、折れ点の計算もできます。 
各要素間で影響のない範囲は直線として計算されます。 
※入力できる要素数は最大１００点です。 
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＜入力項目と画面の操作＞ 

●種別 
各要素点の種別を選択します。 
終点、単円、クロソイド、凸型クロソイドの中から選択できます。 
また、一覧中からの選択以外に、スペースキーによる切り換えにも対応しています。 
１行目の種別は起点に固定です。 
 
●ＩＰ 
自動でＩＰ名が表示されます。 
変更がある場合は、直接入力を行ってください。 
 
●ＩＰの座標 
各要素点の座標を入力します。 
手入力のほか、プレビュー等からの座標選択による入力も可能です。 
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●前点からの距離 
直前の要素点からの距離を入力します。 
 
●交角ＩＡ 
各要素点の交角を入力します。 
ＩＰ入力方式が「距離・交角」の場合のみ入力できます。 
１行目のみ方向角の入力となります。 
 
●円曲線Ｒ 
各要素点の円半径を入力します。 
単円の場合のみ０を入力すると、折れ点の計算を行います。 
 
●クロソイドパラメータＡ 
各要素点のクロソイドパラメータを入力します。 
要素がクロソイド、または凸型クロソイドの場合のみ入力可能です。 
 
●クロソイド曲線長Ｌ 
各要素点のクロソイド曲線長を入力します。 
要素がクロソイド、または凸型クロソイドの場合のみ入力可能です。 
クロソイドの場合、Ａ２＝Ｒ×Ｌの関係があり、Ａを入力するとＬが決定され、その逆にＬを入

力したらＡが決定されるため、どちらかを入力すると一方は入力できません。 
また、凸型クロソイドの場合、Ａ１、Ａ２、Ｌ１、Ｌ２の１つを入力するとその他の要素が決定

されるため、入力できなくなります。 
●ＩＰ入力方式 
ＩＰの座標の入力方式を選択します。 
座標による入力方式の場合、全てのＩＰが座標によって入力されます。 
距離と交角による入力方式の場合、１点目の座標、方向角および２点目以降は前点からの距離と

交角によってＩＰの座標が決定されます。 
入力中でも切り替える事が可能です。 
 
●「計算実行」ボタン 
入力された要素を元に線形計算を行います。 

【115ページ「計算実行と計算結果」参照】 

 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
※１行目は挿入できません。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
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●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
※１行目は削除できません。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【113ページ「任意点入力画面」参照】 
 
●「要素表示」ボタン 
入力された要素から計算される線形要素が表示されます。 

【115ページ「要素表示画面」参照】 
 
●「印刷」ボタン 
要素の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
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●「ウィンドウ」メニュー 
メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲーション」「座標一覧表」

が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 
（表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます） 
 
●「閉じる」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「主メニュー」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
 
(イ) 「ＩＰ無し（単円）」の場合 

単円上の２点および半径、または３点を入力し、カーブを計算する事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜入力項目と画面の操作＞ 

●入力形式 
入力形式を選択します。 
 
●カーブの方向 
カーブの回りを選択します。 
※入力形式が「２点＋半径入力」の場合のみの機能です。 
 
●要素表示 
データを入力すると、画面右側に線形要素が表示されます。 
●測点の座標 
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各測点および座標を入力します。 
手入力のほか、プレビュー等からの座標選択による入力も可能です。 
 
●「計算実行」ボタン 
入力されたデータを元に線形計算を行います。 

【115ページ「計算実行と計算結果」参照】 

 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【113ページ「任意点入力画面」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
要素の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
●「ウィンドウ」メニュー 
メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲーション」「座標一覧表」

が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 

（表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます） 
 
●「閉じる」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「主メニュー」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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(ウ) 「役杭要素法（卵型等）」の場合 

役杭の座標および円曲線・クロソイドデータの曲線要素を入力し、計算を行います。 
ＩＰが無い場合も計算する事が可能です。 
役杭要素法で設定できるカーブ種類は、折れ点・単円・クロソイド・基本クロソイド・卵型クロ

ソイドの５種類です。 
※入力できる要素数は最大１００点です。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜入力項目と画面の操作＞ 

●起点・終点 
路線の起点・終点の座標値を入力します。 
※起点と終点の座標は入力しなくても計算を実行する事ができます。 
 
●要素の種類 
各要素点の種類を選択します。 
一覧中からの選択以外に、スペースキーによる切り換えにも対応しています。 
※要素の種類は下図を参考にしてください。 
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●ＩＰ 
自動でＩＰ名が表示されます。 
変更がある場合は、直接入力を行ってください。 
 
●曲りの方向 
曲線の方向を選択します。 
また、一覧中の選択以外に、スペースキーによる切り替えにも対応しています。 
 
●役杭名 
要素の種類を選択すると、役杭名が自動表示されます。 
 
●座標 
各要素点の座標を入力します。 
手入力のほか、プレビュー等からの座標選択による入力も可能です。 
 
●円曲線Ｒ 
各要素点の円半径を入力します。 
 
●クロソイドパラメータＡ 
各要素点のクロソイドパラメータを入力します。 
要素が対称クロソイド・基本クロソイド、または卵型クロソイドの場合のみ入力可能です。 
 
●クロソイド曲線長Ｌ 
各要素点のクロソイド曲線長を入力します。 
必要な数値データを入力します。 
 
●「計算実行」ボタン 
入力された要素を元に線形計算を行います。 

【115ページ「計算実行と計算結果」参照】 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
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●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【113ページ「任意点入力画面」参照】 
 
●「要素表示」ボタン 
入力された要素から計算される線形要素が表示されます。 

【115ページ「要素表示画面」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
要素の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
●「ウィンドウ」メニュー 
メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲーション」「座標一覧表」

が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 

（表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます） 
 
●「閉じる」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「主メニュー」ボタン 
平面線形要素入力画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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② 任意点入力画面 

計算に使用する任意点を入力します。 
入力できる任意点は最大２００点です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点名 
任意点の測点名を入力します。 
追加距離から入力した場合は計算された測点名が表示されます。 
 
●測点名２ 
計算結果に表示される名称を入力します。 
測点名２に入力した文字は、計算結果の表示をする際に‘任意点（XXXX）’の XXXX の部分に

表示されます。 
 
 
例） 
 
                       
 
 
●追加距離 
任意点の追加距離を入力します。 
測点名から入力した場合は計算された追加距離が表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
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●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「一括追加」ボタン 
任意点を一括作成します。 
【114ページ「任意点一括作成画面」参照】 
 
●「閉じる」ボタン 
任意点入力画面を終了し、計算結果、幅員計算画面に戻ります。 
 
●設定方法 
任意点の入力方法を選択します。 
 

③ 任意点一括作成画面 

任意点を一括して作成する事ができます。 

任意点入力画面で「一括追加」ボタンをクリックすると、任意点一括作成画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
●開始測点・終了測点 
一括作成を行う開始測点、終了測点名を入力します。 
 
●作成間隔 
作成する測点の間隔を設定します。 
※この間隔と先の開始、終了測点間の距離から計算される測点数と入力済みの測点数分の合計が

任意点数の最大数を超える場合、「計算実行」ボタンが有効になりません。 
 
●「計算実行」ボタン 
一括作成を行います。作成された測点は任意点に追加されます。 
 
●「キャンセル」ボタン 
作成を中止し、任意点入力画面に戻ります。 
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④ 要素表示画面 

入力された要素から線形要素の計算を行い、 

画面表示します。 

要素表示画面は「ＩＰ有り」「役杭要素法（卵

型等）」の場合に表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 計算実行と計算結果 

要素入力が終了したら、「計算実行」ボタンをクリックします。 

※計算設定画面は平面線形の入力方法により異なります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●計算間隔（直線部）・計算間隔（曲線部） 
直線部、曲線部のそれぞれの計算ピッチを指定します。 
０以下の数値が入力された場合、「計算実行」ボタンがグレー表示になります。 

＜ＩＰ無し（単円）＞ ＜ＩＰ有り＞ 

＜役杭要素法（卵型等）＞ 
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●測点間隔の測点を必ず作成する（ＩＰ有り・役杭要素法のみ） 
計算ピッチに中途半端な数値（測点間隔÷計算間隔の余りが０にならない距離）を入力した場合

に、測点間隔にあたる測点を必ず作成する機能です。 
 
●重なった役杭は表示しない（役杭要素法のみ） 
計算結果にて同一測点に役杭が重なる場合（２つのカーブの終点と始点が重なる等）、重複した

測点の表示を行いません。 
 
●重複許可量（ＩＰ有りのみ） 
計算時に線形同士の重なりが発生しても、計算を続行する量を０～９９．９ｍｍで設定します。

この量を設定してあっても（要素入力、変更後の）初回計算時のみ「？～？番目の要素間で曲線が

重なります。計算を続行しますか？」という警告のメッセージが表示されます。 
 
●誤差許可量（役杭要素法のみ） 
計算時に入力した役杭座標と計算結果の役杭座標のずれが発生しても、計算を続行する量を０～

９９．９ｍｍで設定します。 
誤差が入力以上１００ｍｍ未満の場合は、計算を続行するか確認のメッセージが表示されます。

誤差が１００ｍｍ以上の時は、計算を中止するメッセージが表示されます。 
 
●計算範囲（ＩＰ無しのみ） 
前後の延長距離を設定します。 
 
●「計算実行」ボタン 
指定されたピッチで計算を行います。 
 
●「キャンセル」ボタン 
計算設定を中止し、平面線形要素入力画面に戻ります。 
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⑥ 線形計算結果、幅員計算画面 

線形計算結果の表示、幅員、方向杭の入力を行います。 
表示の設定により３種類の画面があり、左右切換により表示方式・データが変わります。 
 
「車線・左右別々表示」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「車線・左右同時表示」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「方向杭入力」 
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※１測点につき片側５０点まで入力可能です。 
※「端部からの方向杭入力」は「方向杭入力」と同様の画面が表示されます。 

端部から杭までの距離を入力してください。 
 
●測点名 
計算結果の測点名が表示されます。 
測点数は最大１０００測点です。 
 
●方杭 
入力してある方向杭の本数が表示されます。 
 
●追加距離 
計算結果の測点の追加距離が表示されます。 
 
●弧長 
中心部分、または端部部分での弧長が表示されます。 
カーブ中の端部では幅員が一定していない場合は、弧長計算がされません。 
 
●中心座標 
計算された線形の中心座標が表示されます。 
この座標は座標の桁数の設定に影響されます。 
 
●接線方向角・横断方向角 
計算された線形の接線方向角、横断方向角が表示されます。 
横断方向角は接線方向角を左向きに９０度回転したものです。 
 
●左（右）幅員 
左側、または右側の幅員を入力します。 
 
●杭座標 
入力された幅員により計算された端部座標および杭座標が表示されます。 
 
●弦長 
中心部分、または端部部分での弦長が表示されます。 
弧長と弦長は「弧長⇔弦長」ボタンにより表示が切り替わります。  
 
●SiTE-Scope出力 

計算実行済みの平面路線データをファイル出力します。 
出力したデータは、INNOSiTEシリーズの 

SiTE-Scopeで取り込むことができます。 
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●「一括設定」ボタン 
幅員、方向杭の一括設定を行います。 

【120ページ「一括設定画面」参照】 

 
●「ブレーキ設定」ボタン 
ブレーキの設定を行います。 

【121ページ「ブレーキポイントの設定画面」参照】 

●「拡幅・勾配」ボタン 
拡幅・勾配を曲線部に設定します。 

【123ページ「拡幅・勾配入力画面」参照】 

 
●「弧長⇔弦長」ボタン 
弧長、弦長の表示を切り替えます。 
 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【113ページ「任意点入力画面」参照】 

 
●「逆幅杭」ボタン 
任意の座標から線形への垂線計算を行います。 

【130ページ「逆幅杭計算画面」参照】 

 
●「弧長合計」ボタン 
幅員が入力されている測点の弧長合計を印刷します。 

【131ページ「弧長合計画面」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
計算結果の印刷を行います。 
ここで印刷できるのは「平面線形（計算結果）」「横断方向座標計算（車線）」「横断方向座標計算

（方向杭）」「横断方向座標計算（端部からの方向杭）」「弧長・弦長計算書」です。 
【132ページ「印刷」参照】 

 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
【133ページ「ＣＳＶ出力」参照】 

 
●「座標登録」ボタン 
入力されたＩＰ点、計算されたセンター、幅員、方向杭の座標の登録を行います。 

【134ページ「座標登録」参照】 
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●「閉じる」ボタン 
線形計算結果、幅員計算画面を終了し、平面線形要素入力画面に戻ります。 
 
●「主メニュー」ボタン 
線形計算結果、幅員計算画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 

⑦ 一括設定画面 

幅員、方向杭の一括設定を行います。 
呼び出す時の計算結果表示画面の表示データが車線の時は幅員一括設定画面、方向杭の時は方向

杭一括設定画面、端部からの方向杭の時は端部からの方向杭一括設定画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
●左幅員・右幅員 
一括設定を行う幅員を入力します。 
０が入力された場合、データの削除として働きます。 
空白の場合、データの更新はされません。 
 
●測点の選択 
一括設定を行う測点の範囲を指定します。 
設定開始測点・設定終了測点の目盛りをドラッグ、またはアップダウンボタンをクリックして設

定してください。 
 
●「計算実行」ボタン 
幅員・方向杭の一括設定を行います。 
 
●「キャンセル」ボタン 
一括設定を中止し、線形計算結果、幅員計算画面に戻ります。 

 

 表示データが方向杭・端部からの方向杭の場合  
右のような画面が表示されます。 
 
●方向杭１に設定する 
入力した数値を左右の方向杭１に表示します。 
幅員に０が入力されている場合、方向杭１のデータ

を全て消去します。 
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●新しい杭を追加する 
ここで選択しておくと設定した幅員は新しい杭を追加し、その杭に対して設定されるようになり

ます。 
幅員に０が入力されている場合、最終の杭が削除されます。 

⑧ ブレーキポイントの設定画面 

ブレーキポイント（線形上で追加距離を増減させる場所）の設定を行います。 
ブレーキ処理を行う事により、同じ測点名の箇所でも追加距離をずらす事ができます。 
結果、座標値が変わる事もあります。 
ただし、役杭では追加距離が変更されない（できない）ため、測点名が変更され、追加距離・座

標はそのままになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点名、追加距離 
ブレーキを設定する測点名、追加距離が表示されます。 
 
●変更距離 
ブレーキ量を決定するためのブレーキ後の距離を入力します。 
 
●増減 
ブレーキ量の表示をします。 
元の追加距離に対して変更距離により、どの程度追加距離が変化したかの表示を行います。 
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●測点一覧 
ブレーキを設定する測点を選ぶための測点一覧です。 
ここには計算結果に表示されている測点と同じ測点が表示されます。 
 
●「再計算」ボタン 
新しい設定を元に再計算を行い、元の画面に戻ります。 
●「ブレーキ追加」ボタン 
ブレーキポイントの追加を行います。 
画面下の測点一覧でカーソルのある位置の測点にブレーキが設定され、上段のブレーキポイント

に表示されます。 
役杭位置にはブレーキを設定できません。 
 

●「ブレーキ削除」ボタン 
既に設定してあるブレーキを削除します。 
上部のブレーキポイントでカーソルのある位置の測点が削除されます。 
 
●「閉じる」ボタン 
再計算を行わずに線形計算結果、幅員計算画面に戻ります。 
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⑨ 拡幅・勾配入力画面 

曲線部に拡幅のすりつけ計算を行います。 
設定した拡幅量および変化点は平面線形計算結果画面に表示されます。 
 
データに拡幅・勾配が未入力で曲線があるデータの場合、「拡幅・

勾配」ボタンをクリックすると、入力方法の選択画面が表示されま

す。 
 
 
 
※曲線がないデータ、または既に拡幅・勾配が入力されている場合は、入力方法の選択画面は表

示されません。 
※入力方法がＩＰ無し（単円）、または河川モードの場合、表入力のみになり入力方法の選択画面

は表示されません。 
 
入力方法を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

＜簡易入力＞ 

線形を確認しながら拡幅・勾配を設定する事ができます。 
※平面線形と縦断・勾配・横断が連動時以外は勾配の設定はできません。 
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●標準幅員（左）、標準幅員（右） 
左右の幅員を一括入力する事ができます。 
幅員の一括設定を行った場合、一括設定で入力した幅員が表示されます。 
 
●標準勾配 
平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合は、勾配を入力する事ができます。 
連動時以外はグレー表示になっています。 
 
●距離設定 
拡幅・勾配の変化点が役杭とずれる場合、距離を入力します。 
 
●拡幅設定 
拡幅する方向を選択し、変化点の拡幅量を入力します。 
 
●拡幅する方向 
拡幅する方向を「左側」「右側」「両側」「設定なし」から選択します。 
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●勾配設定 
片勾配の計算方法を選択し、勾配の値（％）を入力します。 
片勾配の計算方法を「標準（長）」を選択した場合、内側車線の勾配が外側車線の勾配に等しくな

るまでの距離を入力してください。 
※勾配設定は平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合、設定する事ができます。 
 
●片勾配 
片勾配を設定します。 

「標準（短）」「標準（長）」「単純比例」「設定なし」から選択する事ができます。 
※「勾配設定」にチェックが付いている場合に有効になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「前カーブ・次カーブ」ボタン 
前、または次の曲線に移動します。 
 
●「計算実行」ボタン 
入力したデータを元に計算を行います。 
簡易入力画面を閉じ、計算結果が表入力画面に表示されます。 
※最終カーブを表示するとボタンが有効になります。 
 
●「キャンセル」ボタン 
簡易入力画面を閉じ、表入力画面に戻ります。 

＜標準（短）＞ ＜標準（長）＞ 

＜単純比例＞ ＜設定なし＞ 
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以下の手順で、ＣＡＤ図面上の文書要素を取り込む事ができます。 
 

ＣＡＤ図面を開くと、選択対象欄に

「文字」と表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
拡幅・勾配簡易入力画面の取り込み

たい欄を選択し、プレビューに表示

されているＣＡＤ図面上の文字要素

をクリックすると、拡幅・勾配簡易

入力画面に取り込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
クリック 

 
 
 

選択対象欄に「文字」と

表示されます。 

ＣＡＤ図面上にある文字要素を取り込む方法について 
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＜表入力＞ 

拡幅の設定を表形式で入力します。 
※平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合は、勾配を設定する事が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●拡幅計算方式 
すりつけ計算方法として、比例・高次放物線のどちらかを選択します。 
 
●勾配計算方式 
勾配を入力する際、計算方法を標準・比例のどちらかを選択します。 
※平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合は、勾配を設定する事が可能です。 
 
●測点名、追加距離 
線形計算結果の測点名、追加距離が表示されます。 
 
●左幅員、右幅員 
線形計算結果で入力されている左右幅員が表示されます。 
また、拡幅量が計算された後は、幅員＋拡幅量が表示されます。 
 
●左拡幅量、右拡幅量 
拡幅変化点の設定、拡幅量の入力が行えます。 
拡幅変化点として、変化点を設定した場合のみ拡幅量の入力が可能となります。 
拡幅変化点として起点、終点を設定した場合は、拡幅量として「０．０００」が入力され、変更

ができません。 
 
●「前役杭・次役杭」ボタン 
次、または前の役杭位置までカーソルを移動します。 
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●「起点、変化点、終点、解除」ボタン 
カーソルのある位置を拡幅変化点として設定、または解除します。 
 
●「Ｗ断面設定」ボタン 
カーソル位置の測点にＷ断面を設定します。 
※平面線形と連動している場合、縦断計算結果画面の測点も追加されます。 
 
●「Ｗ断面解除」ボタン 
Ｗ断面の設定を解除します。 
Ｗ断面を設定している測点にカーソルを置き、ボタンをクリックすると解除されます。 
 
●「簡易入力」ボタン 
簡易入力画面に切り替わります。 
※入力方法がＩＰ無し（単円）、または河川モードの場合、表入力のみになりボタンは表示されま

せん。 
 
●「勾配要素」ボタン 
入力された勾配の計算結果が表示されます。 
※平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合のみボタンが有効になります。 
 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【113ページ「任意点入力画面」参照】 

 
●「変化点」ボタン 
勾配の変化点を平面線形に任意点として追加する事ができます。 
また、センター座標・左右端部座標の登録を行う事もできます。 
【129ページ「勾配の変化点登録画面」参照】 

※平面線形と連動時のみの機能となります。 

 
●「印刷」ボタン 
拡幅計算書を印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
 
 



 - 129 -  

●「閉じる」ボタン 
拡幅・勾配入力画面を終了し、線形計算結果、幅員計算画面に戻ります。 
※拡幅・勾配の変化点が測点一覧に登録されていない場合に、確認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録しない場合は、「いいえ」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配入力画面に戻る場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

⑩ 勾配の変化点登録画面 

勾配の変化点を平面線形に任意点として追加する事ができます。 
また、センター座標・左右端部座標の登録を行う事もできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ任意点として追加します。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 

 
●「測点名」 
勾配の変化点の測点名が表示されます。 
 
●「追加距離」 
勾配の変化点の追加距離が表示されます。 
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●「登録する要素」 
登録する要素を選択します。 
「平面線形に任意点として追加」は、平面線形の計算結果に任意点として追加されます。 
「左端部座標」「センター座標」「右端部座標」は、それぞれの座標を座標一覧に登録します。 
※平面線形の幅員が未入力の場合、端部座標は登録されません。 
 
●「登録」ボタン 
選択している要素を登録します。 
 
●「閉じる」ボタン 
勾配の変化点登録画面を終了し、拡幅・勾配入力画面に戻ります。 
 

⑪ 逆幅杭計算画面 

任意の座標から線形に対しての垂線計算を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●幅杭の座標（測点名・Ｘ・Ｙ） 
任意の座標が入力できます。 
手入力のほか、座標一覧表・プレビューからの座標選択による入力も可能です。 
 
●計算結果（測点名・Ｘ・Ｙ・線形への距離） 
幅杭より線形へ垂線を下した時の測点名・座標・垂線の長さが計算され、表示されます。 
※線形への距離欄では、左右どちらから線形に向かっているかを「Ｌ」（左）「Ｒ」（右）で表示し

ています。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
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●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
 
●「任意点に追加」ボタン 
計算結果の測点を任意点に追加します。 
この時、測点名を任意で入力していれば任意点の測点名２として登録されます。 
 
●「座標登録」ボタン 
幅杭、計算結果の座標を座標一覧表に登録します。 
●「印刷」ボタン 
計算結果の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
表示されているデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）

で保存します。 
 
●「閉じる」ボタン 
逆幅杭計算画面を終了し、線形計算結果、幅員計算画面に戻ります。 
 

⑫ 弧長合計画面 

任意の測点範囲での弧長の合計計算をします。 
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●計算開始測点、計算終了測点 
計算を開始、終了する測点を選択します。 

 
●弧長合計 
合計の弧長が表示されます。 
 
●計算間隔 
曲線部に拡幅がある場合のみ入力できます。 
 
●計算実行 
曲線部に拡幅がある場合、計算間隔の弧長合計を計算します。 
 
●「印刷」ボタン 
計算結果の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
弧長合計画面を終了し、線形計算結果、幅員計算画面に戻ります。 
 

⑬ 印刷 

印刷を行う計算書、測点の範囲を設定します。 
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「平面線形（計算結果）」「横断方向座標計算（車線）」「横断方向座標計算（方向杭）」「横断方向

座標計算（端部からの方向杭）」「弧長・弦長計算書」が選択できます。 
また印刷を行う測点の範囲を設定可能です。 
 
設定が終了したら、「印刷」ボタンをクリックします。 
印刷を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

⑭ ＣＳＶ出力 

入力されているデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）

で保存します。 
 
メニューバーの「ファイル」→「ＣＳＶ出力」をクリック、または画面の「ＣＳＶ出力」ボタン

をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出力先のフォルダを指定し、保存する名称を入力します。 
 
「保存」ボタンをクリックすると、指定フォルダに入力した名前のＣＳＶ形式ファイルが保存さ

れ、保存完了のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
「保存後開く」ボタンをクリックすると、保存後パソコンにインストールされている表計算系の

ソフトが開き、保存したデータが表示されます。 
ＣＳＶデータの出力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑮ 座標登録 

計算された測点を座標一覧に登録します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＩＰ、センター、車線の横断方向、方向杭、端部からの方向杭それぞれの座標を選択して登録す

る事ができます。 
設定後、「登録」ボタンをクリックします。 
 

「キャンセル」ボタンをクリックすると登録する結果座標選択画面を終了し、線形計算結果、幅

員計算画面に戻ります。 
 

 
 

設計図書・設計図面によっては、当システムのクロソイドの役杭名形式と異なる役杭名を用いる場合が

あります。 
異なる役杭名の場合は、下の役杭名対応表を参照してください。 

 
【役杭名対応表】 

 
当システム その他の形式 

パターン１ パターン２ 
クロソイド始点の役杭名 ＫＡ.１－１ ＢＴＣ.１ ＢＴＣ.１ 
クロソイドと単円との接点の役杭名 ＫＥ.１－１ ＢＣ.１ ＢＣＣ.１ 
単円とクロソイドとの接点の役杭名 ＫＥ.１－２ ＥＣ.１ ＥＣＣ.１ 
クロソイド終点の役杭名 ＫＡ.１－２ ＥＴＣ.１ ＥＴＣ.１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

クロソイドの役杭名について 

主メニュー画面のメニューバーから「設定」→「座標登録時に左右の計算結果に括弧を付ける」に
チェックを付けると、座標登録時の測点名に括弧が付きます。 
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（F） 縦断線形 

① 縦断線形要素入力画面 

縦断線形要素の入力を行います。 

入力できる縦断折れ点数は最高１００です。 

入力した縦断折れ点で複数の任意線を入力する事が可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●表示計画高 
表示する計画高を選択します。 
任意の線を追加している場合、選択する事が可能です。 
名称を変更する場合は、直接入力を行ってください。 
 
●左右線を表示する 
チェックを付けると、プレビューに左右線が表示されます。 
また、計算結果に左右の端部高が表示されます。 
※平面線形との連動時のみの機能です。 
 
●「説明」ボタン 
「説明」ボタンをクリックすると、入力説明画面

が表示されます。 
入力箇所に応じてイメージ図の該当部分が色分

けされるので、参考にしてください。 
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●測点名 
縦断折れ点の測点名を入力します。 
１点目は工事起点が表示され入力できません。 
 
●追加距離 
縦断折れ点の追加距離を入力します。 
１点目は工事起点の追加距離が表示され、入力できません。 
 
●折れ点高 
縦断折れ点の折れ点高を入力します。 
 
折れ点高を入力しない行を作成する事により、線ごとに異なる変化点を設定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ＶＣＬ 
バーチカルカーブ長を入力します。 
１行目は必ず０が入るため、入力できません。 
また、非対称バーチカルカーブ（折れ点の前後でＶＣＬが変わる）には対応していません。 
 
追加距離、ＶＣＬの入力により前後のバーチカルカーブと

重なる場合、警告メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックし、バーチカルカーブ長を入力

し直してください。 
 
 
●計画高、勾配、ＶＣＲ、ＶＣＭ 
縦断要素から計算された計画高、勾配、ＶＣＲ、ＶＣＭが表示されます。 
 
●「計算実行」ボタン 
縦断計画高を計算する測点を作成します。 
※平面線形との連動時には表示されません。 
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●「線追加・線削除」ボタン 
「線追加」ボタンをクリックすると、基本計画線以外の任意線（計画線）を入力する事ができます。

任意線の追加は最大１０までです。 
「線削除」ボタンをクリックすると、追加した任意線を削除する事ができます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「他線参照」ボタン 
ほかの任意線（計画線）からデータを参照します。 
 
●「Ｗ断面設定」ボタン 
同測点に異なる高さが２つある場合に設定します。 
※平面線形と連動している場合、平面線形計算結果画面の測点も追加されます。 
 
●「Ｗ断面解除」ボタン 
Ｗ断面の設定を解除します。 
Ｗ断面を設定している測点にカーソルを置き、ボタンをクリックすると解除されます。 
 
●「経路中断」ボタン 
前後の計画線を中断する事ができます。 
※任意線にのみ設定可能です。 
任意線を選択し、「経路中断」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
中断を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
中断を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
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●「中断解除」ボタン 
経路の中断を解除します。 
経路中断の設定がされている行をクリックして選択し、「中断解除」ボタンをクリックすると、確

認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
中断を解除する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
中断の解除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 
●「測点取込」ボタン 
平面線形計算結果から、測点を取り込みます。 

「測点取込」ボタンをクリックすると、測点取り込み（計画）画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一覧から計算測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
※選択した測点のみ取り込まれます。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
選択した測点を取り込む場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●「ＶＣ変化点」ボタン 
縦断曲線の変化点を平面線形に任意点として追加する事ができます。 
また、センター座標・左右端部座標の登録を行う事もできます。 

【140ページ「縦断曲線の変化点登録画面」参照】 

※平面線形と連動時のみの機能となります。 
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●「標高登録」ボタン 
登録されている座標に、縦断計算結果の計画高と左右端部高を標高として登録します。 

「標高登録」ボタンをクリックすると、標高登録画面が表示されます。 
※平面線形と連動時のみの機能となります。 
 
 
 
 
 

「センター座標」「左端部座標」「右端部座標」から、標高の登録を行う座標にチェックを付けます。 
 
登録を実行する場合は、「登録」ボタンをクリックします。 
登録を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
「登録」ボタンをクリックすると、メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【141ページ「任意点入力画面」参照】 

※平面線形との連動時には表示されません。 
 
●「印刷」ボタン 
計算結果の印刷を行います。 
ここで印刷できるのは「要素一覧表」「計算結果一覧表」「現地盤一覧表」です。 
 
●「ＣＳＶ出力」メニュー 
メニューバーの「ファイル」→「ＣＳＶ出力」から画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カ

ンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）として出力することができます。 
 
●「線種設定」メニュー 
メニューバーの「設定」→「線種設定」からプレビューに表示される各線の線色・線種を設定す

る事ができます。 
【148ページ「線種設定画面」参照】 

 
●「閉じる」ボタン 
縦断線形要素入力画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「主メニュー」ボタン 
縦断線形要素入力画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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② 計算設定画面 

縦断計画高を計算する測点を一括作成します。 

作成された測点は縦断計算結果画面に表示されます。 
 
●計算間隔（直線部／縦断曲線部） 
直線部・縦断曲線部のそれぞれのピッチを指定します。 
入力できる数値は１～９９９です。 
それ以外の数値が入力された場合、「計算実行」ボタン

がグレー表示になります。 
 
●変化点も作成する 
チェックを付けると、計算点内にあるバーチカルカーブの始点、中間点（折れ点）、終点を作成し

ます。 
作成された測点はほかの測点と見分けを付けられるように、測点の後ろに（ＶＣＢ）・（ＶＣＭ）・

（ＶＣＥ）と表示されます。 
 
●「計算実行」ボタン 
指定されたピッチで計算を行います。 
 
●「キャンセル」ボタン 
計算設定を中止し、縦断線形要素入力画面に戻ります。 
 

③ 縦断曲線の変化点登録画面 

縦断曲線の変化点を平面線形に任意点として追加する事ができます。 
また、センター座標・左右端部座標の登録を行う事もできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ任意点として追加します。 
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「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 

 
●「測点名」 
縦断曲線の変化点の測点名が表示されます。 
 
●「変化点名」 
縦断曲線の変化点の名称が表示されます。 
 
●「登録する要素」 
登録する要素を選択します。 
「平面線形に任意点として追加」は、平面線形の計算結果に任意点として追加されます。 
「左端部座標」「センター座標」「右端部座標」は、それぞれの座標を座標一覧に登録します。 
※平面線形の幅員が未入力の場合、端部座標は登録されません。 
 
●「登録」ボタン 
選択している要素を登録します。 
 
●「閉じる」ボタン 
縦断曲線の変化登録画面を終了し、縦断線形要素入力画面に戻ります。 
 

④ 任意点入力画面 

計算に使用する任意点を入力します。 
入力できる任意点は最大２００点です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●「測点名」 
任意点の測点名を入力します。 
 
●「追加距離」 
入力された測点名より計算された追加距離が表示されます。 
直接入力も可能です。 
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●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「一括追加」ボタン 
任意点を一括作成します。 

【142ページ「任意点一括作成画面」参照】 

 
●「閉じる」ボタン 
任意点入力画面を終了し、縦断線形要素入力画面に戻ります。 

 

⑤ 任意点一括作成画面 

任意点を一括して作成する事ができます。 

任意点入力画面で「一括追加」ボタンをクリックすると、任意点一括作成画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
●開始測点・終了測点 
一括作成を行う開始測点、終了測点名を入力します。 
 
●作成間隔 
作成する測点の間隔を設定します。 
※この間隔と先の開始、終了測点間の距離から計算される測点数と入力済みの測点数分の合計が任

意点数の最大数を超える場合、「計算実行」ボタンが有効になりません。 
 
●「計算実行」ボタン 
一括作成を行います。 
作成された測点は任意点に追加されます。 
 
●「キャンセル」ボタン 
作成を中止し、任意点入力画面に戻ります。 
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⑥ 縦断現地盤入力画面 

縦断面の現地盤を入力します。 

縦断現地盤入力では、地盤高、または比高を入力する「直接入力」と起終点の地盤高・後視・前

視・単点より地盤高を求める「水準測量」が選択できます。 
 
＜直接入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●地盤高 
地盤高を入力します。 
ただし、比高を入力した場合は自動計算されます。 
 
●比高 
比高を入力します。 
ただし、地盤高を入力した場合は自動計算されます。 
 
●ＳＩＭＡ取り込み 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルから、縦断観測データを取り込みます。 
メニューバーの「ファイル」 → 「ＳＩＭＡ取り込み」をクリックすると、ＳＩＭＡフォーマット

のファイル選択画面が表示されます。 
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ＳＩＭＡフォーマットのファイルが保存されているフォルダを指定すると、ファイル名一覧にファ

イル名が表示されます。 
 
任意のＳＩＭＡフォーマットのファイルをクリックにて選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡ取り込み画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ取り込まれます。 
 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
測点の取り込みを実行する場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
測点の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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＜水準測量入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●後視（ＢＳ） 
測定したＢＳ数値を入力します。 
ただし、単点欄に数値が入力されている場合は、入力できません。 
 
●器械高 
後視（ＢＳ）・前視（ＴＰ）を入力すると、測量機器の高さが自動計算されます。 
ただし、１行目は後視（ＢＳ）・地盤高の入力をすると、器械高が計算されます。 
 
●前視（ＴＰ） 
測定したＴＰ数値を入力します。 
ただし、単点欄に数値が入力されている場合は、入力不可となります。 
 
●単点（ＩＰ） 
測定したＩＰ数値を入力します。 
ただし、後視・前視欄に数値が入力されている場合は、入力不可となります。 
 
●地盤高 
器械高の数値から単点、または前視の数値をマイナスし、自動計算されます。 
ただし、１測点目の地盤高は数値を直接入力します。 
 
●調整値 
調整地盤高にて調整を行った場合、各測点の調整を行った値が表示されます。 
 
●調整地盤高 
誤差を考慮した地盤高が自動計算されます。 
終点にて、後視（ＢＳ）を入力せず、前視（ＴＰ）のみ入力した場合、入力する事が可能です。 
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＜両画面共通機能＞ 
 
●表示地盤高 
表示する地盤高を選択します。 
任意の線を追加している場合、選択する事が可能です。 
名称を変更する場合は、直接入力を行ってください。 
 
●入力方法 

「水準測量」「直接入力」のどちらかの地盤高入力方法を選択します。 
 
●表示 
表示・非表示を設定できます。クリックすると「○・×」が交互に表示されます。 
 
●測点名 
縦断折れ点の測点名を入力します。 
 
●追加距離、単距離 
縦断折れ点の距離に関する数値を入力します。 
 
●「線追加」「線削除」ボタン 

「線追加」ボタンをクリックすると、基本地盤線以外の任意線（地盤線）を入力する事ができます。

任意線の追加は最大１０までです。 
「線削除」ボタンをクリックすると、追加した任意線を削除する事ができます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「他線参照」ボタン 
ほかの任意線（地盤線）からデータを参照します。 
 
●「Ｗ断面設定」ボタン 
カーソル位置の測点にＷ断面を設定します。 
※平面線形と連動している場合、縦断計算結果画面の測点も追加されます。 
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●「Ｗ断面解除」ボタン 
Ｗ断面の設定を解除します。 
Ｗ断面を設定している測点にカーソルを置きボタンをクリックすると解除されます。 
 
●「経路中断」ボタン 
前後の現地盤線を中断する事ができます。 
※任意線にのみ設定可能です。 
任意線を選択し、「経路中断」ボタンをクリックすると、確認メッ

セージが表示されます。 
 
中断を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
中断を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 
●「中断解除」ボタン 
経路の中断を解除します。 
経路中断の設定がされている行をクリックして選択し、「中断解

除」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
中断を解除する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
中断の解除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
●「測点取込」ボタン 
平面線形計算結果から、測点を取り込みます。 
「測点取込」ボタンをクリックすると、測点取り込み

（現地盤）画面が表示されます。 
 
一覧から計算測点名、または行番号をクリックし、

三角印を付けます。 
※選択した測点のみ取り込まれます。 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択

が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 

 
選択した測点を取り込む場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑦ 縦断計算結果画面 

縦断線形要素より計算された各計算測点での縦断計画高が表示されます。 

ここに表示される測点は、平面線形との連動時は平面線形で作成された計算測点・非連動時は計算

間隔設定および任意点入力で作成された測点が表示されます。 

測点の最大数は１０００点です。 

※平面線形との連動時には左右端部高を表示する事が可能です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ここは計算結果のみ表示され、一切入力はできません。 
 

⑧ 線種設定画面 

プレビューに表示する計画線・地盤線の線色・線種を設定します。 

 

縦断線形要素入力画面のメニューバーから「設定」→「線種設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更する各項目の線色・線種を選択します。 

設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

「初期設定」ボタンをクリックすると、初期の状態に戻ります。 
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（G） 勾配線形 

① 勾配線形要素入力画面 

勾配線形要素の入力を行います。 

勾配変化点は最高２００点です。 

※平面線形と連動時、線形条件設定画面にて横断方向の左右

を「河川モード」に設定している場合、路線を選択する

と勾配を「０．０００％」に自動で設定する確認メッセ

ージが表示されます。 

設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 

設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし

てください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点名 
勾配変化点の測点名を入力します。 
１点目は工事起点が表示され入力できません。 
 
●追加距離 
勾配変化点の追加距離を入力します。 
１点目は工事起点の追加距離が表示され入力できません。 
 
●単距離 
各変化点間の単距離が表示されます。 
 
●左勾配・右勾配 
勾配変化点の勾配を入力します。 
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●計算方法 
計算方法を標準・単純比例から選択します。 
 
●「計算実行」ボタン 
横断勾配を計算する測点を作成します。 
※平面線形との連動時には表示されません。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「測点取込」ボタン 
測点を取り込みます。 
測点取り込み画面にて、取り込む測点を選択します。 
※平面線形との連動時に表示されます。 
 
●「簡易入力」ボタン 
簡易入力画面に切り替わります。 
※平面線形との連動時に表示されます。 
ただし、連動時でもＩＰ無し（単円）および河川モードの場合は表示されません。 

【153ページ「簡易入力画面」参照】 
 
●「任意点」ボタン 
任意点の登録を行います。 
クリックすると任意点入力画面が表示されます。 

【141ページ「任意点入力画面」参照】 

※平面線形との連動時には表示されません。 
 
●「変化点」ボタン 
勾配の変化点を平面線形に任意点として追加する事ができます。 
また、センター座標・左右端部座標の登録を行う事もできます。 
【129ページ「勾配の変化点登録画面」参照】 

※平面線形と連動時のみの機能となります。 
 
●「印刷」ボタン 
計算結果の印刷を行います。 
ここで印刷できるのは「要素一覧表」「計算結果一覧表」です。 
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●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「緩衝縦断曲線」メニュー 
メニューバーの「設定」→「緩衝縦断曲線」をクリックすると、緩衝縦断曲線設定画面が表示され

ます。 
幅員が広く、勾配がきつく、更にＫＡ－ＫＥ間の距離が短い場合に、変化点の前後に対して緩衝曲

線を挿入する事ができます。 
【156ページ「緩衝縦断曲線設定画面」参照】 

 

●「片勾配すりつけ設定」メニュー 
メニューバーの「設定」→「片勾配すりつけ設定」をクリックすると、片勾配すりつけ設定画面が

表示されます。 
標準勾配と車線の設定を行うことができます。 

【１５７ページ「片勾配すりつけ設定画面」参照】 

 

●「閉じる」ボタン 
勾配線形要素入力画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
※拡幅・勾配の変化点が測点一覧に登録されていない場合に、確認メッセージが表示されます。 
 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録する場合は、

「はい」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録しない場合

は、「いいえ」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配入力画面に戻る場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックしてください。 
 
●「主メニュー」ボタン 
勾配線形要素入力画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
データの変更があった場合、保存を確認するメッセージが表示されます。 
※拡幅・勾配の変化点が測点一覧に登録されていない場合に、確認メッセージが表示されます。 
 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録する場合は、

「はい」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配の変化点を測点一覧に登録しない場合

は、「いいえ」ボタンをクリックします。 
拡幅・勾配入力画面に戻る場合は、「キャンセル」

ボタンをクリックしてください。 
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② 計算設定画面 

横断勾配を計算する測点を一括作成します。 

作成された測点は勾配計算結果画面に表示されます。 

 
 
 
 
 
 
●計算間隔 
作成する測点ピッチを指定します。 
入力できる数値は１～９９９です。 
それ以外の数値が入力された場合、「計算実行」ボタンがグレー表示になります。 
 
●変化点も作成する 
ここをチェックしておくと、計算点内に変化点を作成します。 
※詳しくは【157ページ「片勾配計算時の特例処理について」参照】 

 
●「計算実行」ボタン 
指定されたピッチで計算を行います。 
 
●「キャンセル」ボタン 
計算設定を中止し、勾配線形要素入力画面に戻ります。 
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③ 簡易入力画面 

線形を確認しながら勾配の設定を行う事ができます。 
また、プレビューのＣＡＤ図面上に表示されている文字要素をクリックし、数値を取り込む事も

できます。 
【126ページ「ＭＥＭＯ」参照】 

 
※平面線形との連動時に設定する事ができます。 

ただし、連動時でもＩＰ無し（単円）および河川モードの場合は設定できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●標準勾配 
標準勾配を入力します。 
 
●距離設定 
勾配の変化点が役杭とずれる場合、距離を入力します。 
 
●拡幅設定 
道路の曲がりが表示されます。 
 
●拡幅する方向 
拡幅する方向が表示されます。 
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●勾配設定 
片勾配の計算方法を選択し、勾配の値（％）を入力します。 
片勾配の計算方法を「標準（長）」を選択した場合、内側車線の勾配が外側車線の勾配に等しくな

るまでの距離を入力してください。 
※勾配設定は平面線形と縦断・勾配・横断が連動している場合、設定する事ができます。 
 
●片勾配 
片勾配を設定します。 

「標準（短）」「標準（長）」「単純比例」「設定なし」から選択する事ができます。 
※「勾配設定」にチェックが付いている場合のみ有効となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「前カーブ・次カーブ」ボタン 
前、または次の曲線に移動します。 
 
●「計算実行」ボタン 
入力したデータを元に計算を行います。 
簡易入力画面を閉じ、勾配線形要素入力画面に戻ります。 
※最終カーブを表示するとボタンが有効になります。 
 
●「キャンセル」ボタン 
簡易入力画面を閉じ、勾配線形要素入力画面に戻ります。 

＜標準（短）＞ ＜標準（長）＞ 

＜単純比例＞ ＜設定なし＞ 
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④ 勾配の変化点登録画面 

平面線形と同様です。 

【129ページ「勾配の変化点登録画面」参照】 

 
 

⑤ 任意点入力画面 

縦断線形と同様です。 

【141ページ「任意点入力画面」参照】 

 

 

⑥ 勾配計算結果画面 

勾配線形要素より計算された各計算測点での勾配が表示されます。 

ここに表示される測点は、平面線形との連動時は平面線形で作成された計算測点が表示され、非連

動時は計算間隔設定および任意点入力で作成された測点が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ここは計算結果のみ表示され、一切入力はできません。 
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⑦ 緩衝縦断曲線設定画面 

幅員が広く、勾配がきつく、更にＫＡ－ＫＥ間の距離が短い場合に、変化点の前後に対して緩衝

曲線を挿入する事ができます。 
※緩衝縦断曲線は勾配の計算方法が「標準」の場合のみ、設定する事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緩衝縦断曲線を挿入できる測点を選択します。 
一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ挿入されます。 
 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
●すりつけ開始測点、すりつけ終了測点 
緩衝縦断曲線を挿入できる測点が表示されます。 
※表示されている測点でも勾配変化点間の距離が短い区間は、緩衝縦断曲線を挿入する事はでき

ません。 
 
●「ＯＫ」ボタン 
選択した測点に緩衝縦断曲線を挿入します。 
 
●「キャンセル」ボタン 
緩衝縦断曲線設定画面を終了し、勾配線形要素入力画面に戻ります。 

【イメージ図】 
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⑧ 片勾配すりつけ設定画面 

標準勾配と車線の設定を行うことができます。 
※「情報化施工（TS 出来形）サポートツール」がインストール

されている場合のみ、有効な機能です。 
 
標準勾配を入力し、車線を「一車線」または「多車線」から選択します。 
 
●「ＯＫ」ボタン ●「キャンセル」ボタン 
設定を反映します。 片勾配すりつけ設定画面を終了し、勾配線形要素入力画面に戻ります。 
 

⑨ 片勾配計算時の特例処理について 

片勾配が入力された場合、前後のデータによって勾配比例計算時に特例処理を行っています。 

 

「条件」 
１．計算方法は「標準」が選択されている。 
２．片勾配（左右勾配の正負が逆転して同じ）がある。 
３．前、または後ろの変化点が拝み勾配である。 

（左右勾配の値が、負の同一の数値である場合） 
４．拝み勾配より、片勾配の方がきつい勾配である。（数値が大きい） 
 
以上の条件が満たされている場合、以下の処理を行います。 
１．負から正に変化する側（変化側と呼ぶ）は通常の比例計算を行う。 
２．負から負に変化する側は、反対側が正負の逆転した同勾配になるまでは変化させない。 
３．同勾配になった箇所から（変化点と呼ぶ）、片勾配まで同率で変化させる。 
 

例) ＮＯ.１で左右とも－２．０００の拝み勾配、ＮＯ.４で左－４．０００、右＋４．０００の勾配の

場合 

 左勾配 右勾配 

ＮＯ.１ －２．０００ －２．０００ 

ＮＯ.１＋１０ －２．０００ －１．０００ 

ＮＯ.２ －２．０００  ０．０００ 

ＮＯ.２＋１０ －２．０００ ＋１．０００ 

ＮＯ.３ －２．０００ ＋２．０００ 

ＮＯ.３＋１０ －３．０００ ＋３．０００ 

ＮＯ.４ －４．０００ ＋４．０００ 

 
①ＮＯ．３までは左側の勾配は－２．０００で一定であるが、右側の勾配が＋２．０００となるた

め、ここから左勾配は変化を開始します。 

 

② 記以外の場合は、距離による比例計算を行います。 

※      部が変化点 
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（H） 横断丁張 

① 横断測点一覧画面（平面線形と連動） 

計画を行う測点の一覧が表示されます。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●構築形状名 
横断形状名を入力します。 
 
●「構築形状設定」ボタン 
構築形状を設定します。【162ページ「構築形状設定画面」参照】 
 
●測点名 
平面線形で計算された測点の一覧が表示されます。 
 
●追加距離、幅員 
平面線形で計算された追加距離、入力された左右幅員が表示されます。 
 
●計画高 
縦断線形で計算された縦断計画高が表示されます。 
 
●勾配 
勾配線形で計算された左右勾配が表示されます。 
 
●端部 左右 
上記、幅員、計画高、勾配より計算された端部高が表示されます。 
 
●「入力」ボタン 
入力を行う測点を選択します。カーソルのある位置の測点が選択されます。 
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●「削除」ボタン 
横断データを削除します。カーソルのある位置の測点の横断データが削除されます。 
 
●「任意点」ボタン 
任意点を追加します。任意点追加 
画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
・追加する任意点 

追加する測点名と追加距離を入力します。 
 

・追加する任意点へ横断データも複写する 

チェックを付けると、横断データも合わせて複写できます。前後のうちどちらの横断データを複写

するか選択します。また、「TS 出来形設定も複写する」にチェックを付けると、TS 出来形の設

定も複写できます。 

 
●「幅員中心」ボタン 

各断面の幅員中心の離れ量を一括で設定します。 
【184ページ「幅員中心離れ一括入力画面」参照】 

 
●「断面積」ボタン 
各断面（切土、盛土等）の断面積計測を行います。 
カーソルのある位置の測点が選択されます。 

【185ページ「断面積一覧画面」、188ページ「計測結果画面（断面積）」参照】 

 
●「立積計算」ボタン 
断面積計測済みの測点の一覧を表示し、立積計算を行います。 

【192ページ「立積計算書画面」参照】 
 
●「一括印刷」ボタン 
一括印刷画面が表示されます。 
出力帳票・用紙 サイズ・部数

等を設定し、「ＯＫ」ボタンで

印刷を実行します。 
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●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「TS現地盤」ボタン 
TS（トータルステーション）や

GPS から出力された座標デー

タ（ＳＩＭＡ形式・ＣＳＶ形式）

を取り込み、現地盤を作成しま

す。 
「TS現地盤」ボタンをクリック

すると、TS or GPS からの現

地盤作成画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
・「データ取込」ボタン 

クリックすると、取り込むファイルの選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り込むファイルが保存されているフォルダを指定すると、ファイル名一覧にファイル名が表

示されます。 
任意のファイルをクリックにて選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、TS or GPSからの現地盤作成画面に戻り、座標データが取

り込まれます。 

 
・横断点追加、削除 

プレビュー上の灰色の点をクリックすると、横断点が追加されます。 
 また、黒色（横断プレビューでは、青色）の点をクリックすると削除されます。 
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・「前測点」「次測点」ボタン 

前測点、次測点にカーソルが移動します。 
 

・「点名表示」ボタン 

測点名などの点名を表示します。 
 
・「虫眼鏡」ボタン 

プレビュー上で左クリックすると拡大でき、右クリックすると縮小できます。 
 
・「閉じる」ボタン 

 TS or GPSからの現地盤作成画面を閉じます。データが変更されている場合は、確認メッセー

ジが表示されます。 
 
・取込幅 

選択している測点を中心に前後・左右の幅を設定し、測点を取り込む範囲を指定します。 
測点を取り込む範囲はプレビュー上に赤枠で表示されます。 
数値を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして取込幅を設定してください。 

 
・「現況取込」ボタン 

指定した範囲に含まれる測点を一覧に表示します。 
 
・「CL指示」ボタン 

指定した測点の標高をセンターの標高に設定します。 
「CL指示」ボタンをクリックすると、 
情報メッセージが表示されます。 

 
・設定済み現地盤線表示 

チェックを付けると、設定済みの現地盤が横断プレビュー画面に表示されます。 

 

●「Ａ納図取込」ボタン 
Ａ納図[A-NOTE]から、計画または現地盤のデータを取り込むことができます。 
取り込む路線を選択し、「ＯＫ」ボタンで実行します。 

※Ａ納図[A-NOTE]をお持ちの場合のみ、ご利用いただけます。 

 

●「座標登録」ボタン 

データのある測点の座標（計画または現地盤）を現在選択中の現場に登録します。 

※平面線形と縦断・勾配・横断が連動していない場合は表示されません。 

 

●プレビュー 
チェックを付けると、横断図を表示します。 
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② 構築形状設定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●構築形状名 
横断形状名を入力します。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンを

クリックします。カーソル位置に空白が挿入されます。 
●「削除」ボタン 
カーソルの位置の行を削除します。削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをク

リックします。カーソル位置の行が削除されます。削除後に、「ＯＫ」ボタンをクリックすると削

除した構築形状に関するデータがすべて削除されます。 
 
●「複写」ボタン 
カーソル位置の構築形状を複写します。幅員中心の離れ設定

画面が表示されるので、「標高離れ」「センター離れ」を入力

します。 
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●「段階施工」ボタン 
施工する段階ごとの形状を作成します。 
段階ごとの形状を作成する構築形状名を入力し、

形状を作成する測点の範囲やモード、設定値を設

定します。 
 
 
 
 
 

③ 横断測点一覧画面（平面線形との連動なし） 

計画を行う測点の一覧が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「入力」ボタン 
カーソル位置の測点のデータを入力します。 
 
●「新規」ボタン 
新規に測点を作成します。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の測点を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の測点が削除されます。 
 
●「並べ替え」ボタン 
表示されている測点の並び順を変更します。 
ボタンをクリックし、「測点名」「追加距離」から選択します。 

追加距離が未入力の測点がある

場合、または測点順に追加距離

が設定されていない場合には、

画面にメッセージが表示されま

す。 
メッセージが表示された場合、

立積計算や横断図作成はこの測

点の順で作成されるので、追加

距離の入力・並べ替えを実行し

てください。 
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●「ＳＩＭＡ取込」ボタン 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルから、横断観測データを取り込みます。 
「ＳＩＭＡ取込」ボタンをクリックし、「計画取込」「現地盤取込」から選択すると、ＳＩＭＡフォー

マットのファイル選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 

 

ＳＩＭＡフォーマットのファイルが保存されているフォルダを指定すると、ファイル名一覧にファ

イル名が表示されます。 
 
任意のＳＩＭＡフォーマットのファイルをクリックにて選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
「ＯＫ」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡ取り込み画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ取り込まれます。 

 
「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
取り込みを実行する場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
「取込」ボタンをクリックすると、横断測点一覧画面に戻り、横断観測データが取り込まれます。 
 
※上記以外の機能は「平面線形と連動」している場合と同様です。 
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●「ＳＩＭＡ登録」ボタン 
横断観測データを任意のフォルダに保存します。 
 
 

④ 横断丁張（計画）画面 

ＣＬ距離・水平長・斜長・計画高・高低差・横断勾配・法勾配を入力して横断形状を作成します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【イメージ図】 
ＣＬ距離 

ＣＬ距離 水平長 

水平長 横断勾配 ％ ▽計画高 

高
低
差 

斜長 

法勾配1：n 

ＣＬ 
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＜入力項目と画面の操作＞ 

●測点名 
測点名を入力します。 
※平面線形との連動時には入力できません。 
 
●構築形状 
構築形状を選択します。 
 
●縦断計画高 
縦断の計画高を入力します。 
 
●センター計画高 
センターの計画高を入力します。 
※平面線形との連動時には入力できません。 
 
●ＣＬ距離・水平長・斜長 
距離に関する数値を入力します。 
 
●計画高・高低差 
高さに関する数値を入力します。 
 
●横断勾配・法勾配 
傾きに関するデータを入力します。 
なお、「ＣＬ距離・水平長・斜長」「計画高・高

低差」「横断勾配・法勾配」のうち、２つの要素

を入力する事によりほかのデータが決定します。 
それぞれの関係は以下の通りです。 
●「前測点・次測点」ボタン 
現在表示されている測点の前後の測点データが表示されます。 
 
●「左右切替」ボタン 
測点データの左右表示を切り替えます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
 
 
 

水平長 (ｍ)＝ＣＬ距離－前点のＣＬ距離 
斜長  (ｍ)＝√（水平長2＋高低差2） 
高低差 (ｍ)＝計画高－前点の計画高 
横断勾配(％)＝高低差÷水平長×１００ 
法勾配 (割)＝水平長÷高低差 
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●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
※任意線名（任意経路）か、任意経路の第１行目にカーソルがある場合に、「削除」ボタンをクリ

ックすると、経路のデータが全て削除されます。 
 
●「経路追加」ボタン 
入力している任意線の最終行で「経路追加」ボタンをクリックすると、下の行に新規の任意経路が

追加され、任意線を入力する事ができます。 
カーソルが任意線名（任意経路）欄にある状態で「経路追加」ボタンをクリックすると、カーソル

位置に新規の任意経路を挿入します。 
 
●「舗装断面」ボタン 
舗装断面を入力します。 

【174ページ「舗装断面」参照】 

 
●「複写・取込」ボタン 
計画データの複写・取込を行います。 
左→右・右→左・前測点から・他測点からデータを複写する事ができます。 
※平面線形と連動している場合、計画データの１点目は複写されません。 
※任意線がある場合、複写先の道路端部の標高とＣＬ距離に合わせた数値になります。 
※平面線形と連動しＷ断面が設定されている場合、現地盤データを複写する事ができます。 
 
●「断面積」ボタン 
盛土や切土、床掘り等の断面積を計測します。 

【185ページ「断面積一覧画面」参照】 

 
 
●「方向杭」ボタン 
方向杭を設定します。 

【176ページ「方向杭の設定画面」参照】 

※平面線形と連動時のみの機能になります。 
※平面線形で方向杭を入力している場合は、平面線形で入力した方向杭も表示されます。 

また、方向杭の設定画面で入力した方向杭は平面線形計算結果画面で表示されます。 
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●「丁張計算」ボタン 
杭頭の設定を行います。 

【177ページ「丁張計算」参照】 

※平面線形と連動している場合は、計算結果の丁張杭・逃げ杭を座標および方向杭として登録する

事ができます。 
※平面線形と連動していない場合は、新規計画の段階では「丁張計算」ボタンはグレー表示となり

ます。 
左右の計画の幅員を入力すると、「丁張計算」ボタンが表示されます。 

 
●「端部伸縮」ボタン 

計画線の端部を現地盤に合わせて伸縮させる事ができます。 

 
●「交点」メニュー 
メニューバーの「ツール」→「交点」をクリックします。 
基本計画線、任意線、現地盤、舗装断面の交点が表示されます。 

【173ページ「交点計算画面」参照】 

 
●「計測」メニュー 
メニューバーの「ツール」→「計測」をクリックします。 
器械点・視準点の２点を指定し、距離・鉛直角の計測を行います。 

【189ページ「計測結果一覧画面（計測メニュー）」参照】 

 
●「任意点」メニュー 
メニューバーの「ツール」→「任意点」をクリックします。 
左・右のデータごとに任意点を設定します。 

【190ページ「任意点の追加画面」参照】 

 

●「幅員中心の離れ設定」メニュー 
メニューバーの「設定」→「幅員中心の離れ設定」をクリックします。 
現在選択している断面の幅員中心の離れ量を設定します。 

【191ページ「幅員中心の離れ設定画面」参照】 

 
●「線種設定」メニュー 
メニューバーの「設定」→「線種設定」からプレビューに表示される各線の 線色・線種を設定す

る事ができます。 
 
●「印刷」ボタン 
計画データ、現地盤データの印刷を行います。 
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●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
横断丁張（計画）画面を終了し、横断測点一覧画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 

⑤ 横断丁張（現地盤）画面 

横断面の現地盤入力を行います。 

地盤高、または比高を入力する直接入力と、センター現地盤高・後視・前視・単点より地盤高を求

める水準測量入力が選択できます。 

※平面線形と連動時、「縦断線形の現地盤高と連動する」にチェックを付けると、縦断線形で入力

されているセンターの現地盤が自動表示されます。 

 

＜直接入力画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「地盤高・比高」 
高さに関する数値を入力します。 
なお、「追加距離・単距離」「地盤高・比高」のうち２つの要素を入力する事により、ほかのデー

タが決定します。それぞれの関係は以下の通りです。 
 

 

 

単距離 (ｍ)＝追加距離－前点の追加距離 
比高  (ｍ)＝地盤高－前点の地盤高 
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＜水準測量入力画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●後視（ＢＳ） 
測定したＢＳ数値を入力します。 
 
●器械高 
測量機器の高さが自動計算されます。 
 
●前視（ＴＰ） 
測定したＴＰ数値を入力します。 
ただし、単点欄に数値が入力されている場合は、入力不可となります。 
 
●単点（ＩＰ） 
測定したＩＰ数値を入力します。 
ただし、前視欄に数値が入力されている場合は、入力不可となります。 
 
●地盤高 
器械高の数値から単点、または前視の数値をマイナスし、自動計算されます。 
ただし、１測点目の地盤高はセンター現地盤高の数値が反映されます。 

 

＜両画面共通機能ボタン＞ 

●入力方法 
「水準測量」「直接入力」のどちらかから地盤高入力方法を選択します。 
 
●縦断線形の現地盤高と連動する 
平面線形と連動時、縦断線形で入力されているセンターの現地盤を自動で表示します。 
※平面線形と連動していない場合、または連動していても縦断線形の現地盤データが入力されてい

ない場合は、グレー表示となります。 
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●既知点現地盤高 
既知点の現地盤高を入力します。 
※平面線形と連動し、縦断線形の現地盤データが入力されている場合、「縦断線形の現地盤高と連

動する」にチェックを付けると、縦断線形のセンターの現地盤高が表示されます。 
 
●追加距離、単距離 
距離に関する数値を入力します。 
先に入力した項目を元に自動計算されます。 
 
●「左右切替」ボタン 
データの左右表示を切り替えます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「ＳＩＭＡ取込」ボタン 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルから、横断観測データを取り込みます。 
「ＳＩＭＡ取込」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡフォーマットのファイル選択画面が表示され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルが保存されているフォルダを指定すると、ファイル名一覧にファ

イル名が表示されます。 
 
任意のＳＩＭＡフォーマットのファイルをクリックにて選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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「ＯＫ」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡ取り込み画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点が取り込まれます。 
 
●測点名取り込み 
チェックを付けると、測点名を取り込みます。 
※平面線形と連動している時は、表示されません。 
 
●追加距離取り込み 
チェックを付けると、追加距離を取り込みます。 
※平面線形と連動している時は、表示されません。 
 
測点の取り込みを実行する場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
測点の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●センター 
「→」または「←」をクリックすると「ＣＬ」と表示され、その点がセンターとなります。 
※「縦断線形の現地盤高と連動する」にチェックが付いている場合、既知点は固定となります。 
 
●表示 
「○」が表示されていると、プレビューに現地盤が表示されます。 
クリックにて「○」「×」を切り替えます。 
※ＣＬの「○」は固定となります。 
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⑥ 交点計算画面 

計画線、現地盤線、任意線、舗装断面線データとの交点計算の結果が表示されます。 

表示のみで入力はできません。 

 

横断丁張（計画）画面でメニューバーの「ツール」→「交点」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「印刷」ボタン 
交点データの印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「キャンセル」ボタン 
交点計算画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
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⑦ 舗装断面 

舗装断面を入力します。 
各層の舗装厚をｍｍ単位で入力すると、計画高、幅員がｍ単位で計算されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●舗装厚 
舗装厚を入力します。 
最大１０層まで入力する事が可能です。 
 
●舗装断面を描画する測点 
舗装断面を描画する測点を選択します。 
※「全測点」または「この測点以降」を選択した場合、「閉じる」ボタンをクリックすると、入力

済みの全ての舗装断面設定の変更を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「端部設定」ボタン 
舗装断面の端部を設定する画面が表示されます。 
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●「印刷」ボタン 
舗装断面の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶファイル形式（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
●「閉じる」ボタン 
舗装断面設定画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
※舗装厚の入力されていない層がある場合、メッセージが表示されます。 
「ＯＫ」ボタンをクリックし、舗装厚を入力してください。 

 

＜端部設定画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
端部の増減をｍｍ単位で入力し、「直下がり」「擦り付け」「安定勾配」から設定方法を選択します。 

「安定勾配」を選択した場合は、勾配の入力を行います。 
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⑧ 方向杭の設定画面 

方向杭を設定します。 
方向杭はセンターからの方向杭・端部からの方向杭を設定する事ができます。 
※平面線形と連動時のみ有効な機能となります。 
※平面線形で方向杭を入力している場合は、平面線形で入力した方向杭も表示されます。 

また、方向杭の設定画面で入力した方向杭は、平面線形計算結果画面で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●表示データ 
センターからの方向杭、または端部からの方向杭のどちらかを選択します。 
 
●「杭挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 

 
●「杭削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「座標登録」ボタン 
計算結果の座標を座標一覧表に登録します。 
 
●「閉じる」ボタン 
方向杭の設定画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
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⑨ 丁張計算 

丁張をかける場合に必要な出入り、法長、鉛直高を計算します。 
方向杭・杭頭の距離と標高を入力し、計算対象線分を指定する事により、丁張の計算を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●方向杭の位置 
方向杭の位置を杭頭の設定画面の「センターから」または「端部から」をクリックして決定します。 
※「端部から」の位置は、平面線形と連動時のみ選択できます。 
 
●距離 
センター、または端部から方向杭までの距離を入力します。 
※平面線形と連動時は「方向杭」ボタンが有効になり、既に入力されている方向杭から距離を参

照する事ができます。 
※プレビューで方向杭の線をクリックしても距離を参照する事ができます。 
 
●標高 
杭頭の標高を入力します。 
※「標高計算」ボタンをクリックし、標高の計算を行い参照する事ができます。 
 
●「方向杭」ボタン 
平面線形と連動時のみ有効となります。 
既に入力されている方向杭を選択すると、方向杭の位置と距離が自動表示されます。 
※平面線形と連動していない場合は、グレー表示になります。 
 
●「標高計算」ボタン 
既知点の標高から杭頭の標高を計算します。 
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入力されたデータを元に丁張の計算を行う場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
杭頭の設定画面を終了する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
※丁張計算データは保持されませんので、ご注意ください。 
 
 

＜方向杭の選択画面＞ 

※平面線形と連動時のみ表示されます。 
 
●左右切替 
左側、または右側を選択します。 
 
●位置 
センターから、または端部からの位置が表示されます。 
 
杭頭の設定画面に、選択した方向杭の位置および距離を表示す

る場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
杭頭の設定画面に戻る場合は、「キャンセル」ボタンをクリッ

クしてください。 
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＜標高の計算画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【イメージ図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
●既知点 
既知点の比高・プリズム高・標高を入力し、器械高を計算します。 
※既知点の標高は、既知点現地盤高選択より参照する事ができます。 
 
●杭頭 
杭頭の比高・プリズム高を入力し、既知点のデータから杭頭を計算します。 
 
●既知点現地盤高選択 
座標登録されている測点でＨ座標が入力されている測点が表示されます。 
 
●「選択」ボタン 
既知点現地盤高選択にてカーソルを置き、ボタンをクリックすると、既知点の標高欄に観測点の

Ｈ座標が自動表示されます。 
 
●「解除」ボタン 
既知点現地盤高選択にて入力されている標高を解除し、手入力する事ができます。 

 

計算した杭頭の標高を杭頭設定画面の標高欄に表示する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
杭頭の設定画面に戻る場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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⑩ 丁張計算結果画面 

杭頭の設定画面で入力されたデータを元に丁張の計算を行います。 
 
丁張計算結果画面が表示された直後はデータが表示されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレビューから計算対象線をクリックにて選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算対象線を 
クリックします。 
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計算対象線を選択すると、対象線が赤く表示され、丁張計算結果が表示されます。 
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【イメージ図】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「杭の位置」 
杭頭の設定画面で入力した方向杭の距離、杭頭の標高が表示されます。 
 
●「反転」ボタン 
プレビューで選択した対象線の計算部分を法頭・法尻のそれぞれに切り替えます。 
 
●余裕量 
計画線に対する余裕量が表示されます。 
 
●「余裕量」ボタン 
計画線に対する余裕量を設定します。 
 
●杭頭からの下がり量 
現在の杭の標高から鉛直高へ法尻に向って変化していく変化量が表示されます。 
 
●法面までの水平距離 
杭の変化量に対比しての杭頭から法面までの水平距離が表示されます。 
 
●法長 
現在の杭の標高から鉛直高方向への法尻の標高の差が表示されます。 
 
●法尻までの鉛直高 
現在の杭の標高から鉛直方向への法尻の標高の差が表示されます。 
 
●「再設定」ボタン 
杭頭の設定画面に戻り、方向杭の距離・杭頭の標高を再設定します。 
 
●「座標登録」ボタン 
丁張杭・逃げ杭を座標、または方向杭として登録します。 
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●「印刷」ボタン 
丁張計算結果、プレビューの印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
●「杭調整」ボタン 
杭頭の位置を移動します。 
 
●計算方法 
計算を行う際の優先する項目を選択します。 
現場に合わせた優先度で選択を行ってください。 
 
●計算間隔 
計算方法にて設定した項目の計算間隔を５ｃｍ・１０ｃｍから選択します。 
 
●「閉じる」ボタン 
丁張計算画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 

 

＜余裕量設定画面＞ 

実際に切削する際の計画の法面からの余裕量を設定できます。 
余裕量は、－９９～９９９ｍｍの間となります。 
 
余裕量を張計算結果画面に反映する場合は、「ＯＫ」ボタン

をクリックします。 
余裕量の設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをク

リックしてください。 
 

＜杭調整画面＞ 

最初に設定した杭の位置を移動調節します。 
水平方向・垂直方向欄に杭の移動距離を入力します。 
移動量は、－９．９９９～９９．９９９ｍの間となります。 
 
杭を移動して計算結果に反映させる場合は、「ＯＫ」ボタンを

クリックします。 
杭調整を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックし

てください。 
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⑪ 幅員中心離れ一括入力覧画面 

断面の幅員中心の離れ量を一括で設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●構築形状 
構築形状を選択します。 
 
●設定 
設定を行なう測点を選択します。 
 
●標高離れ・センター離れ 
平面線形、縦断線計のセンターとの距離を入力します。 
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⑫ 断面積一覧画面 

入力済みの計画、現地盤任意点データを使って断面積の計測を行います。 
プレビューに表示されている変化点、交点を右回りで囲む事により断面積が計測されます。 

（交点選択時は、囲む線が交わらない様に選択してください） 
 
計測に使用した点はプレビュー上で赤く表示され、範囲が赤線で囲われます。 
計測範囲が完全に囲まれる（計測開始点と終点が同じ点になる）とその範囲が黄色で塗られます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●区分名称 
登録を行う断面積の名称を入力します。この名称は１路線内全て共通で使用されます。 
 
●断面積 
断面積の入力が行えます。直接入力するほかにプレビューで計測した断面積の取り込みも行えます。 
 
ＣＡＤ図面上からハッチング領域の断面図を自動で取り込む事もできます。 
断面積を取り込みたい区分を選択します。 
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取り込むハッチング領域をクリックします。 
※「面積を加算する」にチェックを付けると、複数のハッチング領域の面積を加算して取り込む事

ができます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「前測点・次測点」ボタン 
表示されている測点の前後の測点データが表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
※ある断面で追加された名称は、他断面でも有効となります。 

挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 

 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
※ある断面で削除された名称は、他断面でも有効となります。 

削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 

クリック 
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●「断面積代入」ボタン 
計測した断面積をカーソル位置の元の断面積を消去して代入します。 
 
●「断面積加算」ボタン 
計測した断面積をカーソル位置の断面積に加算します。 
 
●「桁設定」ボタン 
断面積の入力桁数を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●「印刷」ボタン 
断面積データの印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
断面積一覧画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
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⑬ 計測結果画面（断面積） 

前述の断面積計測時に同時に表示されます。 

断面積計測を終了すると、この画面も自動的に終了します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「通過点」 
計測に使用した点（クリックした点）が表示されます。 
 
●「断面積」 
計測された断面積が自動計算され、表示されます。 
範囲が完全に囲まれる（計測開始点と終点が同じ点になる）と赤字に変わります。 
 
●「数値を残す」 
チェックが付いていると、断面積の計測結果を代入・加算した後も通過点・数値が消去されま

せん。 
チェックが無い場合は、代入・加算により自動的に消去されます。 
 
●「１点戻す」ボタン 
計測に使用している最終点の使用を解除します。 
プレビュー上での右クリックでも同様の機能が働きます。 
 
●「全点消去」ボタン 
計測に使用している全ての点を解除し、選択されている点のない状態にします。 
 
●「任意点」ボタン 
断面積計測に使用する任意点を設定します。 

【190ページ「任意点の追加画面」参照】 
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⑭ 計測結果一覧画面（計測メニュー） 

器械点・視準点を指定し、その２点間の距離・角度を計算します。 
 
横断丁張（計画）画面でメニューバーの「ツール」→「計測」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●器械点・視準点 
距離・角度を計算する点をプレビューからクリックして選択します。 
 
●名称 
計測内容の名称を入力します。 
 
●距離・角度 
選択した２点間の距離・角度が自動表示されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の計測データを削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の計測データが削除されます。 
 
●「任意点」ボタン 
計測に使用する任意点を設定します。 

【190ページ「任意点の追加画面」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
計測結果一覧の印刷を行います。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
計測結果一覧画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
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⑮ 任意点の追加画面 

計測および断面積で使用する任意点を登録します。 

横断丁張（計画）画面でメニューバーの「ツール」→「任意点」をクリックすると表示される画面

です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「数値調整」ボタン 
水平方向・垂直方向の距離を入力し、数値を調整します。 
 
●「印刷」ボタン 
表示されているデータを印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
任意点の追加画面を終了し、横断丁張（計画）画面に戻ります。 
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＜数値調整画面＞ 

任意点追加画面で追加した測点の位置を調節します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●水平方向、垂直方向 
調整値を入力します。 
※「Ｃｔｒｌ ＋↓または↑」キーで垂直方向、「Ｃｔｒｌ ＋ ←または→」キーで水平方向の調

整を行う事ができます。 
 
調節後の値を任意点として代入する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
数値調節画面を終了する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
調節した点を更に調節する場合は、「更に調整」ボタンをクリックしてください。 
 

⑯ 幅員中心の離れ設定画面 

現在選択している断面の幅員中心の離れ量を設定します。 

横断丁張（計画）画面でメニューバーの「設定」→「幅員中心の離れ設定」をクリックすると表示

される画面です。 

 

●幅員中心に離れ設定をする 
チェックを付けると、選択している断面に離れ設定をします。 
平面線形、縦断線形のセンターと、横断丁張のセンターがどれ

だけ離れているか設定します。 
入力できる数値は －９９９.９９９～９９９.９９９です。 
 
離れ量の設定を行う場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
横断丁張（計画）画面に戻る場合は、「キャンセル」ボタンを

クリックしてください。 
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⑰ 立積計算書画面 

各測点で計測された断面積を使用し、立積の計算を行います。 

 
横断測点一覧画面で「立積計算」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●区分名称 
計算を行う区分名称を選択します。 
ここには断面積計測時に入力した断面積名称が表示されます。 
 
●出力 
「○」の表示されている行を対象に計算を行います。 
クリックすると「○」「×」が切り替わります。 
 
一覧から測点名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した測点のみ計算を行います。 
 
「ＡＬＬ」ボタンをクリックすると、全ての行が選択・解除されます。 
「Ｐｌｕｓ」ボタンをクリックすると、起終点以外で測点名に「＋」符号を含む行のみ選択・解

除されます。 
 
●測点名 
計画済みの測点が表示されます。 
 
●追加距離 
その測点の追加距離を入力します。 
この追加距離から単距離が自動計算されます。 
※平面線形と連動させている場合は、自動表示され入力はできません。 
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●断面積 
計測された断面積が計算されます。 
この断面積から平均断面積が計算されます。 
 
●立積 
単距離と平均断面積の積が立積として表示されます。 
 
●合計 
立積の合計が表示されます。 
 
●「桁設定」ボタン 
追加距離、断面積、立積、合計の桁設定を行います。 
 
クリックすると、丸めの設定画面が表示されます。 
入力値・計算値・合計の小数桁数を設定し、 
計算値・合計については末尾の丸め方を選択します。 
 
●「並べ替え」ボタン 
入力された追加距離で並べ替えを行います。 
平面線形との連動時（線形の作成順序に並んでいるため）は表示されません。 
 
●「印刷」ボタン 
立積計算書の印刷を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷する区分名称・用紙サイズ・日付や罫線等の設定を行い、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出力

します。 
 
●「閉じる」ボタン 
立積計算書画面を終了し、横断測点一覧画面に戻ります。 
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（I） 横断丁張 中心線形を使用しない設計 
 

① 横断測点一覧画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●構築形状 
構築形状を選択します。 
 
●「構築形状設定」ボタン 
構築形状を設定します。【162ページ「構築形状設定画面」参照】 
 
●測点名 
測点設定画面で入力した測点名が表示されます。 
 
●追加距離 
測点の追加距離が表示されます。 
 
●「入力」ボタン 
入力を行う測点を選択します。カーソルのある位置の測点が選択されます。 

【165ページ「横断丁張（計画）画面」参照】 
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●「測点設定」ボタン 
測点名・中心座標・横断方向角を入力します。【198ページ「測点設定画面」参照】 
 
●「幅員中心」ボタン 
各断面の幅員中心の離れ量を一括で設定します。 

【184ページ「幅員中心離れ一括入力画面」参照】 
 
●「断面積」ボタン 
各断面（切土、盛土等）の断面積計測を行います。カーソルのある位置の測点が選択されます。 

【185ページ「断面積一覧画面」、188ページ「計測結果画面（断面積）」参照】 
 
●「立積計算」ボタン 
断面積計算済みの測点の一覧を表示し、立積計算を行います。 

【192ページ「立積計算書画面」参照】 
 
●「一括印刷」ボタン 
一括印刷ボタンが表示されます。出力帳票・用紙・サイズ・部数等を設定し、「OK」ボタンで印

刷を実行します。 
 
●「CSV出力」ボタン 
画面のデータをCSV形式ファイル（「,」（カンマ）で区切られたテキストファイル）に出力しま

す。 
 
●「ＴＳ現地盤」ボタン 
ＴＳ（トータルステーション）やＧＰＳから出力された座標データ（ＳＩＭＡ形式・ＣＳＶ形式）

を取り込み、現地盤を作成します。 
「ＴＳ現地盤」ボタンをクリックすると、ＴＳ現地盤画面が表示されます。 
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・「データ取込み」ボタン 
  取り込むファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。 
 

・「データクリア」ボタン 
  取り込んだ座標データ、横断データをすべて削除します。 
 

・「元に戻す」ボタン 
  直前に行った操作を取り消し、元に戻します。 
 

・「やり直し」ボタン 
  「元に戻す」機能で取り消した操作をやり直します。 
 

・「点名表示」ボタン 
  測点名などの点名を表示します。 
 

・「虫眼鏡」ボタン 
  プレビューを拡大・縮小できます。プレビュー上で左クリックすると拡大でき、右クリック

すると縮小できます。 
 

・測点指定 
  センター座標と端部座標を指定します。右端部か左端部を選択します。 
 

・測点範囲 
  選択している測点の前後・左右の取り込み範囲を指定します。測点を取り込む範囲はプレビ

ュー上で赤枠で表示されます。数値を直接入力するか、「▲／▼」ボタンをクリックするかし

て、設定してください。 
 

・「横断点追加」ボタン 
  横断点を追加します。 
 

・「横断点削除」ボタン 
  不要な横断点を削除します。 
 

・「閉じる」ボタン 
  ＴＳ現地盤画面を閉じます。 

データが変更されている場合は、確認メッセージが表示されます。 
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●「SIMA取込」ボタン 
SIMAフォーマットのファイルから横断観測データを取り込みます。 

「SIMA取込」ボタンをクリックし、「計画取込」「現地盤取込」から選択すると、SIMAフォーマ

ットのファイル選択画面が表示されます。 
 
●「SIMA登録」ボタン 
横断観測データを任意のフォルダに保存します。「SIMA登録」ボタンをクリックし、「計画出力」

「現地盤出力」から選択すると、名前を付けて保存画面が表示されます。 
 
●「Ａ納図取込」ボタン 

Ａ納図[A-NOTE]から、計画または現地盤のデータを取り込むことができます。 

取り込む路線を選択し、「ＯＫ」ボタンで実行します。 

※Ａ納図[A-NOTE]をお持ちの場合のみ、ご利用いただけます。 

 
●「座標登録」ボタン 
データのある測点の座標（計画または現地盤）を現在選択中の現場に登録します。 
※平面線形と縦断・勾配・横断が連動していない場合は表示されません。 
 
●「閉じる」ボタン 
横断測点一覧画面を終了し、線形条件設定画面に戻ります。 
 
●「主メニュー」ボタン 
横断測点一覧画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面の文字について 

横断データが未入力の測点は、太文字で表示されます。 
横断データを入力すると太文字が解除されます。 
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② 測点設定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点名 
測点名を入力します。 
 
●中心座標（Ｘ・Ｙ） 
中心座標を入力します。 
 
●横断方向角（度分秒） 
横断方向角を入力します。 
※端部座標が入力されている場合は、入力できません。 
 
●端部座標（Ｘ・Ｙ） 
端部座標を入力します。 
※横断方向角が入力されている場合は、入力できません。 
 
●端部種類 
入力した端部座標が右か左を設定します。※端部座標を入力する場合に、設定できます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンを

クリックします。カーソル位置に空白が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソルの位置の行を削除します。削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをク

リックします。カーソル位置の行が削除されます。削除後に、「閉じる」ボタンをクリックし、保

存すると削除した測点に関するデータがすべて削除されます。 
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●「W断面設定」ボタン 
カーソル位置の測点にW断面を設定します。 
 
●「W断面解除」ボタン 
断面設定を解除します。W断面を設定している測点にカーソルを置き、ボタンをクリックすると

解除されます。解除後に、「閉じる」ボタンをクリックし、保存するとWの付いていた測点デー

タがすべて削除されます。 
 
●「閉じる」ボタン 
測点設定を終了し、横断測点一覧画面に戻ります。 
 
●横断方向角 
横断方向角の種類を選択します。 
 

・前方方向となす角（TS）・・・線形に対する前点からの角度。 
 
 
 
 

 
 
 
・真北方向角・・・北から横断面までの角度。 
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（J） 逆幅杭丁張 
逆幅杭計算で横断を作成し、計算された横断の丁張計算を行う事ができます。 
※平面線形と連動している路線のみの機能です。 

平面線形と連動していない路線、連動していても計算実行を行っていない路線は、路線選択画面

には表示されません。 
 

① 座標・測点選択画面「新規作成」タブ 

任意の点の座標を入力し、逆幅杭を計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●座標値 
任意の点の座標値Ｘ・Ｙ・Ｈを入力します。 

「座標一覧」ボタンより座標を選択する事もできます。 
座標値を入力すると座標値の下に、計算された測点名が表示されます。 
 
●「座標一覧」ボタン 
登録されている座標から任意の点を選択する事ができます。 
 
●前の測点、後ろの測点 
計算された測点の前後の横断図が表示されます。 
前後のうちどちらかの横断図を参照する事ができます。 
 
●「決定」ボタン 
計算された測点が線形に追加され、横断丁張の丁張計算画面が表示されます。 
丁張計算の操作については【177ページ「丁張計算」参照】 

計算した測点の座標を登録する場合は、丁張計算結果画面で行ってください。 
※決定すると計算された測点が平面線形に任意点として追加されます。 

また、横断丁張に横断図がコピーされています。 
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●「閉じる」ボタン 

座標・測点選択画面を終了し、路線選択（逆幅杭丁張）画面に戻ります。 

 

② 座標・測点選択画面「計算済み」タブ 

計算された測点が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点名・Ｘ・Ｙ・Ｈ 

「新規作成」タブにて入力し、計算された測点・座標が表示されます。 
 
●「決定」ボタン 
測点を選択しボタンをクリックすると、横断丁張の丁張計算画面が表示されます。 
丁張計算の操作については【177ページ「丁張計算」参照】 

計算した測点の座標を登録する場合は、丁張計算結果画面で行ってください。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「閉じる」ボタン 
座標・測点選択画面を終了し、路線選択（逆幅杭丁張）画面に戻ります。 
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（K） ３Ｄビュー 
路線データを３D表示します。 

※構造物・任意経路は、３D表示されません。 
※３Dを表示するには、以下の４点の条件が必要です。 

① 平面線形と縦断・勾配・横断が連動している。 

② 平面線形が計算されている。 

③ 幅員、縦断線形、勾配線形が全て入力されている区間が存在する。 

④ ③で入力されている区間の横断データが入力されている。 

 
「３Dビュー」ボタンをクリックすると、路線選択（３Dビュー）画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名を選択し、「選択」ボタンをクリックします。 

３D表示を中止する場合は、「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「拡幅・勾配」の変化測点の横断形状が保存されていない場合 
 
以下の確認メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そのまま表示する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
「拡幅・勾配」の変化測点の横断形状を保存する場合は、「いいえ」ボタンをクリックし、表示されている手順

に従って、「拡幅・勾配」の変化測点の横断形状を保存してください。 
「未登録の変化点を確認」ボタンをクリックすると、ＣＳＶファイルでチェック結果が表示されます。 
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３Dビュー画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① 表示 

表示する項目を設定します。 

●ワイヤー 

チェックを付けると、ワイヤーを表示します。 

●面 

チェックを付けると、面を表示します。 

●測点名 

チェックを付けると、測点名を表示します。 

●座標軸 

チェックを付けると、画面右上に座標軸を表示します。 

●平面図 

チェックを付けると、平面図を表示します。 

●透過 

チェックを付けると、路線データを透過します。 

●「表示形状選択」ボタン 

表示する構築形状を選択する事ができます。 
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② 背景 

背景を設定します。 

●なし 

背景を非表示にします。 

●一般 

背景に地平線を表示します。 

●画像 

背景に指定したJPEG画像を表示します。 

●［背景取込］ボタン 

背景に取り込むJPEG画像を指定します。 

※「画像」を選択した場合のみ 

 

 

③ 機能 

その他の機能を説明します。 

●［描画ピッチ］ボタン 

測点間の描画ピッチを設定します。 

●「距離指定」ボタン 

任意の距離に断面を描画します。 

●「断面登録」ボタン 

描画ピッチや距離指定で登録した断面を横断データとして登録します。 

●［起点］ボタン 

起点から眺める位置に視点を移動します。 

●［終点］ボタン 

終点から眺める位置に視点を移動します。 

●［画像出力］ボタン 

３DをJPEG形式で出力します。 

●［平面図］ボタン 

Ａ納図[A-NOTE]で作成した平面図を取り込みます。 

※Ａ納図[A-NOTE]をお持ちの場合のみ、ご利用いただけます。 

●［閉じる］ボタン 

画面を閉じます。 
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（L） 共通設定 
線形・丁張の計算をする際に、共通する設定を説明します。 

① ウィンドウメニュー 

各画面の表示・非表示の設定をします。 
 
メニューバーの「ウィンドウ」をクリックすると、「プレビュー」「ナビゲー

ション」「座標一覧表」が表示されます。 
各画面名称をクリックすると、画面の表示・非表示が切り替わります。 
※表示する設定になっている画面名の左には、チェックマークが表示されます。 

② プレビュー 

選択されている現場に登録されている座標と図を表示します。 

※平面線形の場合は、座標点をクリックすると、その点のＸ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 

同様に、ＣＡＤ図面からもＸ座標・Ｙ座標の取り込み、また図面上の要素をクリックし、半径・

クロソイド要素を取り込む事ができます。 

縦断線形の場合は、ＣＡＤ図面から追加距離・折れ点高・ＶＣＬを取り込む事ができます。 

【32ページ「ＣＡＤ図面参照」参照】 

※平面線形、または勾配線形の場合は、簡易入力画面の取り込みたい欄を選択し、プレビューに表

示されているＣＡＤ図面上の文字要素をクリックすると、幅員・拡幅等を簡易入力画面に取り込

む事ができます。 
【126ページ「ＭＥＭＯ」参照】 

３Dビューでのマウス操作について 
 
●左ドラッグ ························································  視点を回転します。 
 
●右ドラッグ ························································  視点を平行移動します。 
 
●ホイール前転（「ＰａｇｅＵｐ」キー） ················  拡大表示します。 
 
●ホイール後転（「ＰａｇｅＤｏｗｎ」キー） ··········  縮小表示します。 
 
●「Ｓｈｉｆｔ」キー ＋ 左ドラッグ ··················  ゆっくり拡大・縮小します。 

※右方向：拡大、左方向：縮小 
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次のように表示される画面が異なります。 

●平面線形・勾配線形・逆幅杭丁張の場合 

 
 
 
 
 
 

 

 
●縦断線形の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●横断丁張の場合 
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プレビューに表示されている点の名前は、以下の規則で表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「虫眼鏡」ボタン 
プレビューを拡大・縮小できます。 
ボタンをクリックし、画面上で左クリックすると拡大され、右クリックすると縮小されます。 
 
 
●「選択」ボタン 
ボタンをクリックし、プレビュー上で点をクリックすると横断丁張（計画）画面のカーソル位置

にその点のデータを取り込む事ができます。 
※横断丁張（計画）画面で既にデータが入力されている行にカーソルがある場合、プレビュー上

でクリックしたデータを上書きしますので、ご注意ください。 
 
●「点検索」ボタン 
ボタンをクリックし、プレビュー上で点をクリックすると、その点のデータ行へカーソルが移り

ます。 
※横断丁張（計画）画面、交点計算画面にて使用できます。 
※平面線形と連動時は、端部の選択はできません。 
 
●「印刷」ボタン 
プレビュー印刷画面が表示されます。 
用紙の設定等をし、印刷を行います。 
 
●「座標登録」ボタン 
選択した点の座標を座標一覧に登録します。 
※平面線形と連動していない場合は、表示されません。 
 
 

ＰＣＰ    ：計画のセンター 
ＰＬ＊、ＰＲ＊：計画の左側、右側 
ＧＣＰ    ：現地盤のセンター 
ＧＬ＊、ＧＲ＊：現地盤の左側、右側 
ＸＬ＊、ＸＲ＊：左側、右側の交点 
ＮＬ＊、ＮＲ＊：任意点の左側、右側 
ＡＣ＊    ：舗装断面のセンター 
ＡＬ＊、ＡＲ＊：舗装断面の左側、右側 
ＳＴ＊    ：構造物 

（＊は番号） 
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「座標登録」ボタンをクリックし、プレビューの座標を選択すると、座標登録画面が表示されます。 
 
 
 

 

 
 
 
 
測点名、Ｘ・Ｙ・Ｈの座標が表示されます。 
測点名は変更する事が可能です。 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、座標の登録を行います。 
座標の登録を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●「構造物選択」ボタン 
プレビュー上に構造物がある場合、選択する事ができます。 
※構造物がない場合は、ボタンがグレー表示となります。 
 
●「構造物マウス移動」ボタン 
選択した構造物を移動します。 
移動先の点をクリックすると、構造物の擦り付け位置が選択した点に移動します。 
 
●「構造物移動量設定」ボタン 
移動量を設定し、構造物を移動します。 
 

プレビューの「構造物移動量設定」ボタンをクリックすると、移動量設定画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 

 

 
「水平長、高低差」「ＣＬ距離、計画高」 
移動方法をどちらかから選択します。 
「水平長、高低差」は、構造物の擦り付け位置からの移動量分移動します。 
「ＣＬ距離、計画高」は、センターの計画高から移動量分移動します。 
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●「左・右」ボタン 
左右どちらに移動するかを選択します。 
 
●移動量入力欄 
移動方法により「水平長、高低差」「ＣＬ距離、計画高」が切り替わります。 
任意の移動量を入力してください。 
 
 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●「構造物追加」ボタン 
プレビューに新規の構造物を追加します。 
 
プレビューの「構造物追加」ボタンをクリックすると、規格選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画面左側にフォルダが表示されます。 
フォルダを選択すると登録された構造物の一覧が表示されます。 
 

「選択」ボタン 
取り込む構造物を一覧から選択し、ボタンをクリックすると擦り付け位置選択画面が表示されます。 
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プレビュー上に構造物を擦り付ける際の擦り付け位置を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
構造物の擦り付け位置をクリックすると、赤い×印が表示されます。 
※「位置選択」ボタンが選択されている場合、位置選択を行う事ができます。 
続けて、プレビュー上の擦り付け位置をクリックすると、同様に赤い×印が表示されます。 
 
・「左右反転」ボタン 

構造物を左右反転します。 
 
・「移動」ボタン 

擦り付け位置を移動します。 
 

クリックすると、擦り付け位置移動画面が表示されます。 
縦・横の移動量を入力し、「移動」ボタンをクリックしてください。 
擦り付け位置選択画面の赤い×印が移動します。 

 
移動を確定する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 
・「位置選択」ボタン 

ボタンが選択されている場合は、擦り付け位置を選択する事ができます。 
 
・「拡大縮小」ボタン 

表示画面を拡大・縮小できます。 
ボタンをクリックし、画面上で左クリックすると拡大され、右クリックすると、縮小されます。 
※画面右下の目盛を移動しても同様に表示倍率が変更します。 

 
 

表示サイズの目盛を移動すると、画面の表示サイズが変わります。 
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・全点表示 
チェックを付けると、「パラメトリック形状エディタ」にて作成した点を全て表示します。 

 
 
設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

「絞込」ボタン 
規格に含まれる文字を入力し、検索する事ができます。 
検索対象は現在選択しているフォルダです。 
 
 
 
 
 
 
「ＯＫ」ボタンをすると、絞り込みが行われます。 
絞り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
※絞り込みを行っている場合、「規格編集」「規格作成」「規格削除」の機能を使用する事はできま

せん。 
 

「絞込解除」ボタン 
絞り込みを解除します。 
 
「規格編集」ボタン 
パラメータ入力画面が表示されます。 
 
形状の各部位の寸法を変更・入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

表示サイズの目盛を移動すると、 
形状の表示サイズが変わります。 
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・「規格名」 
規格編集時は、選択している構造物の規格名が表示されます。 
規格作成時は、規格名欄は空欄となるので、規格名を入力してください。 
※規格編集時、規格名を変更するとデータは上書きされるので、ご注意ください。 

 
・「値（ｍｍ）」 

値を入力します。 
入力した値によって、右側の構造物の寸法が変更されます。 

 
・「延長（Ｌ）」 

延長の入力を行います。 
 
・「新規登録」ボタン 

新規に作成した規格が登録されます。 
 
・「上書き登録」ボタン 

変更した規格が上書きで登録されます。※規格編集の場合のみ表示されます。 
 
・「初期値」ボタン 

変更した数値を変更前に戻します。 ※新規規格の場合のみ表示されます。 
 
・「キャンセル」ボタン 

規格編集、新規規格を中止し、規格選択画面に戻ります。 
「新規規格」ボタン 
パラメータ入力画面が表示されます。 
現在選択している構造物を参照し、新規の規格を作成します。 
パラメータ入力画面については【211ページ「「規格編集」ボタン」参照】 
 

「規格削除」ボタン 
カーソル位置の規格を削除します。 
削除する規格をクリックして選択し、「削除」ボタ

ンをクリックすると、削除を確認するメッセージが

表示されます。 
 
削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

「閉じる」ボタン 
規格選択画面を終了します。 
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●「構造物削除」ボタン 
選択している構造物を削除します。 
ボタンをクリックすると、削除を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「構造物反転」ボタン 
選択している構造物を擦り付け位置を基準として、反転します。 
 
●方向杭の表示 
チェックを付けると、方向杭を縦の破線で表示します。 
※平面線形と連動していない場合は、表示されません。 
 
●設定 
表示の設定を変更します。 
チェックを付けると、表示設定画面が表示されます。 
 
「点名を表示する」にチェックを付けると、プレビュ

ーに点名が表示されます。 
 
プレビュー上での測点の形を「・」「×」「表示なし」のいずれかから選択します。 
 
●ＣＡＤ図面参照 
ＣＡＤ図面からＸＹ座標を取り込む事ができます。 

【32ページ「ＣＡＤ図面参照」参照】 
 
●「図面開く」ボタン 
参照するＣＡＤ図面を開きます。 

【33ページ「「図面開く」ボタン」参照】 
 
●「計画取込」ボタン 
計画高を取り込みます。 
 

「計画取込」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 
※説明画面を表示する場合は、説明欄にチェックを付けます。 
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図面のセンターをクリックします。 
  
 
 
 
 
 
 
 
次に計画高のセンターをクリックしてください。 
※端点以外に選択対象を追加する事ができます。【219ページ「ＭＥＭＯ」参照】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に左側の点をセンター側から順番にクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

クリック 

クリック ② 

クリック ① 
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左側の点をクリックしたら、同様に右側の点をセンター側から順番にクリックしてください。 
※横断丁張（計画）画面は、自動的に表示が右側に切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プレビュー右側のＣＡＤ図面で計画線の端点等をクリックすると、横断丁張（計画）画面に水平

長と高低差が取り込まれます。 
※その他の項目は自動計算されます。 
 
更に、プレビュー左側に計画線が描画されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック ③ 
クリック ④ 
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計画高の取り込みを終了後、「終了」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
確認メッセージが表示されるので、「はい」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●「現地盤取込」ボタン 
現地盤高を取り込みます。 
 

「現地盤取込」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 
※説明画面を表示する場合は、説明欄にチェックを付けます。 
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図面のセンター現地盤高（ＧＨ）をクリック、または現地盤高欄に直接入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に現地盤高のセンターをクリックしてください。 
※端点以外に選択対象を追加する事ができます。【219ページ「ＭＥＭＯ」参照】 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に左側の点をセンター側から順番にクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
左側が終了したら、同様に右側の点をセンター側から順番にクリックしてください。 
※横断丁張（現地盤）画面は、自動的に表示を右側に切り替わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クリック 

クリック 

クリック ② 

クリック ① 

クリック ④ 

クリック ③ 
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プレビュー右側のＣＡＤ図面で現地盤線の端点等をクリックすると、横断丁張（現地盤）画面（入

力方法：直接入力）に単距離と比高が取り込まれます。 
※その他の項目は自動計算されます。 
 
更に、プレビュー左側に現地盤線が描画されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現地盤の取り込みを終了後、「終了」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
確認メッセージが表示されるので、「はい」ボタンをクリックしてください。 
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「計画取込」「現地盤取込」機能での選択対象の切り替え 

 

「計画取込」「現地盤取込」機能で図面を選択する際に、ＣＡＤ図面上で右クリックします。 

表示されるメニューから、端点以外に選択対象とする点を設定する事ができます。 

 
 
 
 
 
 

 

 中点  
要素の中点を選択する事ができます。 

 

 

 円弧４分割点  

円・円弧の４分割点を選択する事ができます。 

 
 
 
 

 

 中心点  

円・円弧の中心点を選択する事ができます。 

 
 
 

 

 線上点  

線上を選択する事ができます。 
 
 

 

 フリー点  

要素の有無に関わらず任意の場所を選択する事ができます。 

中点 

 

円弧４分割点 

中 心

 

線上点 
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●選択文字取得 
横断丁張（計画）画面でCAD図面の文字を取得する事ができます。 

数値をそのまま取得するか、1/1000に変換して取得するか選択する事ができます。 
 
 

③ ナビゲーション 

ナビゲーションにはプレビューに描かれている全体図

が表示されます。 

 

ナビゲーションの赤枠をドラッグにて移動する事により、

プレビューの表示範囲を変える事ができます。 
 
 
 

④ 座標一覧表 

選択している現場に登録されている座標の一覧表を表示します。 

 

表をクリックすると、プレビューと同様に、器械点・０方向等の欄にその点の測点名・Ｘ座標・Ｙ

座標を取り込む事ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「種別」には座標を取り込んだ箇所名が表示されます。 
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V. 面積・体積 
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１１１１  面積・体積 
 
面積・体積の計算を行います。 
ここでは計算書を作成して面積・体積を算出する方法と、座標から面積を計算する方法があります。 
 
 
主メニュー画面の「面積・体積」タブをクリックして面積・体積画面を開き、計算方法のボタン

をクリックします。 
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（A） 面積・体積共通操作 
面積・体積の計算時、共通する操作をご説明します。 
 

① 計算書選択画面 

各種計算書作成時には計算書選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「入力」ボタン 
カーソル位置の計算書（区画）を表示し、データ入力を行います。 
 
●「新規」ボタン 
新たな計算書（区画）を作成します。 
 
●「複写」ボタン 
カーソル位置の計算書（区画）を複写し、新たな計算書（区画）を作成します。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の計算書（区画）を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の計算書（区画）が削除されます。 
 
●「閉じる」ボタン 
計算書選択画面を終了し、主メニュー画面に戻ります。 
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② 控除・別計上面積（平積・立積） 

控除面積・別計上面積（平積・立積）を入力・計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●名称 
控除・別計上の名称を入力します。 
 
●単位面積（平積・立積） 
控除・別計上の１つあたりの面積（平積・立積）を入力します。 
 
●数量 
対象の範囲にある個数を入力します。 
 
●面積（平積・立積） 
単位面積（平積・立積）・数量から自動計算されます。 
 
●合計 
表示されている控除・別計上の合計面積（平積・立積）が表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の計測データを削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の計測データが削除されます。 
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●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
 
●「公式入力」ボタン 
単位面積（平積・立積）欄にカーソルがある場合のみボタンが表示されます。 
ボタンをクリックすると、形状選択画面が表示されます。 
 

＜公式入力画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白抜きの入力欄に数値を入力すると、公式にあわせて面積・体積が自動計算され表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
面積（体積）入力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

（体積の形状） （面積の形状） 
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●「名称マスタ」ボタン 
控除・別計上の面積（体積）をマスタとして登録する事ができます。 
マスタに登録した内容は控除・別計上入力画面の名称

欄に表示されるドロップダウンボタンで一覧表示され、

選択する事ができます。 
※名称欄の一覧は、名称マスタに登録した順番で表示されます。 
 

＜名称マスタ画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「公式入力」ボタン 
各種形状の公式にあわせて数値入力し、面積（体積）を自動計算します。 
このボタンは「単位面体積」欄にカーソルがある場合のみ使用できます。 
 
●「閉じる」ボタン 
名称マスタ入力画面を終了し、控除・別計上入力画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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③ 丸めの設定 

面積・平積・立積計算時の桁設定を行います。 
 
メニューバーの「設定」→「丸めの設定」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力値・計算値・合計の小数桁数を設定し、計算値・合計については末尾の丸め方を選択します。 
 
 
平積計算書・立積計算書の「丸めの設定」は「平均幅員（断面）」の設定項目があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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（B） 倍横距 
入力されている座標データの測点を選択し、囲まれた範囲に対して倍横距法により面積計算を行い

ます。 

 

① 入力画面（全体） 

区画選択画面で入力、または新規を選択した場合、入力画面となります。 

プレビュー・ナビゲーション・座標一覧表の表示・非表示は、倍横距画面の「ウィンドウ」メニュ

ーで設定可能です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
倍横距の計算は「プレビュー」「座標一覧表」どちらかの画面から既に登録されている座標を選択、

または新規座標を直接入力してその計算結果を自動表示します。 
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② 倍横距画面 

「プレビュー」「座標一覧表」どちらかの画面で選択された座標点、または直接入力された座標点

から自動計算を行い、結果が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●区画名 
倍横距の区画の名称を入力します。 
 
●画地 
画地の名称が表示されます。 
画地名は変更する事もできます。 
 
●測点名・データ 
選択した座標と計算結果が自動表示されます。 
測点名を直接入力した場合は、座標値も入力を行ってください。 
 
●合計欄 
面積計 ：面積（倍面積／２）が表示されます。 
坪数  ：総面積を坪に換算した結果が表示されます。 
総面積 ：控除計・別計上計を加味した面積の合計が表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
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●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
 
●「控除」／「別計上」ボタン 
控除面積・別計上面積（平積・立積）を入力・計算します。 
操作方法は【224ページ「控除・別計上面積（平積・立積）」参照】 

 

●「面積分割」ボタン 
表示中の画地の分割画面が表示されます。 

【233ページ「面積分割」参照】 

 
●「新規画地」ボタン 
新たな画地画面が表示されます。 
画地は最大２００箇所まで登録できます。 
 
●「画地削除」ボタン 
表示中の画地を削除します。 
 
画地名欄のドロップダウンボタンをクリック、または画地名タブをクリックし、削除を行う画地

を表示させます。 
「画地削除」ボタンをクリックすると、削除を確認するメ

ッセージが表示されます。 
 
削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックして

ください。 
 
●「画地一覧」ボタン 
登録されている画地データが一覧形式で表示されます。 
印刷・並べ替え等を行う事が可能です。 

【235ページ「画地一覧」参照】 
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●「ＳＩＭＡ取込」ボタン 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルから、画地データを取り込みます。 

「ＳＩＭＡ取込」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡフォーマットのファイル選択画面が表示され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＩＭＡフォーマットのファイルが保存されているフォルダを指定すると、ファイル名一覧にファ

イル名が表示されます。 
 
拡張子欄で、表示させるファイルの拡張子を「ＳＩＭ」「ＴＸＴ」のどちらかから選択します。 
 
任意のＳＩＭＡフォーマットのファイルをクリックにて選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、ＳＩＭＡ取り込み画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
画地一覧から画地名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 
選択した画地のみ取り込まれます。 
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「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての画地が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
画地の取り込みを実行する場合は、「取込」ボタンをクリックします。 
画地の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●「座標登録」ボタン 
表示中の画地に登録されている測点名・座標を、座標データに登録します。 

【236ページ「座標登録」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
倍横距のデータを印刷します。 
用紙サイズ・印刷する画地等を設定し、「Ｏ

Ｋ」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
倍横距画面を終了し、区画選択（倍横距）画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 



 - 233 -  

③ 面積分割 

画地を分割する事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●分割元 
分割を行う画地名称が表示されます。 
分割する画地を変更するには、右端のドロップダウンをクリックして一覧から選択します。 
 
●元図面積 
分割元で選択されている画地の面積が自動表示されます。 
 
●割込面積 
求積側面積の目標値を入力します。 
割合を入力したら、割込面積は自動計算で求める事ができます。 
 
●割合 
求積側面積の割合を入力します。 
 
●分割形式 
分割する方法を選択します。 
選択した方法の図解が右に表示されます。 
 
●「分割実行」ボタン 
設定した内容の分割を実行し、面積分割結果画面が表示されます。 

【234ページ「面積分割結果」参照】 
 
●「データクリア」ボタン 
画面に表示されているデータを全て消去します。 
 
●「キャンセル」ボタン 
面積分割画面を終了し、倍横距画面が表示されます。 
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④ 面積分割結果 

設定した内容の分割を実行し、面積分割結果画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●分割結果 
分割結果が表示されます。 
求積側面積と残りの面積の画地名はタブを切り替え確認する事ができます。 
また、それぞれの画地名を変更する事ができます。 
 
●「データ入れ替え」ボタン 
求積側画地と残りの画地のデータを入れ替えます。 
 
●追加される測点 
分割を実行した際の分割線と画地の交点が表示されます。 
測点名は変更する事ができます。 
 
●「画地登録」ボタン 
分割結果の画地を画地登録します。 
この時「分割元の画地を削除する」にチェックを付けると、元の画地が削除されます。 
 
●「キャンセル」ボタン 
面積分割結果画面を終了し、面積分割画面に戻ります。 
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⑤ 画地一覧 

登録されている画地データを一覧形式で表示し、合計が自動計算されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●計算 

「＋」になっている画地のデータが合計に加算され、「－」になっている画地は控除されます。 
「＋」をクリックすると「－」が表示されます。 
 
●行番号・画地名 
行番号の左に三角印が表示されている場合は、印刷・プレビュー表示の対象となります。 
クリックすると選択が切り替わります。 
 
●面積・控除計・別計上計・総面積・坪数 
各画地の合計欄の面積・坪数等が表示されます。 
 
●合計 
選択されている全画地の合計が表示されます。 
 
●「訂正」ボタン 
カーソル位置の画地名称を変更する事ができます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の画地データを削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の画地が削除されます。 
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●「上へ・下へ」ボタン 
カーソル位置の画地を上下の段に移動し、並べ替えができます。 
 
●「印刷」ボタン 
選択されている画地データを印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
画地一覧画面を終了し、倍横距画面に戻ります。 
 
 

⑥ 座標登録 

測点名を入力し、計算結果の座標を新座標として登録します。 
同じ測点が既に存在する場合、以下の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上書き ·············· 元データに同じ測点名があった場合、登録する座標を元データに上書き 

します。 

 

追加 ················ 元データはそのままで、登録する座標のみを新規に追加登録します。 

※同じ測点名があった場合、重複して登録されます。 

 

取り込まない ········ 元データに同じ測点名があった場合、その測点は座標登録を行いません。 

 

「一括設定」ボタン ··· 取り込み方法を一括で設定します。 
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⑦ プレビュー 

プレビューには選択されている現場に登録されている座標と座標計算結果図が表示されます。 
座標点をクリックすると、その点の測点名・Ｘ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 
同様に、ＣＡＤ図面からもＸ座標・Ｙ座標を取り込む事ができます。 
 

 

 

 

 

 

⑧ ナビゲーション 

ナビゲーションにはプレビューに描かれている全体図

が表示されます。 

 

ナビゲーションの赤枠をドラッグにて移動する事によ

り、プレビューの表示範囲を変える事ができます。 

 

⑨ 座標一覧表 

選択されている現場に登録されている座標の一覧表が表示されます。 
表をクリックするとプレビューと同様に、指定した点を選択する事ができます。 

「種別」にはプレビュー、または座標一覧表から座標を選んだ時「始点」もしくは選択した順番が

表示されます。 
２回以上選択された点は、始点以外なら後から選択したものが有効になります。 
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（C） ヘロン計算書 
３辺の距離を入力し、面積を計算します。（計算書のみの出力となります） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●計算書名 
計算書の名称を入力します。 
 
●ａ・ｂ・ｃ辺 
３辺の距離を入力します。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
 
●控除・別計上面積 
控除面積・別計上面積を入力・計算します。 
操作方法は【224ページ「控除・別計上面積（平積・立積）」参照】 
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●「印刷」ボタン 
計算書（ヘロン計算書・控除面積計算書・別計上面積計算書）を印刷します。 
 

●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「コンバート」ボタン 
表示されている計算書データを弊社オプションソフト

「出来形展開図作成」の計算書にコンバートします。 
 
書類名・データ種類を設定し、「ＯＫ」ボタンをクリッ

クします。 
コンバートを中止する場合は、「キャンセル」ボタンを

クリックしてください。 
 
●「閉じる」ボタン 
ヘロン計算書画面を終了し、計算書選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 

（D） 平積計算書 
距離・左右の幅員を測点ごとに入力し、平積を計算します。 

（計算書のみの出力となります） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●計算書名 
計算書の名称を入力します。 
 
●測点名 
測点名を入力します。 
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●距離 
設定されている測点間距離が自動表示され、変更も可能です。 
 
●左右幅員・全幅員 
左右の幅員、または全幅員を入力します。 
左右の幅員を先に入力した場合、全幅員は自動計算され入力できません。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
 
●控除・別計上平積 
控除平積・別計上平積を入力・計算します。 
操作方法は【224ページ「控除・別計上面積（平積・立積）」参照】 

 
●「印刷」ボタン 
計算書（平積計算書・控除平積計算書・別計上平積計算書）を印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「コンバート」ボタン 
表示されている計算書データを弊社オプションソフト

「出来形展開図作成」の計算書にコンバートします。 
 
書類名・データ種類を設定し、「ＯＫ」ボタンをクリック

します。 
コンバートを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをク

リックしてください。 
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●測点名一括入力 
測点を一括して作成します。 
メニューバーの「一括入力」→「測点名」をクリックすると、測点名一括入力画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
測点を一括作成する測点名を入力し、入力方法を「追加」「重ね書き」「挿入」から選択します。 
測点の一括作成を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
作成を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●幅員一括入力 
幅員を一括して入力します。 
メニューバーの「一括入力」→「幅員」をクリックすると、

幅員一括入力画面が表示されます。 
 
幅員を一括入力する測点を選択し、幅員の数値を入力します。 
幅員の一括入力を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリ

ックします。 
入力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリック

してください。 
 
●測点形式の設定 
測点名形式、測点間距離を設定します。 
※設定を変更した場合は、同一現場内のほかの平積計算書、立積計算書の測点名形式も同様の設定

となります。 
メニューバーの「設定」→「測点形式の設定」をクリックす

ると、測点形式の設定画面が表示されます。 
 
測点名形式、測点間距離を設定します。 
 
設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックし

てください。 
 
●「閉じる」ボタン 
平積計算書画面を終了し、計算書選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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（E） 立積計算書 
立積を計算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●計算書名 
計算書の名称を入力します。 
 
●測点名 
測点名を入力します。 
 
●距離 
設定されている測点間距離が自動表示され、変更も可能です。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
 
●公式入力 
面積・体積の計算を行います。 
操作方法は【245ページ「公式入力」参照】 
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●控除・別計上立積 
控除立積・別計上立積を入力・計算します。 
操作方法は【224ページ「控除・別計上面積（平積・立積）」参照】 
 
●「印刷」ボタン 
計算書（立積計算書・控除立積計算書・別計上立積計算書）を印刷します。 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●測点名一括入力 
メニューバーの「一括入力」→「測点名」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
一括入力する測点名を入力し、入力方法を「追加」「重ね書き」「挿入」から選択し「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。 
 
●断面積一括入力 
メニューバーの「一括入力」→「断面積」をクリックします。 
断面積を一括入力する測点名を選択し、断面積を入力したら

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
※公式入力の操作については【245ページ「公式入力」参照】 

 
 
  
●測点形式の設定 
測点名形式、測点間距離を設定します。 
※設定を変更した場合は、同一現場内のほかの平積計算書、立 

積計算書の測点名形式も同様の設定となります。 
メニューバーの「設定」→「測点形式の設定」をクリックします。 
測点名形式、測点間距離を設定したら、「ＯＫ」ボタンをクリッ

クします。 
 
●「閉じる」ボタン 
立積計算書画面を終了し、計算書選択画面に戻ります。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 



 - 244 -  

（F） 名称マスタ 
控除・別計上の面積（平積・立積）をマスタとして登録する事ができます。 
マスタに登録した内容は控除・別計上入力画面の名称欄に

表示されるドロップダウンボタンで一覧表示され、選択す

る事ができます。 
※名称欄の一覧は、名称マスタに登録した順番で表示されます。 
 

① 登録画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●名称 
単位面体積の名称を入力します。 
 
●単位面体積 
面積・体積の値を直接入力、または「公式入力」の機能から数値を入力します。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「公式入力」ボタン 
各種形状の公式にあわせて数値入力し、面積（体積）を自動計算します。 
このボタンは「単位面体積」欄にカーソルがある場合のみ使用できます。 
 
●「閉じる」ボタン 
名称マスタ画面を終了します。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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② 公式入力 

面積・体積の計算を行います。 
 
（面積の形状）                （体積の形状） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白抜きの入力欄に数値を入力すると公式にあわせて面積・体積が自動計算され表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
面積（体積）入力を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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（G） 各種公式計算 
各種計算公式により面積、体積を計算します。 

 
主メニュー画面の「面積・体積」の各種計算公式ボタンをクリックすると、面積・体積計算を行

う事のできる形状のボタンが表示されます。 
 
＜面積計算＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜体積計算＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「戻る」ボタンをクリックすると、通常画面に戻ります。 
形状名称のボタンをクリックすると、計算書選択画面が表示されます。 
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① 計算書選択 

同じ形状の計算を計算書名で分けて管理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「入力」ボタン 
カーソル位置の計算書を表示し、データ入力を行います。 
 
●「新規」ボタン 
新たな計算書を作成し、データ入力を行います。 
 
●「複写」ボタン 
カーソル位置の計算書を複写し、新たな計算書を作成します。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の計算書を削除します。 
削除する計算書をクリックして選択し、「削除」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示

されます。 
 
 
 
 
 
削除を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
削除を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 
「はい」ボタンをクリックすると、選択した計算書が削除されます。 
 
●「閉じる」ボタン 
計算書選択画面を終了し、主メニュー画面の形状選択に戻ります。 
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② 入力画面 

右上に表示されている形状の箇所にあわせて数値、摘要を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●計算書名 
計算書名を入力します。 
 
●データ 
辺・高さ等の数値を入力すると、面積・体積が自動計算されます。 
 
●合計 
自動計算された面積・体積の合計値が表示されます。 
 
●「挿入」ボタン 
カーソル位置に空白行を挿入します。 
挿入する行をクリックして反転表示させ、「挿入」ボタンをクリックします。 
カーソル位置に空白行が挿入されます。 
 
●「削除」ボタン 
カーソル位置の行を削除します。 
削除する行をクリックして反転表示させ、「削除」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の行が削除されます。 
 
●「データクリア」ボタン 
表示中の画面のデータが全て消去されます。 
ボタンをクリックすると、データクリアを確認するメッセージが表示されます。 
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●「印刷」ボタン 
表示されている計算書を印刷します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用紙サイズ・ずれ量等を設定します。 
計算書にイメージ図・計算式も印刷する場合は、「イメージ図・計算式を表示する」にチェックを

付けます。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
印刷を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
●「ＣＳＶ出力」ボタン 
画面のデータをＣＳＶ形式ファイル（「，」（カンマ）で区切られたテキスト形式ファイル）に出

力します。 
 
●「閉じる」ボタン 
入力画面（計算書作成画面）を終了し、計算書選択画面に戻ります。 
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③ 公式一覧 

登録されている面積・体積の公式一覧です。 
 
＜面積計算公式一覧＞ 
 

形状名 計算公式 入力項目と条件 形状 

三角形 面積 ＝ 
１

２
 ｂｈ ｂ、ｈ 

 

平行 
 四辺形 面積 ＝ ｂｈ ｂ、ｈ 

 

台 形 面積 ＝ 
１

２
 （ａ＋ｂ）ｈ ａ、ｂ、ｈ 

 

三斜 
 誘致法 面積 ＝ 

１

２
 ｂｈ ｂ、ｈ 

 

円（半径） 面積 ＝ πｒ2 ｒ 

 

円（直径） 面積 ＝ 
１

４
 πｄ2 ｄ 

 

楕 円 面積 ＝ 
１

４
 πａｂ ａ、ｂ 

 

扇 形 
（弧長） 面積 ＝ 

１

２
 ｒＬ ｒ、Ｌ 
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形状名 計算公式 入力項目と条件 形状 

扇 形 
（Degree） 面積 ＝ 

θ

３６０°
 πｒ2 ｒ、θ 

00360000 ′′′°′′′°= ～θ  

 

扇 形 
(Radian） 面積 ＝ 

１

２
 θｒ2 

ｒ、θ 

θ＝0～2π 

 

欠 円 
（弧長） 

面積 ＝ 
１

２
   L－ｒ・ｓｉｎ  

Ｌ

ｒ
   ｒ ｒ、Ｌ 

 

欠 円 
（Degree） 

面積 ＝ 
１

２
  

θ

180°
 π－ｓｉｎθ ｒ2 ｒ、θ 

00360000 ′′′°′′′°= ～θ  

 

欠 円 
 (Radian） 面積 ＝ 

１

２
 （θ－ｓｉｎθ）ｒ2 

ｒ、θ 
θ＝0～2π 

 



 - 252 -  

＜体積計算公式一覧＞ 
 

形状名 計算公式 入力項目 形状 

柱 体 体積＝Ａ（底面）ｈ Ａ（底面）、ｈ 

 

錐 体 体積 ＝ 
１

３
 Ａ（底面）ｈ Ａ（底面）、ｈ 

 

楔 形 体積 ＝ 
１

６
 （ａ＋ｂ＋ｃ）ｄｈ ａ、ｂ、ｃ、 

ｄ、ｈ 

 

載 頭 
（ｵﾍﾞﾘｽｸ） 体積 ＝ 

１

６
 {（２ａ1＋b1）ａ2＋（２ｂ 1＋ａ1）ｂ2 } ｈ 

ａ1、ａ2、 
ｂ1、ｂ2、ｈ 

 

載 頭 
（平均法） 体積 ＝ 

１

２
 （Ａ＋Ｂ）ｈ Ａ、Ｂ、ｈ 

 

球 体 
（半径） 体積 ＝ 

４

３
 πｒ3 ｒ 

 

球 体 
（直径） 体積 ＝ 

１

６
 πｄ3 ｄ 

 

楕円体 体積 ＝ 
１

６
 πａｂｃ ａ、ｂ、ｃ 
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VI. 図面作成 
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１１２２  図面作成 
 
システム内で計算された座標点、トラバース計算・倍横距等の結果を図化します。 
 

（A） 図面作成の概要 
図化できるものは「座標展開」「放射逆計測設計画図」の２種類があります。 

また、上記２つで作成された図面に更に文字等を書き入れる「修飾ＣＡＤ」「タイトル枠エディタ」

があります。 

 

弊社オプションソフトとして、縦断線形データと横断丁張データを図化する「縦・横断図作成」が

あります。 

※「縦・横断図作成」をご購入いただいたお客様は、別冊の入門ガイドをご覧ください。 

 

 

主メニュー画面の「図面作成」タブをクリックして図面作成画面を開き、「座標展開」または「放

射逆計測設計画図」ボタンをクリックします。 
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（B） 座標展開 
現在選択されている現場の座標データを図化します。 

図面上には座標のデータとして、測点マーク・測点名・標高・結線距離・画地名・面積・坪数を、

背景には座標軸を表示できます。 

描画機能を使用して座標を結線する事や、計算書レイアウト画面を起動して計算書を取り込む事も

可能です。 

また、表示範囲を移動・回転したり、縮尺を自由に設定できます。 

 

① 基準（案）の選択 

工事が電子納品対象かどうかを選択し、任意のＣＡＤ製図基準（案）を選択します。 
 
新規工事の場合、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面が表示されます。 
この画面では、工事が電子納品対象かどうかを選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択が終了したら、「次へ」ボタンをクリックします。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
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●電子納品対象を選択して次へ進むと、工事に適用する基準（案）を選択する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の基準（案）を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
 
 

「次へ」ボタンをクリックすると、分類を選択する画面が表示されます。 
※選択している基準（案）により、表示される画面が異なります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の分類を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
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任意の基準（案）を選択して次へ進むと、準備が完了したという画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
設定の内容を確認し、「完了」ボタンをクリックします。 
「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
 
 
●電子納品対象外を選択して次へ進むと、準備が完了したという画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定の内容を確認し、「完了」ボタンをクリックします。 

「戻る」ボタンをクリックすると、１つ前の画面に戻ります。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザード画面を終了します。 
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一度設定した後に基準（案）の選択をし直す場合は、メニュー

バーの「設定」→「ＣＡＤ製図基準（案）設定」をクリックし、

ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザードを起動します。 
 
任意の設定を行い、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウィザードを完了すると、メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。 
 

「完了」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
※電子納品対象・対象外の設定により、メッセージの内容が異なります。 
 
設定を実行する場合は、「はい」ボタンをクリック

します。 
設定を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリッ

クしてください。 
 
 
基準（案）の選択が終了すると、座標展開画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 259 -  

② メイン画面 

座標展開のメイン画面は下図のようになっています。 

画面左側で印刷イメージを表示し、右側で図面全体が表示され編集を行います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷イメージに表示している範囲は、画面右側にて赤枠で囲まれている部分です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図面全体 

印刷イメージ 
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③ 編集 

図面の編集・表示切り替え等の機能です。 
各タブをクリックして表示されるボタン機能を左から順にご説明します。 
 
 
 
図面の新規作成、図面の読み込み、保存、印刷等を行います。 
 

「ファイル」タブをクリックしてください。 
 
 
 
 
●「新規作成」ボタン 
現在表示されている図面の全ての設定を初期化します。 
保存を行っていない場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
 
●「開く」ボタン 
保存されている図面ファイルを読み込みます。 
 
「開く」ボタンをクリックすると、図面を開く画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

画面下にあるプレビューを確認しながら、一覧から任意の図面を選択します。 
 
図面を選択したら、「開く」ボタンをクリックします。 
図面を開く操作を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

ファイル タブ 
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●「保存」ボタン 
現在編集中の図面を保存します。 
新規保存、または上書き保存の画面が表示されます。 
摘要欄に任意の名前を入力し、「ＯＫ」ボタンをクリックして保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「印刷」ボタン 
図面を印刷します。 

「印刷」ボタンをクリックすると、印刷画面が表示されます。 
 
＜用紙サイズ＞ 
用紙サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択し

ます。 
 
＜サイズの微調整＞ 
１００％を標準とし、用紙に対する印刷領域のサ

イズを微調整する事ができます。 
数値を入力、またはアップダウンボタンをクリッ

クして拡大率を設定します。 
 
＜帳票全体のずれ量＞ 
印刷領域を用紙の中心からずらす事ができます。 
縦・横方向のずれ量（ｍｍ単位）を入力、または

アップダウンボタンで数値を選択します。 
 
＜白黒モードで印刷＞ 
チェックを付けると、白黒モードで印刷します。 
 
＜フォントを置き換えて印刷＞ 
任意のフォントに置き換えて印刷を行います。 
チェックを付け、ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のフォントを選

択してください。 
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＜印刷方向９０°回転＞ 
プリンタの機種により印刷が正常に行われない場合があります。 
チェックを付け、印刷を試してください。 
 
＜印刷速度＞ 
プロッタをご使用の場合、印刷の速度を変える事ができます。 
 
＜プリンタ切替ボタン＞ 
ボタンをクリックすると印刷画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
プリンタ名欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意のプリンタを選択

してください。 
設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

 

全ての設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
印刷を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」ボタン 
座標展開のデータをＡ納図[A-NOTE]に転送します。 

※ただし、お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされていない場合は、

使用できません。 

操作手順は【274ページ「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」参照】 

 
●「修飾ＣＡＤへ転送」ボタン 
座標展開のデータを修飾ＣＡＤへ転送します。（修飾ＣＡＤファイルとして保存します） 
操作手順は【273ページ「修飾ＣＡＤへ転送」参照】 

 
●「閉じる」ボタン 
座標展開を終了します。 
データの変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示されます。 
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出力範囲・結線・計算書の設定を行います。 
 

「出力範囲／結線／計算書」タブをクリックします。 
 
 
 
 
 
●「選択」ボタン 
図面上に描かれた結線情報を選択します。 
結線の上でクリックすると、選択する事ができます。 
 
●「結線」ボタン 
測点をクリックして座標点間を結線します。 
線種変更は線種タブで設定します。 
 
●「削除」ボタン 
選択されている結線を削除します。 
 
●「出力範囲移動」ボタン 
印刷する範囲（赤枠）を移動します。 
図面全体表示でマウスをドラッグすると赤枠が移動し、出力範囲を変更する事ができます。 
 
●「出力範囲回転」ボタン 
印刷する範囲を回転します。 
図面全体表示でマウスをドラッグすると赤枠が回転し、出力範囲を回転させる事ができます。 
 
●印刷範囲の角度調節 
印刷範囲の角度を直接入力、またはアップダウンボタンをクリックして指定します。 
 
●「０・９０・１８０・２７０」ボタン 
印刷範囲をそれぞれの角度で回転します。 
 
 
 
 
 
 

出力範囲／結線／計算書 タブ 
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●「結線情報取り込み」ボタン 
線形計算・倍横距等の機能で作成された結線情報を取り込みます。 
結線情報一覧が表示されるので、取り込む結線情報を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り込む路線・計算書名をクリックし、「選択」ボタンをクリックします。 
 
取り込む結線の路線・計算書名を選択すると結線の設定画

面が表示されます。 
 
線の選択欄にて、設定を行う結線を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンをクリ

ックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
 
●線種 
指定されている線の種類を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、線種の設定を行う事ができません。 
 
●線色 
指定されている線の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
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一覧の中に任意の色がない場合は、  ボタンをクリックして色を作成します。 
 
「色の作成」 
   ボタンをクリックし、「色の作成」ボタンをクリックすると、色を作成する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の色をグラデーションチャート内でクリックし、色合い・鮮やかさ・明るさを設定します。 
作成した色は左側のパレットの「作成した色」に表示されるので、その色を選択し、「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。 
中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
●線幅 
指定されている線の幅を設定します。 
任意の線幅をドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示される線幅が異なります。 

また、「線幅設定」ボタンは電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 

「線幅設定」ボタンをクリックすると、線幅設定画面が表示されます。 
基準（案）では、「細線：太線：極太線」の割合が、「１：２：４」に

定められています。 
基準（案）に基づき、設定を行ってください。 
ただし、協儀の上、細線・太線・極太線の線幅を任意で変更する場合

は、「太線・極太線を自動設定」のチェックをはずします。 
ドロップダウンボタンをクリックし、一覧より任意の線幅を選択して

ください。 
 

●この線を取り込む 
チェックを付けると、選択されている線を取り込みます。 
 
●結線間距離をつける 
チェックを付けると、結線距離を表示します。 
※平面線形から取り込んだ結線には、センターの距離のみ表示します。 
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取り込む結線が倍横距で計算された場合は、画地名・面積・控除計・別計上計・総面積・坪数を

取リ込む事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り込む画地を画地一覧から画地名、または行番号をクリックし、三角印を付けます。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
●画地名を表示する 
チェックを付けると、倍横距画面にて入力を行った画地名を表示します。 
 
●面積を表示する 
チェックを付けると、倍横距画面にて計算された面積を表示します。 
 
●控除計を表示する 
チェックを付けると、倍横距画面にて入力を行った控除面積の合計を表示します。 
 
●別計上計を表示する 
チェックを付けると、倍横距画面にて入力を行った別計上面積の合計を表示します。 
 
●総面積を表示する 
チェックを付けると、控除面積・別計上面積を除いた総面積を表示します。 
 
●坪数を表示する 
チェックを付けると、倍横距画面にて計算された坪数を表示します。 

 

設定が終了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
結線情報の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
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～ 座標の登録がされていない場合 ～ 
選択した結線情報に登録されていない座標がある場合、確認メッセージが表示されます。 
 
そのまま結線を取り込む場合は、「はい」ボタンをクリ

ックします。 
結線の取り込みを中止する場合は、「いいえ」ボタンを

クリックし、座標の登録を行ってください。 
 
●「計算書レイアウト」ボタン 
編集中の図面に座標一覧・線形計算・トラバース計算・倍横距の機能で計算された計算書を取り

込む事ができます。 
ボタンをクリックすると計算書レイアウト画面が表示されます。 
※計算書レイアウト画面の操作方法については【281ページ「計算書レイアウト」参照】 

 

 
 
結線の線種・線幅・線色等の設定を行います。 
 
「線種」タブをクリックしてください。 
 
 
 
 
●線種 
結線の線種を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択します。 
 
●線幅 
結線の幅を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線幅を選択します。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示される線幅が異なります。 

また、「線幅設定」ボタンは電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
【264ページ「結線情報取込み ボタン」参照】 

 
●線色 
結線の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 

一覧の中に任意の色がない場合は、色パレットのボタンをクリックして色を作成します。 
設定方法については【265ページ「色の作成」参照】 

 
●結線距離をつける 
描画した結線の距離が表示されます。 

線種 タブ 
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画面上での図面の表示サイズを設定します。 

 
「表示サイズ」タブをクリックします。 
 
 
  
●表示サイズ 
全体表示画面の表示サイズを調整します。 
 
●「虫眼鏡」ボタン 
表示画面を拡大・縮小できます。 
ボタンをクリックし、画面上で左クリックすると拡大され、右クリックすると縮小されます。 
※「虫眼鏡」ボタンは全てのタブに表示されています。 
 
 
 
 
画面上での測点の形状、測点名・結線距離の表示／非表示を設定します。 
 
 
 
 
●測点の形 
画面右側の図面全体に表示させる測点の形を設定します。（印刷には反映されません） 
 
●「測点名表示の選択」ボタン 
測点名を表示する際、指定した測点名のみを表示する事ができます。 
表示する測点名を選択・選択解除すると、座標展開

画面に反映されます。 
※「測点名を表示」にチェックを付けると、「測点

名表示の選択」ボタンが有効になります。 
※初期状態は測点が全て選択されています。 
 
「ＡＬＬ」ボタンをクリックすると、全ての行が

選択・解除されます。 
「Ｐｌｕｓ」ボタンをクリックすると、起終点以

外で測点名に「＋」符号を含む行のみ選択・解除

されます。 
 
この画面を閉じる場合は、画面右上の「×」ボタンで終了します。 

表示サイズ タブ 

表示設定 タブ 
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●測点名を表示 
測点名の表示／非表示を設定します。（印刷には反映されません） 
 
●結線距離を表示 
結線距離の表示／非表示を設定します。 
描画した結線に距離数値が表示されます。（印刷には反映されません） 
 

④ 印刷設定 

画面左下の各タブにて印刷時の設定を行います。 
 
 
 
縦断図の用紙設定・縮尺設定等を行います。 

「用紙／縮尺」タブをクリックします。 
 
●用紙サイズ 
用紙サイズの一覧から任意の用紙サイズを選択します。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧

に表示される用紙サイズが異なります。 
 
●用紙向き 
用紙の向きを選択します。 
横・縦のどちらかをクリックして選択してください。 
 
●余白 
上下左右の余白を設定します。 
それぞれに任意の余白を直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
「綴じ代あり」にチェックを付けると、綴じ代を表示します。 
電子納品対象工事の場合は、各基準（案）に沿った余白が設定されます。 
※「綴じ代あり」の設定は、電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 
●縮尺 
縮尺を設定します。 
任意の縮尺を直接入力してください。 
 
 
 
 

用紙／縮尺 タブ 
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座標軸の設定を行います。 

「座標軸」タブをクリックします。 
 
●座標軸 
チェックを付けると、座標軸を描画します。 
座標軸をサンプルの中から選択できます。 
 
●軸間隔 
座標軸を描画する間隔を設定します。 
１～１０００ｍの間で設定します。 
 
●軸のサイズ 
座標軸の交点（＋マーク）の大きさを設定します。 
１～１０ｍｍの間で設定します。 
 
●座標値のサイズ 
座標値の文字の大きさを設定します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●座標位置 
座標値を描く位置を設定します。 
枠内は左図、枠外は右図のように出力します。 

 

          

           【 枠内 】                         【 枠外 】 
 
 
 
 
 
 

座標軸 タブ 
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文字・マークの設定を行います。 
「文字／マーク」タブをクリックします。 
 
●測点マーク 
マークの大きさ１～９９９（０．１ｍｍ単位）とマークが

設定されていない測点のマークの種類を設定します。 
※測点ごとのマークの設定は「ＸＹＨ座標入力」で行います。 
 
●測点名 
チェックを付けると、測点名を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
測点名の位置は、測点名を測点マークに対してどの位置に出力するかを設定します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●標高 
チェックを付けると、標高を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
標高の位置は、標高を測点に対してどの位置に出力するかを設定します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●結線距離 
チェックを付けると、結線距離を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
結線距離の位置は、結線距離を結線に対してどの位置に出力するかを設定します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●画地名 
チェックを付けると、画地名を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●面積・坪数 
チェックを付けると、画地の面積・坪数を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 

文字／マーク タブ 
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出力する測点を選択します。 

「出力測点」タブをクリックします。 
 
測点一覧から測点名、または行番号をクリックし、三

角印を付けます。 
選択した測点のみ印刷されます。 
※三角が付いていない測点を使って結線した場合、そ

の線は印刷されません。 
 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除

されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 

 

●「測点の絞り込み」「絞り込み解除」ボタン 

表示する測点の絞り込みと、設定されている絞り込みを解除します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絞り込み時は測点の絞込みの画面が表示され、解除時は確認メッセージが表示されます。 
※測点の絞り込みと画面でクリックする通常の測点選択・解除は異なります。 
 
 
●「測点の並べ替え」ボタン 
測点を指定した順序で並べ替えます。 
 
測点名順・ＬＲ順・Ｘ順・Ｙ順・Ｈ順のいずれかを選択し「昇順」「降順」

ボタンで並べ替えを実行します。 
 
初期設定では「測点名順・昇順」で表示されます。 

出力測点 タブ 
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⑤ 修飾ＣＡＤへ転送 

座標展開のデータを修飾ＣＡＤへ転送します。（修飾ＣＡＤファイルとして保存します） 
 

「ファイル」タブの「修飾ＣＡＤへ転送」ボタンを

クリックします。 
 
修飾ＣＡＤへ転送画面が表示されます。 
 
●摘要欄 
任意の摘要名を直接入力します。 
 
●タイトル枠の塗りつぶしを解除する 
チェックを付けると、タイトル枠の背景を塗り

つぶさない状態で保存します。 
 
●計算書の塗りつぶしを解除する 
チェックを付けると、計算書の背景を塗りつぶさない状態で保存します。 
 
 
 
 

「転送」ボタンをクリックすると、修飾ＣＡＤにデータが転送されます。 
「転送後開く」ボタンをクリックすると、データ転送後、修飾ＣＡＤを起動します。 
データの転送を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
※修飾ＣＡＤの操作方法については【「修飾ＣＡＤ／タイトル枠エディタ 入門ガイド」参照】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「修飾CADへ転送」を行うと、複雑な手順を必要とせず簡単に編集を行う事ができますが、以下の３点 

にご注意ください。 
 

●修飾ＣＡＤへ「０．１ｍｍ単位」で転送しているため、桁落ちによる誤差が発生します。 

 

 

 

 

 
 
●修飾ＣＡＤはレイヤ機能が無いため、レイヤ振り分けが行われません。 
●ＣＡＤ製図基準（案）に準拠した電子納品図面としては転送されません。 
 
上記の３点を回避するためには、「修飾CADへ転送」ではなく「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」を行ってください。 

１０．３３３ｍ １０３．３ｍｍ 
 

１０．３３０ｍ 

＜現場大将＞  ＜修飾ＣＡＤ＞  ＜Ａ納図[A-NOTE]＞ 

３ｍｍの誤差 

例） 

転送 転送 

１／１００ １００倍 
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⑥ Ａ納図[A-NOTE]へ転送 

座標展開のデータをＡ納図[A-NOTE]に転送します 

※ただし、お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされていない場合は、

使用できません。 

 
座標展開の上に表示されている「ファイル」タブの 

「Ａ納図[A-NOTE]へ転送］」ボタンをクリックする

と、Ａ納図[A-NOTE]へ転送画面が表示されます。 

 
●摘要名 
任意の摘要名を直接入力します。 
 
●摘要にページ数をつける 
チェックを付けると、摘要名に自動でページ数を付け

ます。 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
チェックを付けると、使用禁止文字を使用可能文字

に自動変換します。 
 
●転送モード ＜線・文字＞ 
転送する際のモードを設定します。 
「ＣＡＤ製図基準（案）に合わせる」・・・ＣＡＤ製図基準（案）に基づいた形で転送します。 
「現在の表示イメージのまま出力する」・・・平面図のイメージ通りに転送します。 
※レイヤは自動でＣＡＤ製図基準（案）通りに振り分けられます。 
 
●責任主体 
責任主体を「測量」「設計」「施工」「維持管理」から選択します。 
選択した責任主体によって、レイヤ名の先頭が以下のように決定されます。 
 
測量：Ｓ  設計：Ｄ  施工：Ｃ  維持管理：Ｍ 
 
 
 
 

「転送」ボタンをクリックすると、Ａ納図[A-NOTE]に現在表示されているデータが転送されます。 

「転送後開く」ボタンをクリックすると、データ転送後、Ａ納図[A-NOTE]を起動します。 

データの転送を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 

※Ａ納図[A-NOTE]の操作方法については【「Ａ納図[A-NOTE] ヘルプ」参照】 
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（C） 放射逆計測設計画図 
現在選択されている現場の放射逆計の結果を図化します。 

図面上には放射逆計のデータとして、測点・測点名・距離・角度・夾角や座標軸を表示できます。

計算書レイアウト画面を起動して計算書を取り込む事も可能です。 

また、表示範囲を移動・回転したり、縮尺を自由に設定する事もできます。 

 

① 基準（案）の選択 

工事が電子納品対象かどうかを選択し、任意のＣＡＤ製図基準（案）を選択します。 
※ただし、座標展開で既に基準（案）の設定を行っている場合は、ＣＡＤ製図基準（案）選択ウ

ィザード画面は表示されません。 
基準（案）の選択方法については、【255ページ「基準（案）の選択」参照】 

 

② メイン画面 

放射逆計測設計画図のメイン画面は、下図のようになっています。 

左側で印刷イメージを右側で図面全体に関する表示、および編集を行います。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷イメージに表示している範囲は、画面右側にて赤枠で囲まれている部分です。 
 

図面全体 
印刷イメージ 
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③ 編集 

図面の編集・表示切り替え等の機能です。 
各タブをクリックして表示されるボタン機能を左から順にご説明します。 
 
 
図面の新規作成・図面の読み込み・保存・印刷等を行います。 
 
「ファイル」タブをクリックします。 
 
 
 
 
各ボタンの説明は【260ページ「編集」の「ファイルタブ」参照】 

 
出力範囲／結線／計算書 タブ 

出力範囲・結線・計算書の設定を行います。 
 

「出力範囲／結線／計算書」タブをクリックします。 
 
 
 
 
●「線種設定」ボタン 
表示されている結線情報の線種・線色・線幅を設定します。 
 
「線種設定」ボタンをクリックすると、線種設定画面が表示さ

れます。 
 
線の選択欄にて、設定を行う結線を選択します。 
ドロップダウンボタン、またはアップダウンボタンをクリック

し、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
 
＜線種＞ 
指定されている線の種類を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の線を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、線種の設定を行う事ができません。 
 
 

ファイル タブ 
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＜線色＞ 
指定されている線の色を設定します。 
ドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から任意の色を選択してください。 
※電子納品対象工事の場合は、色の設定を行う事ができません。 
一覧の中に任意の色がない場合は、色パレットのボタンをクリックして色を作成します。 
設定方法については【265ページ「色の作成」参照】 

 
＜線幅＞ 
指定されている線の幅を設定します。 
任意の線幅をドロップダウンボタンにて設定してください。 
※電子納品の「対象」「対象外」の設定により、一覧に表示される線幅が異なります。 

また、「線幅設定」ボタンは電子納品対象工事のみ有効な機能です。 
 

「線幅設定」ボタンをクリックすると、線幅設定画面が表示されます。 
基準（案）では、「細線：太線：極太線」の割合が、「１：２：４」に

定められています。 
基準（案）に基づき、設定を行ってください。 
ただし、協儀の上、細線・太線・極太線の線幅を任意で変更する場合

は、「太線・極太線を自動設定」のチェックをはずします。 
ドロップダウンボタンをクリックし、一覧より任意の線幅を選択してください。 

 
●「放射トラバース選択」ボタン 
放射逆計の機能で作成された結線情報の選択を行う事ができます。 
選択中の現場に登録されている放射逆計の路線名一覧が表示されるので、表示する路線名を選択し

て、「選択」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択するには路線名をクリックし、行番号の欄に三角マークをつけます。 
選択を解除する場合は、再度路線名をクリックします。 
路線がひとつも選択されていない場合、「選択」ボタンがグレー表示になります。 
 
その他のボタンの説明は【263ページ「出力範囲／結線／計算書 タブ」参照】 
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画面上での図面の表示サイズを設定します。 
 

「表示サイズ」タブをクリックします。 
 
 
 
各ボタンの説明は【268ページ「表示サイズ タブ」参照】 

 
 
 
画面上での測点の形状や、測点名の表示／非表示を設定します。 
 

「測点」タブをクリックしてください。 
 
 
 
●測点の形 
画面右側の図面全体に表示させる測点の形を設定します。 

（印刷には反映されません） 
 
●測点名を表示する 
全体表示画面に測点名を表示させるかを設定します。 

（印刷には反映されません） 
 

④ 印刷設定 

画面左下の各タブにて印刷時の設定を行います。 
 
 
 
縦断図の用紙設定・縮尺設定等を行います。 

「用紙／縮尺」タブをクリックします。 
 

各項目の設定については【269ページ「用紙／縮尺

タブ」参照】 

 

 

 

表示サイズ タブ 

測点 タブ 

用紙／縮尺 タブ 
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座標軸の設定を行います。 
「座標軸」タブをクリックします。 
 
各項目の設定については【270ページ「座標軸 タブ」

参照】 

 
 
 
 
 
 
測点の文字・マークの設定を行います。 

「測点」タブをクリックします。 
 
●測点マーク 
マークの大きさ１～９９９（０．１ｍｍ単位）とマーク

が設定されていない測点のマークの種類を設定します。 
※測点ごとのマークの設定は「ＸＹＨ座標入力」で行い

ます。 
 
●測点名 
チェックを付けると、測点名を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してください。 
測点名の位置は、測点名を測点マークに対してどの位置に出力するかを設定します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定し

ます。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
 
 
距離・角度・矢印の設定を行います。 
 
●距離 
チェックすると距離を出力します。 
文字の大きさは、ドロップダウンボタンにて設定してく

ださい。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、

またはアップダウンボタンにて設定します。（０．１

ｍｍ単位で設定できます） 

座標軸 タブ 

測点 タブ 

その他 タブ 
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●角度 
チェックすると角度を出力します。 
文字の大きさはドロップダウンボタンにて設定してください。 
出力する角度をトランシット角、または夾角から選択します。 
※電子納品対象外工事の場合、任意のサイズを直接入力、またはアップダウンボタンにて設定しま

す。（０．１ｍｍ単位で設定できます） 
 
●矢印 
表示される放射矢印の傘の長さ・開きを設定します。 
数値は、傘長１～９９９（０．１ｍｍ単位）、開きは０～９０°です。 
 

⑤ 修飾ＣＡＤヘ転送 

放射逆計測設計画図のデータを修飾ＣＡＤへ転送します。（修飾ＣＡＤファイルとして保存します） 
 
「ファイル」タブの「修飾ＣＡＤへ転送」ボタンをクリックします。 
 
修飾ＣＡＤへ転送画面が表示されます。 
修飾ＣＡＤへ転送画面の設定については

【273ページ「修飾ＣＡＤへ転送」参照】 
 
 
 

⑥ Ａ納図[A-NOTE]へ転送 

放射逆計測設計画図のデータをＡ納図[A-NOTE]に転送します。 

※ただし、お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされていない場合は、

使用できません。 

「ファイル」タブの「Ａ納図[A-NOTE]へ転送」ボタンをクリックします。 

 

Ａ納図[A-NOTE]へ転送画面が表示されます。 

 

Ａ納図[A-NOTE] へ転送画面の設定方法は

【274ページ「Ａ納図[A-NOTE］へ転送」参照】 
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（D） 計算書レイアウト 
座標展開および放射逆計測設計画図にて編集した図面に各機能で計算した線形・路線データの計算

書を配置します。 
 
座標展開、または放射逆計測設計画図の「計算書レイアウト」ボタンをクリックします。 
 

① メイン画面 

計算書レイアウトのメイン画面は下図のようになっています。 
ナビゲーションでは画面全体を確認する事ができます。 
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② 編集 

図面の編集・表示切り替え等の機能です。 
各タブをクリックして表示されるボタン機能を左から順にご説明しています。 
 
 
 
 
 
 
 
●「初期化」ボタン 
編集した図面を初期状態に戻します。 
 
●「閉じる」ボタン 
計算書レイアウト画面を終了し、座標展開、または放射逆計測設計画図画面に戻ります。 
 
データ変更があった場合、確認メッセージが表示されます。 
変更を保存する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
変更を保存しない場合は、「いいえ」ボタンをクリックし

てください。 
「キャンセル」ボタンをクリックすると、保存を確認する

メッセージを閉じ、計算書レイアウト画面に戻ります。 
 
●「虫眼鏡」ボタン 
表示画面を拡大・縮小できます。 
ボタンをクリックし、画面上で左クリックすると拡大され、右クリックすると縮小されます。 
※「虫眼鏡」ボタンは全てのタブに表示されています。 
 
●ナビゲーション 
チェックを付けると、ナビゲーション画面が表示されます。 
※「ナビゲーション」は全てのタブに表示されています。 

 

 
 
 
 
 
●「選択」ボタン 
図面上に配置した計算書・タイトル枠・方位記号を選択する事ができます。 

ファイル タブ 

編集／取り込み タブ 
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●「計算書」ボタン 
各機能で計算した計算書を取り込みます。 
計算書取込み画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り込む計算書を選択し、「選択」ボタンをクリックします。 
計算書取り込みを中止する場合は、「閉じる」ボタンをクリックしてください。 
 

「絞込み」ボタンをクリックすると、計算書絞込み画面が表示

されます。 
計算書の種類を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックすると、

選択した種類の計算書のみ計算書取込み画面に表示されます。 
 
 
 
 
 

 
計算書取込み画面の「選択」ボタンをクリックすると、パー

ツ作成の画面が表示されます。 
※パーツ作成の画面は計算書の種類により異なります。 
※電子納品対象外工事の場合、文字サイズは任意のサイズを

直接入力、またはアップダウンボタンにて設定します。（０．

１ｍｍ単位で設定できます） 
 
各項目を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
「ＯＫ」ボタンをクリックすると、計算書レイアウト画面の左

上に計算書が表示されます。 

今回、結線情報が取り込まれた路線・計算書名には「○」が表示されます。 
結線情報がない路線・計算書名は「－」が表示されます。（座標一覧等） 
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計算書をドラッグして任意の位置に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「タイトル枠」ボタン 
タイトル枠を取り込みます。 
ボタンをクリックすると、タイトル枠取り込み画面が

表示されます。 
 
取込み位置欄で、タイトル枠を表示する位置を「右上」

または「右下」から選択してください。 
 
任意のタイトル枠を選択し、「取込み」ボタンをクリ

ックします。 
タイトル枠の情報を編集する場合は、「編集」ボタン

をクリックしてください。 
タイトル枠の取り込みを中止する場合は、「キャンセ

ル」ボタンをクリックします。 
 

「取込み」ボタンをクリックすると、タイトル枠取込み確認画面が表示されます。 
選択したタイトル枠の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力し

て編集します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
選択したタイトル枠が計算書レイアウト画面の指定し

た位置に表示されます。 
※電子納品対象外の場合、任意の位置にドラッグして

移動する事ができます。 
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編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

「編集」ボタンをクリックすると、タイトル枠編集画面が表示されます。 
選択している工事の各項目と内容が一覧表示されます。 
内容を編集する場合は、各項目の内容欄を直接入力し

て編集します。 
 
編集が終了したら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
編集を中止する場合は「キャンセル」ボタンをクリッ

クしてください。 
 
 
 

「初期化」ボタンをクリックすると、確認メッセージが

表示されます。 
 
初期化する場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
初期化を中止する場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

●「方位記号」ボタン 
方位記号を取り込みます。 
ボタンをクリックすると、方位記号取込み画面が表示されます。 
 
任意の方位記号を選択します。 
方位記号の長さは、１～９９９（０．１ｍｍ単位）の間で設定して

ください。 
「ＯＫ」ボタンをクリックすると、計算書レイアウト画面の左上に方

位記号が表示されます。 
方位記号の取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをク

リックしてください。 
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●「移動」ボタン 
選択されている計算書・タイトル枠・方位記号をドラッグで移動します。 
 
●「削除」ボタン 
選択されている計算書・タイトル枠・方位記号を削除します。 
 
 
 
 
 
 
 
●表示サイズ 
表示サイズを調整します。 
 
 
計算書レイアウト画面での編集が終了したら、「閉じる」ボタンをクリックします。 
 
データの変更があった場合、確認メッセージが表示されます。 
 
変更を有効にする場合は、「はい」ボタンをクリックします。 
今回の変更を中止する場合には、「いいえ」ボタンをクリッ

クしてください。 
 
計算書レイアウト画面の終了を中止する場合には、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示サイズ タブ 
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VII. その他の操作 
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１１３３  パーツ取り込み 
 
お使いになっているパソコンにＡ納図[A-NOTE]がインストールされている場合、現場大将のデ

ータを取り込む事ができます。 

現場大将で作成したデータをＡ納図[A-NOTE]に取り込みます。 

※はじめに現場大将で取り込むデータを作成してから、パーツ取り込みを行ってください。 

 

Ａ納図[A-NOTE]を起動します。 

※Ａ納図[A-NOTE]の操作ついては【「Ａ納図[A-NOTE] ヘルプ」参照】 

「パーツ」タブの「現場大将」→「現場大将パーツ取り込み」をクリックしてください。 

 
 
 
 
 

 
 
結線情報選択画面が表示されます。 
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●責任主体 
責任主体を「測量」「設計」「施工」「維持管理」から選択します。 
※この機能は基準（案）が選択されている場合に有効となります。 
 
選択した責任主体によって、レイヤ名の先頭が以下のように決定されます。 

測量：Ｓ  設計：Ｄ  施工：Ｃ  維持管理：Ｍ 

 
●「現場選択」ボタン 
登録されている現場を選択します。 
 
「現場選択」ボタンをクリックすると、現場選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場名を選択し、「選択」ボタンをクリックします。 
カーソル位置の現場が選択され、結線情報選択画面に戻ります。 
 
現場選択画面を終了する場合は、「閉じる」ボタンをクリックしてください。 
 
 
任意の路線・計算書名をクリックし、「選択」ボタンをクリックします。 
パーツの取り込みを中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

「選択」ボタンをクリックすると、パーツ取り込みを行う際の設定画面が表示されます。 
※選択する図面の種類によって、表示される画面が異なります。 

【290ページ「座標一覧」～「倍横距」参照】 
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（A） 座標一覧 
座標一覧を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●測点の選択 
取り込む測点名を選択します。 

一覧から測点名をクリックし、三角印を付けます。 
※選択した測点のみ取り込まれます。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
●文字サイズ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
●ページ・段数設定 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
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（B） 平面線形 
平面線形の図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜結線距離を表示する＞ 
結線に距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 

図形 タブ 
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「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 

「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
 
●平面線形計算書 
平面線形計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜ＩＰの選択＞ 
取り込むＩＰを選択します。 
※「ＩＰ有り」「役杭要素法」の設定で平面線形を入力している場合のみ表示されます。 
 
一覧からＩＰをクリックし、三角印を付けます。 
※選択したＩＰのみ取り込まれます。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算書 タブ 
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（C） 放射逆計・連続逆計 
放射逆計・連続逆計の図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 

＜結線距離を表示する＞ 
結線に距離を表示する場合は、チェックを付けます。 

＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 

＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 

＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 
 

図形 タブ 
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「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
 
●放射逆計計算書 
放射逆計計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
※連続逆計の場合は、「連続逆計計算書」が表示されます。 
 
＜出力設定＞ 
出力する要素を設定します。 
 
「夾角を出力する」 
夾角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 
「トランシット角を出力する」 
トランシット角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 
「方向角を出力する」 
方向角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名＞ 
出力する測点名を「測点名１と測点名２」「測点名１のみ」「測点名２を優先」のいずれかから選択

します。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜ページ・段数設定＞ 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
 
 

計算書 タブ 
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（D） 二点夾角測量 
二点夾角測量の図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 
 
＜結線距離を表示する＞ 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 
 
 

図形 タブ 
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「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込む場合は、チェックを付けます。 

「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 

 
 
 
●二点夾角測量計算書 
二点夾角測量計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜出力データ＞ 
出力する計算書データを「観測値入力」「設計値入力」「比較値」から選択します。 
 
＜出力設定＞ 
出力する要素を設定します。 
 
「夾角を出力する」 
夾角を出力する場合は、チェックを付けます。 

「トランシット角を出力する」 
トランシット角を出力する場合は、チェックを付けます。 

「方向角を出力する」 
方向角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名＞ 
出力する測点名を「測点名１と測点名２」「測点名１のみ」「測点名２を優先」のいずれかから選択

します。 
 
＜計算書の並び＞ 
出力する計算書の並びを「縦」「横」のどちらかから選択します。 
※ページ・段数設定にチェックが付いている場合は、選択できません。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜ページ・段数設定＞ 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 

計算書 タブ 
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（E） 放射トラバース・開放トラバース 
放射トラバース・開放トラバースの図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 
 
＜結線距離を表示する＞ 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 
 
 

図形 タブ 
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「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
 
●放射トラバース計算書 
放射トラバース計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
※開放トラバースの場合は、「開放トラバース計算書」が表示されます。 
 
＜出力設定＞ 
出力する要素を設定します。 
 
「方向角を出力する」 
方向角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名＞ 
出力する測点名を「測点名１と測点名２」「測点名１のみ」「測点名２を優先」のいずれかから選択

します。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜ページ・段数設定＞ 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算書 タブ 
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（F） 結合トラバース・閉合トラバース 
結合トラバース・閉合トラバースの図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 
 
＜結線距離を表示する＞ 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 
 
 

図形 タブ 
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「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 

「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
 
●結合トラバース計算書 
結合トラバース計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
※閉合トラバースの場合は、「閉合トラバース計算書」が表示されます。 
 
＜出力設定＞ 
出力する要素を設定します。 
 

「方向角を出力する」 
方向角を出力する場合は、チェックを付けます。 
 

「入力データを出力する」「計算データを出力する」 
出力するデータを「入力データ」「計算データ」のどちらかから選択します。 
 
＜測点名＞ 
出力する測点名を「測点名１と測点名２」「測点名１のみ」「測点名２を優先」のいずれかから選択

します。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜ページ・段数設定＞ 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 

計算書 タブ 
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（G） 倍横距 
倍横距の図形・計算書を取り込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
画地名の一覧から取り込む画地名をクリックし、三角印を付けます。 
※初期状態では、現場大将の画地名一覧画面で選択した画地名に三角印が付いています。 
※選択した画地名のみ取り込まれます。 

「全解除」ボタンをクリックすると、全ての選択が解除されます。 
「全選択」ボタンをクリックすると、全ての項目が選択されます。 
（「全解除」ボタンと「全選択」ボタンは交互に表示されます） 
 
●使用禁止文字を使用可能文字に変換する 
使用禁止文字を使用可能文字に変換する場合は、チェックを付けます。 
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●結線取り込み 
結線を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点名を表示する＞ 
測点名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜測点マークを表示する＞ 
測点マークを表示する場合は、チェックを付けます。 
表示マーク欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧からマークを選択してくだ

さい。 
 
＜結線距離を表示する＞ 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜画地名を表示する＞ 
画地名を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜面積を表示する＞ 
面積を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜控除計を表示する＞ 
控除計を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜別計上計を表示する＞ 
別計上計を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜総面積を表示する＞ 
総面積を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜坪数を表示する＞ 
坪数を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜実座標で取り込む＞ 
実際の座標で取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
 

図形 タブ 
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＜線種設定＞ 
線種の設定を行います。 
設定方法については【264ページ「「結線情報取込み」ボタン」参照】 
 

「この線を取り込む」 
線種設定にて設定した線を取り込みます。 
※倍横距では、常にチェックの付いた状態となります。 
 

「結線距離をつける」 
結線距離を表示する場合は、チェックを付けます。 
 
 
 
 
●倍横距計算書 
倍横距計算書を取り込む場合は、チェックを付けます。 
 
＜出力計算書＞ 
出力する計算書を「面積計算書」「ｄX ｄY 一覧表」「控除面積計算書」「別計上面積計算書」「画

地計算書」のいずれかから設定します。 
 
＜文字サイズ＞ 
基準（案）が選択されている場合は、ドロップボタンをクリックして表示される一覧から文字サ

イズを選択します。 
基準（案）が選択されていない場合は、直接入力、またはアップダウンボタンにて文字サイズを

設定してください。 
 
＜ページ・段数設定＞ 
ページ数、段数を設定する場合は、チェックを付けます。 

画地名欄のドロップダウンボタンをクリックし、設定する画地名を選択します。 
ページ数、段数をそれぞれ直接入力、またはアップダウンボタンにて設定してください。 
 
「全ての画地に適用する」 
全ての画地を指定した段数で表示する場合は、チェックを付けます。 
 
「段数を最大値に合わせる」 
各画地の段数を、現在ドロップダウンボタンで選択している画地の設定できる最大の段数に設定

します。 
 
 
 

計算書 タブ 
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（H） 配置設定 
図形を取り込む際の配置を設定します。 
 
各設定画面で結線取り込み欄にチェックを付け、「ＯＫ」ボタンをクリックすると、配置設定画面

が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●回転角 
回転する角度を直接入力、または「０・９０・１８０・２７０」ボタンをクリックして設定します。 
 
●配置座標 
配置する座標をＸ欄・Ｙ欄に直接入力します。 
 
●縮尺 
縮尺を直接入力します。 
 
●「範囲移動」ボタン 
配置する範囲を（赤枠）を移動します。 
図面全体表示でマウスをドラッグすると赤枠が移動し、配置位置を変更する事ができます。 
 
●「範囲回転」ボタン 
配置する範囲を回転します。 
図面全体表示でマウスをドラッグすると赤枠が回転し、配置する範囲を回転させる事ができます。 
 
●「虫眼鏡」ボタン 
表示画面を拡大・縮小できます。 
ボタンをクリックし、画面上で左クリックすると拡大され、右クリックすると縮小されます。 
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●描画シート 
描画シートを選択します。 
描画シート欄のドロップダウンボタンをクリックし、表示される一覧から選択してください。 
※回転角、配置座標、縮尺、範囲移動、範囲回転は、描画シートで「新規作成（平面図）」を選択

した場合のみ設定する事ができます。 
 
 
設定を実行する場合は、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
設定を中止する場合は、「キャンセル」ボタンをクリックしてください。 
 
 

（I） 取込みトレイ 
取り込む図形・計算書を選択します。 
 
各設定画面で図形・計算書欄にチェックを付け、「ＯＫ」ボタンをクリックすると、取込みトレイ

画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一覧から取込むパーツを選択し、「取込み」ボタンをクリックします。 
図面上の配置する位置でクリックしてください。 

取込みトレイ画面の一覧からパーツを削除する場合は、任意のパーツを選択して「削除」ボタン

をクリックします。 
 
 
 
 



 - 306 -  

１１４４  表計算ソフトでのＣＳＶファイル取り込み 
 
現場大将では表形式で印刷が可能な表をＣＳＶ形式ファイルとして保存する機能があります。 
この機能を使って保存されたファイルを表計算ソフトで取り込む事が可能です。 

（ＣＳＶ形式のファイルに対応しているソフトであれば、表計算ソフト以外でも取り込む事が可

能です） 
 
お使いになるソフトによって実際の操作は異なりますが、ここでは取り込むまでの流れと必要な

設定をご説明しています。 
 

（A） 表計算ソフトでのファイル指定 
表計算ソフトにて保存されているＣＳＶ形式ファイルを開きます。 
 
表計算ソフトを起動し、ファイルを開きます。 
例）メニューバーの「ファイル」→「開く」を

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＣＳＶ形式ファイルを保存したフォルダを指定し、ファイルの種類を「テキストファイル」または

「すべてのファイル」に設定します。 
取り込むＣＳＶファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。 
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＜ファイルを開いた直後のイメージ図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図の様に数値や表示位置の設定が、表計算ソフトの初期状態で表示されます。 
 
 
取り込んだＣＳＶ形式ファイルを表にするには、編集・設定変更が必要です。 
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（B） 設定時の注意事項 
表計算ソフトでの編集・設定変更の際は、以下の事にご注意ください。 
 

① 使用するフォント 

数値および表内の単位は固定ピッチフォント（ＭＳゴシック・ＭＳ明朝等）を使用してください。 
ＭＳ Ｐゴシック等「Ｐ」が付くフォントはピッチが不定です。 
 

② タイトル部 

タイトルは任意の位置に表示します。 
表の中央上部に表示する場合は、どの範囲の中央に表示するか範囲を選択し、「セルを結合して中

央揃え」等の機能を使って位置を整えてください。 
※「セルを結合して中央揃え」の操作は、各列の幅調整を行う前に実行した方が画面上、操作し

やすくなっています。 
 

③ 表内の見出し 

見出し文字のフォント・寄せ方は自由に設定できます。 
見出しの単位は、右寄せ設定にした時に数値の位置と合うようになっています。 
 
例１） 距離・面積の単位は小数点の真上に表示されます。 
       
 
 
 
例２） 角度は度・分・秒の数値の間に記号が表示されます。 
 
      
 
 
 

④ 表内の数値 

表計算ソフトでは「１．０００」というデータは「１」と表示されるため、小数点以下の桁数を設

定する必要があります。 
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⑤ 罫線 

表の必要な箇所に罫線を引きます。 
 

⑥ 測点名等の文字列 

文字列「０８０」のように「０」で始まる場合、表計算ソフトでは最初の「０」が省略されて表示

されます。 
その欄が文字列である事を認識させるために入力の最初に「‘」（アポストロフィー／シフトキー

＋キーボード数字の７）を付け、文字列の指定を行ってから「０８０」に入力修正してください。 
 

⑦ 大きい数値 

数値が大きくセル内におさまらない場合、「Ｅ」等のエラー表示になります。 
この場合は、セルの幅を広げると実際の数値データが表示されます。 
 

⑧ データ特性 

「勾配線形・横断丁張の勾配」 
数値データに「＋」が付いている場合、表計算ソフトによっては符号が表示されない場合があります。 
この場合は、符号を文字列として手入力してください。 
 
●法勾配 
１： １００というデータがある場合、表計算ソフトによっては時間として認識され正しい数値が

表示されません。 
この場合、正しい数値を文字列として手入力してください。 
 
●結合トラバース／閉合トラバース 
比の値「／」（スラッシュ）を表計算ソフトに取り込むと、表計算ソフトによっては日付と認識さ

れ○月○日となります。この場合は、正しい数値を文字列として入力してください。 
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１１５５  現場大将路線データ出力 
 
現場大将で作成した路線データを出力します。 
※出力した路線データは、データコレクタ等で取り込む事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主メニュー画面でメニューバーの「ファイル」→「現場大将路線データ出力」をクリックします。 

 
出力する路線の選択画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線が選択されている事を確認し、｢ＯＫ｣ボタンをクリックします。 
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名前を付けて保存画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
任意の保存先を指定し、ファイル名を入力して｢保存｣ボタンをクリックします。 
 
情報メッセージが表示されるので、｢ＯＫ｣ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
※データ未入力の箇所がある場合は、以下の確認メッセージが表示され、出力できません。 
 チェック結果が表示されるので、データを修正してください。 
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1. 本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されておりま

す。 
2. 本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。 
3. プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってし

まう可能性があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。 
4. 使用しているデータは、本書用に作成したものとなりますので、実在しません。 
5. 本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れ等、お気付きの事

がございましたら、当社までご連絡ください。 
6. 本書の印刷例および画面上の会社名・数値等は、実在のものとは一切関係ございません。 
 
●Windows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 
●その他社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

6.11.00 2023年６月２７日作成 
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